
































アルバート家の令嬢は没落をご所望です
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ふと、メアリ・アルバートは全すべてを思い出した。

　始業式の真っ最中。学園長が長ったらしい話を終えて一礼し、そのハゲかかった頭がライトを反射させたその瞬しゆん間かん。

　この世界が前世でプレイした乙女おとめゲームだということを、それはもう突とつ然ぜん、知識がなだれ込むように思い出したのだ。




　ゲームの内容は至ってシンプル。

　貴族が通うカレリア学園に転校してきた主人公アリシアが、学園生活を送りながら魅み力りよく的な異性達と恋こいに落ちる……という王道ものだ。

　もちろん攻こう略りやく対象は漏れなく見目が良くスペックが高い、その上このゲームのテーマが『身分差の恋』であるゆえ揃そろって高貴な家いえ柄がらの出である。そんな彼らに対しアリシアは庶しよ民みん出身であり、その身分の差に悩なやみ、時に傷つき、それでも太陽のような笑え顔がおと前向きな性格で彼等と恋に落ち壁かべを乗り越こえていく。

　おまけに、庶民だと思われていたアリシアが実は行方ゆくえ不明になっていた王女で、物語が進むにつれそれが判明するという、まさに乙女の夢を詰つめ込んだような内容である。

　ありきたりと言うなかれ。テンプレートというものは逆に言えば一定の層を確実に摑つかむ安あん牌ぱいでもあるのだ。

　そんな王道的なストーリーに加え、イラストやシステムも出来が良く、ファンディスクや続編が発売されるほどに人気だったことも今では思い出せる。

　ちなみに、メアリ・アルバートはそのゲームに出てくる悪役キャラクターである。

　王家に次ぐ権力を持つアルバート家の令れい嬢じようで、我が儘ままかつ高こう慢まんな性格をしており、ことあるごとに主人公アリシアに嫌いやがらせをする。まさに悪役令嬢。ゲームのクライマックスでは主人公アリシアと彼女と結ばれたヒーローに糾きゆう弾だんされ、今までの悪事を裁かれ、王女として君臨したアリシアにより一族もろとも没ぼつ落らくという……。まさに悲ひ惨さんの一言に尽つきるが、これがゲーム内のメアリの結末である。

　いわゆる、悪役令嬢没落コース。主人公に共感しながらプレイすると「ざまぁ」と思わず口走ってしまうような展開だ。




　それら全てを一気に思い出し、メアリの頭の中はまさに混乱状態だった。

　ハゲかかった副学園長の長ったらしい話も、明らかにカツラな指導担当の長ったらしい話も右から左で頭に入ってこない。




　間ま違ちがいない、自分はあのゲームに出てくる悪役令嬢のメアリだ。

　美人だが気が強く、きっちり巻かれた銀ぎん髪ぱつの縦ロールがいかにもといった風ふう貌ぼうの我が儘お嬢じよう様さま。なるほどどうりで、どんなに時間をかけて美容師が持てる術全てを費ついやしてストレートヘアにしようが、美容師の「終わりましたよ」の「よ」と同時に髪かみ形がたがロールされるわけだ。それはもう驚おどろくほどの威い力りよくで、いったい何人のカリスマ美容師達が強固な縦ロールドリルに敗れて鋏はさみを置いていったことか……。思い出すだけで胸が痛むが、それと同時に顔の両サイドで縦ロールドリルが揺ゆれるのだから居た堪たまれない。

　しかし、それがゲームの抑よく制せい力によるもの、自分を悪役メアリにするために必要不可欠な要素だというのなら納なつ得とくしよう。……些いささか不服ではあるが。

　なにより、今問題にすべきは強固な縦ロールドリルではなくメアリを待ち構えている結末なのだ。このままいけば没落まっしぐら。カリスマ美容師たちが総じて白旗を上げた超ちよう強力縦ロールドリルの威力から考えるに、簡単に回かい避ひも出来そうにない。

　となれば自分が進む道はただ一つ、悪役令嬢としての人生の先に待ち構えているのがしっぺ返しと没落だというのなら……。




「いっそのこと前向きに没落しようと思うの！」

「なんでそういう結論になりますかね!?」

　迷いのない真っ直すぐな瞳ひとみで宣言するメアリに、思わずツッコミを入れたのは従者のアディ。

　錆さび色いろの短たん髪ぱつに同色の瞳、高い身長と無む駄だのない引き締しまった身体からだつきという男らしさを感じさせる風貌だが、今は男らしさもどこへやら呆あきれを全面に出した脱だつ力りよく気味の表情で溜ため息いきをついている。

　代々アルバート家に仕える従者の家系でありメアリより五つほど年上の彼は、本来ならカレリア学園に入学する権利を持ち合わせていない。それでも男子生徒用の制服を纏まといこの場にいるのは、他ほかでもないメアリが彼にそれを命じたからである。「高等部に生徒として入学して私に仕えなさい」と、つまりメアリの付き人という例外措そ置ちで通学しているのだ。

　これもまた、アルバート家の権力の為なせる業わざである。




　そんなアディとメアリは、誰だれもいない食堂の一角を陣じん取どり顔を突つき合わせていた。話題はもちろん、つい数時間前に蘇よみがえったメアリの前世の記き憶おくである。

「しかしですよお嬢じよう、さすがに前世だのゲームだってのは……」

「なによアディ、あんた私の従者のくせに私の言うことが信じられないの？」

「はい、まったくもって、これぽっちも信じられません」

「迷いなく言い切ったわね……まぁ良いいわ、信じられないのも無理はないものね。でも、確かにこの世界は乙女ゲームと同じなの」

　真しん剣けんな瞳で訴うつたえるメアリに、気け圧おされつつアディが眉み間けんに皺しわを寄せた。

　メアリの言う『乙女ゲーム』とやらの存在も信じがたいというのに、そのうえ彼女は「ここがそのゲームの世界だ」とまで言ってくるのだ。相手がメアリでなければ鼻で笑うか、もしくは宥なだめて病院にでも連れていきかねない案件である。

　そこまで考え、ふとアディがメアリに視線を向けた。

　彼女はここがゲームとやらの世界で、おまけに自分は前世の記憶が蘇ったと言っている。だが今目の前にしているメアリに変わった様子は無く、話の内容こそ現実離ばなれしているが口調も態度もなんら変化はない。前世とやらが本当にあって、そのうえ記憶が蘇っているのなら多少は変化がありそうなものだが……と、そう考えてアディがメアリを呼んだ。

「お嬢……つかぬことをお伺うかがいしますが、お名前は？」

「……メアリ・アルバート。カレリア学園高等部三年、麗うるわしのアルバート家令嬢よ」

「聞いてないことまで喋しやべってる、流石さすがはお嬢……じゃなくて、アルバート家と言えば？」

「主に外交よね。国外にまで手を出してるし、おかげで海外の美味おいしいものがいっぱい食べられて幸せだわぁ」

「うーん、なんともお嬢らしい回答。いや、でもこれぐらいなら誰でも答えられるか……それじゃ次です。今年の目標は？」

「私のことを疑って質しつ問もん攻ぜめにしてくる無礼な従者をいい加減クビにすること」

「そう言い続けて？」

「早数年」

　そろそろ本気で取り組もうかしら、と付け足すメアリに、アディが誤ご魔ま化かすようにコホンと咳せき払ばらいし「それでこそ俺の知っているお嬢です」と質疑応答を終しゆう了りようした。

　もちろん、これ以上続ければメアリが目標達成に動きかねないし、なにより今の応おう酬しゆうで彼女が自分の知るメアリ・アルバートであると確信できたからだ。回答もそうだが、なによりやりとりの内容が変わらない。

　よかった、とアディが安あん堵どと共に呟つぶやけば、それを見たメアリが「疑うなんて失礼ね」とジロリと睨にらみつけた。

「いやだって、前世の記憶だ何だと言い出すから、てっきりその記憶とやらで人が変わったのか、もしくはドリルの重みに負けて頭がおかしくなったのかと思いまして」

「ねぇちょっと後半のひどくない？」

「それほどまでに俺にとっては信じ難がたい話なんです。でもまぁ、お嬢が言うのなら信じますよ。でも……」

　睨みつけるメアリを宥め、アディが話を続ける。随ずい分ぶんと突とつ拍ぴよう子しもない話だが信じたとして、それでもアディにはもう一つ聞くべきことがあった。仮にメアリの言う通りこの世界が『乙女ゲーム』なるものだったとしても……。

「もしもお嬢の言う通りだったとして、どうして没落するのが分かっていて悪役令嬢なんてやるんですか？」

「そりゃ、そういうもんだからよ。アルバート家のメアリに生まれたからには、没落コースを突っ切るのが道理ってもんでしょ。底なし沼ぬまに飛び込むのよ！」

「……そうですか、俺は何も言いませんよ。で、この世界がそのゲームというものだったとして、なんて言うゲームだったんですか？」

　タイトルを尋たずねてくるアディに、メアリが蘇ったばかりの記憶を引っくり返す。

　なんというタイトルだったか。確か略りやく称しようは『ドラ学』で、正式名称は……。

「思い出した。『ドキドキラブ学園～恋こいする乙女おとめと思い出の王子～』だったはず！」

「うわまたコッテコテな……よくそんなタイトルのゲームを恥はずかしげもなくできますね」

「あんたの持ってる『巨きよ乳にゆう学園２　淫いん乱らん先生と放課後個人授業』よりマシだと思うわよ」

「お嬢ぉ！　なんで俺のエロ本のタイトル知ってるんですか！　勝手にひとの部屋入らないでくださいよ！」

「誰があんたの部屋なんて入るもんですか！　あんたが私に返す本と間違えて渡わたしてきたんでしょ！」

「すいませんでしたぁー！」

「紅茶片手に優ゆう雅がに読書に耽ふけろうとして、本を開いた瞬しゆん間かんドロドロの濡ぬれ場が視界に飛び込んできた私の気持ちにもなってみなさいよ！　返してよ私の四時間半！」

「熟読してる！」

　互たがいに喚わめきあい、ゼェゼェと息を荒あららげること数秒。

　そうしてどちらともなく一息つき、「さて」と小さく交かわしながら本題に戻もどる。今話題にすべきは巨乳学園よりカレリア学園なのだ。

「で、そのゲームだっていうこの世界で、お嬢は悪役をやりたいわけですね」

「そうよ。主人公を追い詰めて、しっぺ返しくらって没ぼつ落らくするの！」

「なんでそこまで全力で後ろ向きに走るんだか……まぁ良いですよ、付き合いますよ」

　はぁ、と溜息をつきつつ、アディが立ち上がる。

　それを見たメアリも続くように腰こしをあげ、決意を改めるように力強く拳こぶしを握にぎりしめた。

「いざ、没落コース！　ラストにギャフンと言うのはこの私よ！」

　頑がん張ばるわ！　と意気込むメアリに、呆れたアディがそれでも応こたえるべく力なく片手を上げた。
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「で、まずは主人公の確かく認にんですか」

　と、アディが小さく声をかければ、彼の下に構えていたメアリが頷うなずいた。

　場所は先さき程ほどの食堂から移動して学生寮りように続く通り道。その曲がり角に、上下に並ぶように身を隠かくして陣取っている。

　今日の学園行事は始業式のみで、ほぼ全すべての生徒が既すでに帰宅している。それは学生寮で暮らす生徒達も同じことで、明日あしたから始まる授業に備えて自室に戻って休んでいるか、既に遊びに出ているかだ。散歩をするにも面おも白しろ味が無く、遊びから帰ってくるにはまだ早い時間。ゆえに、しばらくこの道を通るものはいないだろう。

　今からここを通るであろう、主人公を除いて。

　……あと、曲がり角で陣取る奇き怪かいな二人組を除いて。

「確か、主人公はオープニングのアニメでここを通っていたはず。毎回スキップしてたから覚えてないけど」

「ちゃんと見ましょうよ。製作者が泣きますよ」

「だって毎回同じなんだもの。ってそうじゃなくて、ほら来たわよ！」

　見つからないよう壁かべに身を寄せつつ、慎しん重ちように様子を窺うかがう。

　見ればカレリア学園の制服に身を包んだ一人の少女が、茶色いトランクケースを引っ張りながらゆっくりと歩いてきた。地図を片手にキョロキョロと周囲を窺う様は、まさに右も左も分からない転校生。貴族の通うこの学園の全てが珍めずらしいとでも言いたげにあちこちに視線を向けては、圧あつ倒とうされているのか小さく溜ため息いきをついている。

「あれがそうですか」

「そうよ。彼女が主人公のアリシア」

「そうですか、あの子が……いやなんというか……」

　アディが呆ぼう然ぜんとしながらアリシアに視線を向ける。

　それを聞きながら、メアリは言わんとしていることは分かると頷いて返した。

　可愛かわいいのだ。

　流石は主人公と言えるほど、とにかくアリシアは可愛い。

　胸むな元もとまで伸のびたストレートの金きん髪ぱつは日の光を浴びて美しく輝かがやき、それを手で軽く押さえる姿がまた素そ朴ぼくで愛らしい。金色の髪かみに紫むらさき色いろの瞳ひとみがよく映はえ、これからの学園生活を期待しているのか形の良い唇くちびるが緩ゆるやかな弧こを描えがいている。

　いわゆる美少女というやつだ。もっとも、ゲーム上では『平へい凡ぼんな少女』という設定なのだが、そこは乙女ゲームのお約束というもの。

　とにかくアリシアは可愛らしく、なるほどこれは確かに学園の男子生徒達が惚ほれ込むのも無理はない。
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「えらく可愛い子ですね。おまけに金髪に紫むらさきの……紫の瞳って王族の証あかしじゃないですか！」

「やだ、あんたラストで明かされる事実をオープニングアニメでぶちまけるんじゃないわよ」

「王おう妃ひ様そっくりだし、これで最後まで気付かないってどんだけ節穴なんですか！」

「そんなこと私に言わないで。あ、こっちに来るわ。よし、いっちょ挨あい拶さつしてあげますか！」

　悪役のお出ましよ！　と意気込んでメアリが曲がり角から躍おどり出れば、当然だがアリシアはその登場に驚おどろき「どなたですか？」と目を丸くしつつ恐おそる恐る尋ねた。

　その可愛らしく女の子らしい声こわ色いろ、小さく首を傾かしげる仕草。まさに乙女ゲームの主人公といったアリシアに対し、ここが悪役の腕うでの見せ所だとメアリが意気込む。

　ここでビシッと決めてやるのだ。これから恋れん愛あいイベント満まん載さいの学園生活を送るアリシアに、誰だれが敵かを知らしめてやる必要がある。

「あの、あなたは……この学校の生徒さんですよね？」

「私？　私はメアリ、アルバート家のメアリよ」

「アルバート家の……やだ、私ったら馴なれ馴なれしい口を聞いて、失礼しました！　まさかアルバート家の方だなんて！」

「まぁ貴女あなたとは世界が違ちがうんですもの、わからなくっても仕方ないわね。名乗る前に相手の名前を聞くあたり、生まれの程度が知れるわ」

「あ、すみません！　私アリシアです。今日からカレリア学園に通うことになりました、よろしくお願いします！」

「あら、この私が庶しよ民みんなんかと仲良くなるとお思いで？」

　冗じよう談だんはやめてちょうだい、とメアリが冷ややかに笑う。その仕草と視線はまさに悪役令れい嬢じようそのものだ。そんなメアリに対してアリシアは僅わずかに息を吞のみ、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げると「そうですよね……」と小さく呟つぶやいた。

「そ、そうですよね。すみません、私なんかが気安く声をかけてしまって……あの、せめて教えてほしいんですが……」

「あら、なにかしら？」

「はい、その……学生寮の受け付けが分からなくて……」

　どこに行けば良いいんでしょう、と弱々しく呟くアリシアに、メアリとアディが顔を見合わせた。

「学生寮の受け付けっていうと……アリシアちゃん、こっちとは真逆だよ」

「え!?　そうなんですか？」

「まさかあなた方向音おん痴ちなの？　場所も分からずに歩くなんて、浅はかも良いところよ」

「そんな、知らなかった……建物がいっぱいあってどこに行けば良いのか分からなくて……」

「学生寮関係なら第二校舎だったはずだけど。お嬢じよう、第二校舎って最短でどう行くんでしたっけ」

「目の前にある建物を突つっ切って、その向かいにある校舎を抜ぬけて渡わたり廊ろう下かから行けるわ。でも今日は先生方も早くお帰かえりになるはずだし、急いだところで間に合うかしらね」

「わ、分かりました、急ぎます！　ありがとうございました！」

　慌あわてて頭を下げ、アリシアが踵きびすを返して来た道を戻もどっていく。

　彼女が走るたびに金糸の髪がなびき、ガチャガチャとトランクケースが鳴る。その姿はまさに『ドジな美少女』ではないか。

　確かに記き憶おくを辿たどれば、『ドラ学』の主人公アリシアは『ちょっとドジな女の子』だった。太陽のような笑え顔がおと愛らしさ、庶民生まれの活発さと健けな気げさ、それでいてドジなのだから最も早はや完かん璧ぺきとも言えるだろう。もちろん、作中で彼女のドジな面は欠点ではなく長所として描かれていたのは言うまでもない。

　そんなアリシアが去って行った先を眺ながめながら、ふとメアリが我に返ってアディを見上げて尋たずねた。

「……私、悪役っぽかったかしら」

　と。だがそれに対して返ってきたのは、

「いや、単なる親切な人ですね」

　という無情なものだった。










『ドキドキラブ学園～恋こいする乙女おとめと思い出の王子～』通つう称しよう『ドラ学』において、メアリ・アルバートは王家に次ぐ権けん威いを持つ貴族という設定だった。

　裕ゆう福ふくな貴族の家に生まれ、両親に甘やかされ、年の離はなれた二人の兄にも溺でき愛あいされる。周りは自分に従い、誰も逆らうことは無い。世界の中心は自分だと考えていそうなほどの我が儘まま令れい嬢じよう。

　常に高価なものを身に纏まとい、もちろん制服はオートクチュール。金に物を言わせて何でも自分の思い通りに支配し、まさにやりたい放題である。ことあるごとに庶民の出である主人公を貧相だとバカにし、行く先々で財力の違いを見せつけていた。まさに典型的な『嫌いやな金持ち』で、メアリの財力自じ慢まんは定番イベントとまで言われていたほどだ。

「へぇ、ゲームのお嬢は高価なものばっか持ってたってことですか」

「そうよ。何かっていうと自慢して、あの子の私物に対して『あらやだ、なんだか庶民臭くさくありません？』なんて言い放ってたわ」

「そりゃまた典型的な……」

　呆あきれてものも言えないのか、言葉を濁にごすアディにメアリが同意だと頷うなずく。同じ貴族、ましてや共に同じメアリ・アルバートでありながら、こちらのメアリはそういった手合いの人間が苦手でさえあった。

　だが悲しいかな、現状この世界の貴族の殆ほとんどがプライドが高く見み栄えっ張りである。とりわけ王家に次ぐ権力のアルバート家の娘むすめとして生きてきたメアリにとって、親の財産を我が物顔で語る者達と話す機会は多い。

　やれ何台目の馬車を買って貰もらった、誕生日に別べつ荘そうを建てただの。好きな食べ物はフォアグラとキャビアで、一流のシェフをわざわざ家まで呼んでパーティーがどうのこうの……。きっとゲームのメアリならばその自慢に同調、それどころか「私の方が！」と高飛車に財力を自慢していただろう。アルバート家の娘なのだ、たとえ相手がどれだけ由ゆい緒しよ正ただしき貴族相手だろうが所しよ詮せんは格下に過ぎず、自慢の聞き役でしかない。

　だが実際のメアリにそういったプライドはなく、目の前で繰くり広げられる自慢合戦をいつも冷ややかに眺めていた。馬車なんて一台あれば十分だし、年に数日どころか飽あきたら訪おとずれもしなくなる別荘に果たして意味があるのかどうか……。自分専用のシェフに至っては、美味おいしいものを作る人を縛しばり付けるなんて非道も良い所だとさえ思っていた。

「でも、これからは悪役として自慢しなきゃいけないのよね」

「そういや、お嬢はそういった自慢をしないですね。高価な物を買い漁あさるわけでもないし、お抱かかえシェフもこれといって居ないし。なんでですか？」

「なんでって言われても。一応、欲しいものは買ってるし、食べたいものだって食べてるわよ」

「ちなみに、今一番欲しいものは？」

「誰かさんの解かい雇こ状」

「……た、食べたいものは？」

「解雇状がなかなか手に入らなくてねぇ、というか手に入るんだけど決まって書いてる最中にどっかにいっちゃうのよ。ねぇアディ、あなた書きかけの解雇状が無くなっちゃうことに関して何か知らない？」

「いいえ、まったく、微み塵じんもこれっぽっちも分かりません。きっとお嬢の部屋には小人が住んでいて、解雇状を盗ぬすんでしまうんですよ」

「予想以上に夢あふれる回答が返ってきたわ」

「それで、俺じゃない誰かさんの、俺にはまったく関係ない解雇状はさておき、今一番食べたい物は？」

　コホンとわざとらしく咳せき払ばらいをして話を無む理り矢や理りもどすアディに、メアリが「食べ物……」と呟いて、パッと表情を明るくさせた。

「コロッケ！」

「お嬢、その感覚で他所よその御ご子し息そく様達に自慢しないでくださいね」

　はぁ……と盛大に溜ため息いきをつきつつ、アディが手元のメニューに視線を向けた。




　ちなみに、現在地は食堂。ちょうど昼時とあってか、かなりの賑にぎわいを見せている。

　そんな中、メアリとアディはランチメニューの一覧を眺めつつ、配はい膳ぜんの列に並んでいた。『ドラ学』のメアリであれば横入りか、もしくは自分は席に座ってアディに「早くしなさいよ！」とでも言っていそうなものだが、あいにくメアリにそんな目立つ真似まねをする気はない。

　それどころか、次し第だいに混雑する食堂を見回して「先に席を取っておけば良かったわね」と暢のん気きに言っているほどなのだ。『ドラ学』と違い、メアリには席を取っておいてくれる取り巻きも、ましてや権力を恐れて席を譲ゆずってくれる者もいない。

「それにしても、改めて考えるとバカみたいに高いわよね、ここの食堂って」

「そりゃ貴族が通う学校ですし」

「フォアグラだのキャビアだの、よく学生如ごときに食べさせる気になるわね」

　呆れたように溜息をつき、メアリがメニューを眺める。

　確かにメアリの言う通り、カレリア学園の食堂はどのメニューもやたらと高く、デザートでさえ一いつ般ぱん家庭の一日の食費を遥はるかに上回るのだ。内容もそれ相応に豪ごう華かで、一流レストランをそのまま移設したかのような品しな揃ぞろえ。そのうえ各界から引き抜かれたシェフ達が目の前で料理してくれるのだから、もはや食堂の域を超こえている。

　だがその反面やたらと客の捌さばきは悪く、今こうやって並ぶ羽目になっているのも事実。一品一品手間をかけて提供しているのだから当然と言えば当然だろう。まさに非効率なシステムではあるが、これもまた貴族ゆえである。「早い・安い・うまい」が有り難がたがられるのは庶しよ民みんの世界だけなのだ。財さい布ふにも時間にも余よ裕ゆうのある者は「ゆっくり・高くて・うまい・価値のある」食事を選ぶ。

「相変わらず遅おそいわねこの食堂。作り置きぐらいすればいいのに」

「お嬢、また貴族らしからぬことを……美味しいものが食べられるんですから、大人しく待ちましょうよ」

「あのね、私はメアリ・アルバートなのよ？　食堂のメニューなんて、家でいつだって食べられるの。アディが食堂に来たがらなきゃ、誰だれがこんな騒そう々ぞうしいところに来るもんですか」

「そりゃ、ここにでも来なきゃ俺はこんな高い飯食えませんからね」

　嬉うれしそうにトレーを用意するアディに、メアリが溜息をついた。いったいどこの世界に、従者に付き合って食堂の列に並ぶ令れい嬢じようがいるのか……いや、ここに居るのだけれど。

　そんなことを考えていると、何かに気付いたのかアディがメアリの肩かたを叩たたいた。

「お嬢じよう、あそこ見てください。あれ、アリシアちゃんじゃないですか？」

「え、どこ!?」

　アディが指さす先を見れば、確かにアリシアの姿がある。

　食堂の隅すみに身を隠かくすように座り、不安そうに周囲を窺うかがっている。手元にある小さな鞄かばんには弁当が入っているのだろう。その隣となりには一品料理が置かれているが、どちらも手を付けている様子は無い。

　それを見たメアリがニヤリと口角をあげた。

「アディ、これはチャンスよ」

「チャンス？」

「ゲーム通りなら、あの子はお金が無くてお弁当を持ってきてるはず。そこに現れるのが……」

「なるほど、悪役令嬢メアリ様の食事自慢ってことですか」

「そういうこと。豪華な食事を見せつけ、貧相なお弁当を嘲あざ笑わらうの。さぁ行くわよアディ、貴族と庶民の格の違ちがいを見せつけてあげるわ！　この、産地直送　海鮮丼で！」

「……」

「…………」

「お嬢、それは無いです」

「あ、やっぱり？」

　海かい鮮せん丼どんは駄だ目めだったか……とメアリが持っていた食事チケットに視線を落とす。

　太字で書かれた『産地直送　海鮮丼』の文字は食しよく欲よくをそそるが、確かに令嬢の食事自慢には些いささか不向きである。いや、美味しいのは確かなのだが、そもそも異国の料理である海鮮丼をアリシアが知っているか定さだかではなく、知っていても羨うらやましがるかは微び妙みようなところである。

　普ふ段だんからメアリが食べているのを見ているアディでさえも「よくそんなもの食べられますね」と本人を前に言ってくるのだ。冷ややかなその視線に、ならば互たがいに譲じよう歩ほしあって分かり合おうと海鮮をパンに載のせて食べたこともあった。その結果、アディの海鮮丼嫌ぎらいが増したのだが。

　それを思い出し、海鮮丼で食事自慢は厳しいかしら……と悩なやむメアリを見み兼かねたのか、アディが彼女の手からチケットを抜ぬき取ると、代わりに自分が持っていたものを手て渡わたした。

「アディ？」

「急に海鮮丼が食べたくなったんです。お嬢、交こう換かんしてください」

「貴方あなた、生の魚を食べる人の気が知れないっていつも言っていたじゃない。米なんて邪じや道どうだって……食べてる私を目の前にして。というか、食べてる私の目をジッと見つめながら」

「陰かげ口ぐちは叩かない主義ですから」

「本人目の前にすりゃ良いってものじゃないのよ。それは置いといて、本当に交換していいの？」

　食べられる？　と首を傾かしげて尋たずねるメアリに、アディが交換したてのチケットを見つめ「だ、大だい丈じよう夫ぶです」と若じやつ干かん戸と惑まどいつつ答えると、返事も聞かずにさっさと歩き出してしまった。彼の表情を見るに到とう底てい大丈夫とは思えないが、その強ごう引いんな気き遣づかいに思わずメアリが笑えみをこぼす。

　まったくどうして不器用な従者ではないか。だがそれを指し摘てきすれば、きっと「主人に合わせてるんです」とでも言い返すのだろう。

「そういうことなら仕方ないわね。渋しぶ々しぶ食べてあげるわ、この……」

　と、メアリが交換したチケットに視線を落とす。

　先さき程ほどの海鮮丼同様、太文字で書かれているのは、




『仔こ羊ひつじのフィレステーキ　フォアグラ添ぞえ』




「……アディ、貴方食費がアルバうート家ち持ちなのを良いことに贅ぜい沢たく三ざん昧まいしてるわね」

「旦だん那な様には感謝してもしきれません」

「まぁいいわ、とにかく今日はこれでアリシアに格の違いを見せつけてあげる」

　トレーに食事を受けとり、意い気き揚よう々ようとメアリが食堂内を進んでいく。

　転校生かつ庶民出身という異質さゆえかアリシアの周りには誰も居おらず、まるで故意に孤こ立りつさせるかのように彼女の座る一角だけ席が空けられていた。「庶民の隣で食事をとりたくない」という貴族ゆえの考えなのだろうか。それでも気にはなるのか誰もがチラチラとアリシアに視線を向け、一部は声を潜ひそめてなにやら話している。

　勿もち論ろんその空気は当の本人も気付いているわけで、申し訳なさそうに身を小さくするアリシアの姿は哀あわれみさえ誘さそう。身分の違いゆえ同じような居た堪たまれなさを感じたことのあるアディとしては、彼女の辛つらさは他人ひと事ごとではない。対してメアリはそんな空気も物ともせず、真っ直すぐにアリシアのもとへ向かうと当然と言いたげに堂々とその隣に腰こしを下ろした。

　おまけに、

「隣、座ってもよろしくて？」

　という──本人にとっては──威い嚇かくの一言付き。




　これにはアリシアもアディも目を丸くするしかなく、アリシアは「……どうぞ」と椅い子すを引き、アディは呆ぼう然ぜんとしつつメアリの前の席に座った。

「あら、貴女あなたお弁当を持ってきているのね。そちらの料理は、どうして食べないのかしら？」

　チラとアリシアの弁当と一品料理を一いち瞥べつしたメアリが、わざとらしく尋ねる。それに対してアリシアは恥はずかしそうに俯うつむくと、ポツリと小さく「分からないんです」と呟つぶやいた。

「私、今までちゃんとしたテーブルマナーなんて習ったことがなくて……だから失敗するのが怖こわくて」

　頼たのんだは良いが食べ方が分からず、隠れるように隅に座っている。そう語るアリシアからはゲームのような明るさは微み塵じんも感じられない。

　だが確かに、流石さすがは貴族の通う学園だけあり、この食堂で食事をする誰もがみな完かん璧ぺきなテーブルマナーを身に付けている。学生らしく楽しげにお喋しやべりをしながら食事をする女子生徒も、その手付きはまさに優ゆう雅がの一言。

　この学園においてテーブルマナーは習うものではなく、出来て当然なのだ。ゆえにアリシアは教わることも出来ず、美しく磨みがかれた銀食器を前に自分がいかに場ば違ちがいかを自覚させられていた。

「ふぅん、まぁ庶民の貴女にはテーブルマナーなんて縁えんが無かったんですものね」

　嫌いやみたっぷりに言い切り、メアリがナイフとフォークを手に取る。

　そうしてゆっくりとステーキを切って口に運ぶその仕草は、誰が見ても完璧な所作である。それも当然、メアリはアルバート家の令嬢、テーブルマナーなど最も早はや意識するまでもないのだ。

　そんなメアリの優雅な所作に見み惚とれていたアリシアが、はたと気が付くと慌あわてて一品料理と銀食器を手元に寄せた。そうしてチラチラと横目でメアリを見つつ、ぎこちない手付きでナイフとフォークを料理へと向ける。メアリを真似まねて一口大に切り、口に運ぶと嬉しそうにほころぶその表情といったらない。

（……お嬢じよう、悪役どころか、良いお手本になってます）

　二人の前に座ったアディがそんなことを思いつつ海鮮丼を口に含ふくんだ。実際に声に出さなかったのは、勿論ここまで頑がん張ばっているメアリの失態を指摘してやるのが従者として申し訳ないからだ。……あとやっぱり生魚も米も受け付けられず、口の中に広がる生なま臭ぐささと言いようのない食感を消すため水を飲むのに必死だったからである。










「忘れがちだけど、『ドラ学』は乙女おとめゲームなのよね。つまり恋れん愛あいしてなんぼってわけ」

「そういや、乙女ゲームってのはそういうもんだって話してましたね」

「選より取り見取り状態のかっこいい男性と恋こいに落ち、チヤホヤしてもらい時には恋愛のドキドキもある……それが乙女ゲームよ」

「へぇ、そりゃまたお嬢の前世ってやつには面おも白しろいもんがあるんですねぇ。驚おどろきだなぁ」

　乙女ゲームの説明をするメアリに、彼女の向かいで本を読んでいたアディがうんうんと頷うなずいて返す……が、視線は本に落としたままである。そのうえ返事は全すべて棒読み。この従者、ついには主人に顔を向けずに生返事である。

　ちなみに二人の現在地は学園内の図書館。利用者が誰だれも居おらず図書委員が用事で席を外している今は、悪わる巧だくみをするにはもってこいである。

「メアリ・アルバートはそんな乙女ゲームに出てくるライバルキャラ。ことごとく主人公の恋愛を邪じや魔まするのよ。というわけでアリシアの恋愛を邪魔してみようと思うの。アディ、どう思う？」

「そいつは良いんじゃないですかねぇ」

「……いいかげん本を閉じないとお父様に言いつけるわよ」

「さぁお嬢、頑張りましょう！　まずは何をしますか!!」

「ねぇ、貴方の中のヒエラルキーおかしくない!?　私とお父様の差が激しすぎない!?」

　これでも私アルバート家の令れい嬢じようよ！　と声を荒あららげるメアリに、アディが笑って誤ご魔ま化かす。

「それでお嬢、アリシアちゃんの恋愛を邪魔するってどういうことですか？」

「さらっと流したわね……。まぁ良いわ、とにかく今はアリシアの恋愛よ、あの子いつの間にかフラグ立ててるんだから」




　現在、アリシアが親しくしている異性は三人。

　その中でもとりわけ親しく接しているのが、歴史の長いカレリア学園の中でも過去最高の優等生と謳うたわれる生徒会長のパトリック・ダイスである。

　文武両道・眉び目もく秀しゆう麗れい、おまけに歴史ある貴族の家いえ柄がらといういかにも乙女ゲームに居そうなハイスペックの持ち主。藍あい色いろの髪かみに同色の瞳ひとみという、見た目もまさにな王子様である。

『ドラ学』での攻こう略りやく難易度が高く、初期好感度はキャラクターの中で誰よりも低い。庶しよ民みんの出である主人公に対し、出会い頭がしらに「気安く話しかけるな」とまで言ってのけるのだ。だがそんなクールを通り越こしツンドラ氷河期な態度が女性プレイヤーのハートに火を点つけ、『ドラ学』の中で誰よりも人気のあるキャラクターだった。グッズも彼の品物が一番売れ行きが良い、と聞いた覚えがある。

　実際のパトリックもまた同様に、やたらと見目の良い男達が集つどう生徒会の中でも一番の人気を誇ほこる。それどころか彼の人気は学園に留とどまらず、年とし頃ごろの令嬢であれば誰もが一度はパトリックに恋こい焦こがれると言っても過言ではないほどだ。




　そんな生徒会長と、生徒会の書記と物理教師。この三人が今のところアリシアが親しくしているキャラクターである。

　といってもパトリック以外はゲームでは初期好感度が高く、どんなに低いステータスでも親しげに接してくる。実際の彼等も同様に、誰にでも分け隔へだてなく優やさしい性格をしている。大方、好こう奇き心しん旺おう盛せいな書記は庶民のアリシアに対し興味を抱いだき、親切な物理教師は身分の違ちがいに悩なやむアリシアを見み兼かねて、それぞれ生活の助けを買って出たのだろう。

　今のアリシアの成長具合からすれば、まずまずの進み具合といったところだろうか。

　付き合い方も友人以上恋愛未満といったところで、別段誰かのルートに突とつ入にゆうした気配はない。ここから新たな攻略対象キャラクターと親しくなることも出来るし、必要ステータスを上げて特定のルートに進むことも出来る。まだ分ぶん岐き点は先のようだ。

「褒ほめるほどでもないけど、順調ではあるわね。今のまま進むならまず問題ないでしょ」

　至って順調、とアリシアの成長具合と恋愛事情を語るメアリに、アディが感心したように頷いた。

「さすがお嬢、しかしよくそこまでアリシアちゃんのこと調べましたね」

「……あの子、最近やたらと私に話しかけてくるのよ。嬉うれしそうに色々と語ってくれるわ」

　どういうことかしら……と視線を逸そらしながら呟くメアリに、アディが答えられないと顔を背そむけた。「どう考えても友達だと思われています」とは、流石さすがのアディも口には出来ない。もっとも、メアリも薄うす々うすと感付いてはいるのだが、没ぼつ落らくコースを目指している以上、認めてしまえば心が折れかねないのだ。

「と、とにかく！　アリシアが三人と親しくしてると知ったからには、邪魔をしないわけにはいかないわ！」

『ドラ学』でも悪役令嬢メアリは事あるごとに主人公アリシアの恋愛を邪魔していた。

　わざとアリシアの前で攻略対象者と親しげにしたり、自分こそがお似合いなのだと家いえ柄がら含ふくめて自じ慢まんをする。

　アルバート家主しゆ催さいのパーティーが開かれた際には、わざわざ好感度が一番高い相手をエスコートに選ぶほどである。それどころか、ルートによっては攻略対象者と婚こん約やくまでしてしまうのだ。もちろん攻略対象者がアリシアを好いていると知っていて、というより知っているからこそ。まさに形なり振ふり構かまわず邪魔をしてくる。

　もっとも最終的にはそれらも含めて糾きゆう弾だんされるわけで、となると没落を目指すメアリがそれを真似しないわけがない。

「今日あの子アリシアは市街地に遊びに行くって言ってたわ。なんでも、転校してくる時にお世話になった人に挨あい拶さつをするんだとか」

「それもまた本人から聞いたんですか？」

「……聞くどころか、一いつ緒しよに行かないかと誘さそわれたわ」

「うわぁ……」

「やめてよ引かないでよ泣きたくなるでしょ！　今はとにかく妨ぼう害がいよ！　確かゲームの中で市街地で起こるイベントがあったはず」

　何だったかしら、とメアリが記き憶おくを引っくり返す。

　確か市街地で見られる一枚絵スチルが何枚かあり、その中にメアリが関係していたものがあったはずだ。記憶の限りでは相手は生徒会長パトリック。絵の中で彼はメアリと馬車に乗っていて……。

「思い出した！　私とパトリックが馬車に乗ってるのを、たまたま主人公アリシアが見つけるのよ！」

　ゲームの中でも、今と同じように主人公アリシアは市街地へ向かう。

　その途と中ちゆう、メアリとパトリックを乗せた馬車が彼女の横を走り抜ぬけるのだ。身を寄せ親しげに話す二人の姿にアリシアは傷つき、もしや二人は付き合っているのでは……と勘かん違ちがいまでしてしまう。

　といっても、パトリックのルートを進めればそれが単なる思い過ごしであることが判明する。メアリがアリシアに見せつけようと画策し、半ば脅おどすように彼を馬車に誘い込んだだけなのだ。詳くわしくは語られていないが、大方ゲームのメアリは家柄を盾たてにパトリックに迫せまったのだろう。「貴方あなたと私の家、どちらが大きいか分かってらっしゃる？」とでも言えば、彼は黙だまって頷くしかないのだ。

「なるほど、確かにそれは妨害になりますね」

「でしょ。そういうわけだから、パトリックを誘って市街地まで行くわよ！」

　幸い、メアリとパトリックは顔見知りである。互たがいに名門貴族の生まれであり、学園で出会うより先に社交界で挨拶を交かわしているのだ。

　それどころか、パーティーがあればエスコートを頼たのむ関係ですらあった。代々アルバート家とダイス家は親しくしており、互いの家柄を考えればそういった関係になってもおかしくはない。おまけに、メアリもパトリックも誰もが羨うらやむ美び貌ぼうの持ち主なのだ。

「パトリックとの付き合いは長いし、『少し話がしたいの、馬車で送っていくわ』くらい言えば付いてきてくれるでしょ」

「……馬車で、ですか。ところでお嬢」

「なぁに？」

「俺ら、自転車ちやり通学つうですよ」

　……。

　元より静かな図書室に、耳鳴りがしそうなほど冷ややかな静けさが漂ただよう。

「そうだったわ……！」

　ガクン、とメアリが膝ひざから崩くずれ落ちた。

　床ゆかに膝をつくなど貴族の令嬢らしからぬ体勢ではあるが、絶望感がヒシヒシと伝わってくる。

「誰だれよ、王家に次ぐ貴族の娘むすめに自転車ちやり通学つうなんて強しいるのは……」

「言っちゃあなんですが、お嬢ご自身です」

「だって馬車だと大通り通らなきゃいけなくて五十分もかかるのよ？　自転車なら小道抜けて十五分なのに！　とんだタイムロスよ！」

「まぁ確かに、ここいらは馬車が通り抜けられない細い道が多いですからね」

「非効率、ナンセンスよ！」

　喚わめきながら訴うつたえるメアリに、アディが溜ため息いきをつきつつも同感だと頷うなずいた。

　アルバート家の豪ごう邸ていからやたらと大きな馬車で学園まで行くとすると、その途中にある小道の入り組んだエリアを大きく迂う回かいする必要がある。おまけに、学園の正門前は生徒達の送そう迎げいで溢あふれかえっており、乗り降りするのにやたらと時間がかかるのだ。

　対して、自転車ならばアルバート家の裏手にある使用人用駐ちゆう輪りん場じようから裏門を出て小道をかっとばし、学園の中庭に自転車を停とめるだけである。所要時間は約十五分。どちらが効率的かと問われれば、断然後者である。

　だがあくまで自転車は庶しよ民みんの乗るものだ。貧相な庶民は小回りの利きく自転車で忙せわしなく動き回り、裕ゆう福ふくな貴族は馬車でまったりと……が常である。貴族の令嬢が自分で自転車を漕こぐなどもっての外。

「しくったわ。悪役令嬢メアリはどんなに効率的でも自転車になんか乗らないのよね……」

「お嬢、自転車ちやり通学つう三年目にして言いますが、普ふ通つうの令嬢も自転車に乗りませんからね」

「なるほど、だからうちの学園に駐輪場が無いのね。今この瞬しゆん間かんようやく納なつ得とくしたわ」

「で、パトリック様はどうします？　俺、アルバート家に戻もどって馬車の手配をしましょうか？」

「…………いいえ、このまま誘うわ！」

「誘うんですか!?　自転車ですよ!?」

「乗せるわ!!」

　たとえ拒きよ否ひされるのが分かりきっていても、敵前逃とう亡ぼうだけは許されない！　そう訴えるメアリに、アディが呆あきれたように出かけた言葉を飲み込んだ。

　相手はあの生徒会長パトリックなのだ。馬車ならまだしも、庶民の乗り物である自転車になんて乗るわけがない。つまりメアリは玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで挑いどむわけで、ならばここは何も言わずに骨を拾ってやろう……と、そうアディが心の中でメアリの墓標を立てていると、カツカツと足早に廊下を歩く音が聞こえてきた。







　で、あれこれあってしばらく。

「……まさか本当に乗るなんて」

　と、自転車を漕こいでいたアディがポツリと漏もらした。

　その後ろにはカレリア学園生徒会長のパトリック。藍あい色いろの髪かみを風になびかせ、自転車の荷台に座るその姿にすら気品を感じさせる。

　ちなみに何故なぜこんなことになったかと言えば、遡さかのぼること数分前。

　玉砕覚悟でメアリがパトリックを誘ったところまさかのオーケーを貰もらい、揃そろって目を丸くしているうちに気付けば学園内の中庭。別名、駐輪場。その隅すみに停めてある二台の自転車をやたらと興味深そうに眺ながめるパトリックを横目に、ようやく我に返ったメアリとアディはどうしたものかと悩なやんだのだ。

　本来の目的を思い出せば、ここはパトリックとメアリが二人乗りをするべきだ。例え本来のゲームのような金持ちぶりは発揮できなくとも、仲なか睦むつまじく下校する姿を見ればアリシアも傷つくはず。

　だが貴族の生まれであるパトリックは当然だが自転車に乗ったことが無い。メアリも、流石さすがにパトリックを乗せて漕ぐことは不可能。となれば当然、メアリの従者であるアディがパトリックを乗せて自転車を漕ぐことになるのだが、果たしてこれが正解なのかどうか……。

　いや、そもそもの自転車通学が間ま違ちがいと言われればそれまでなのだが。

「ところで、パトリック様を自転車にお乗せするなんて、もしかして俺って今とんでもないことしてるんじゃ……ダイス家から訴えられたらどうしよ……」

「気にするな。俺が言ったんだ。それに自転車には一度乗ってみたいと思っていた」

「え、それは意外ですね。自転車に興味がおありだったんですか？」

「あぁ、風が気持ちいいと以前にアリシア……いや、とある人物が話していてな」

「とある人物ですか」

　わざとらしくコホンと咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かすパトリックに、アディが察して聞こえなかったふりをした。

　隣となりで並走しながらそのやりとりを聞いていたメアリも同様、何事も無かったかのように風を受けて自転車を漕いでいたが、内心ではパトリックの変化に驚おどろきアリシアに賛辞さえ送っていた。

　この生徒会長が庶民の乗り物に興味を示しているのだ、どうやらメアリが予想していた以上に──そしてきっと、純じゆん粋すいで少し鈍どん感かんなアリシア本人も思っていないほどに──パトリックのなかでアリシアが大きな存在になっているらしい。

『ドラ学』はプレイヤーがアリシアとなり学園生活を送るシステムである。あくまで心情が分かるのはアリシアのみで、相手からどう思われているかは作中の会話と、あとは好感度と言う数値でしか分からないが、どうやらゲームで受ける印象以上にパトリックはアリシアにベタ惚ぼれなようだ。冷静沈ちん着ちやく、愛の言葉を囁ささやく時でさえクールなゲーム上の彼とは思えないそのあからさまな誤魔化しに、なるほどこれは案外に面おも白しろいとメアリが僅わずかに口角を上げた。







　そうしてふと前方を見れば、道の先に見覚えのある後ろ姿が見えた。

　金糸の緩ゆるやかな髪を風に揺ゆらし、スラリとした手足を潑はつ溂らつと動かして歩く少女。貴族の証あかしでもあるカレリア学園の制服を身に纏まとい、それでも不用心に一人で外を歩くその姿は間違いなくアリシアだ。他ほかのカレリア学園の生徒が徒歩で下校などするわけがなく、迎むかえも護衛もなしに一人で出歩くわけもない。……自転車通学ならいるが。

　そんなカレリア学園らしからぬアリシアの後ろ姿に、メアリがいよいよだとハンドルを握にぎる手に力を入れた。ゲームのイベント通り、このままアリシアの横を通り抜ぬけるのだ。彼女はメアリ達を見つけ、その仲睦まじい姿に傷つき、そして勘かん違ちがいをしてパトリックから距きよ離りを置いてしまう。

　上手うまくいくはず。

　……上手く、いくはず。

　…………上手くいくかなぁ。

　本来のゲームとは微び妙みようにシチュエーションが変わった現状に、思わず不安を感じてしまう。

　ゲームの通りであれば今はアルバート家の馬車の中で、メアリとパトリックが身を寄せ合い親しげに座っているのだ。その光景からアリシアが要らぬ誤解をしてしまう、というのは理解できる。

　だが今はどうだ。パトリックはアディと二人乗り、メアリは一人で自転車を漕いでいる。
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　ゲーム通りアリシアが「なんて仲が良さそうなの、もしかして二人は……」という勘違いをするのであれば、この場合だとメアリとパトリックではなく……。

「やめよう、それ以上考えては駄だ目めよメアリ……自分を信じなくちゃ」

　浮うかび上がった絵え面づらに寒気すら感じ、フルフルと首を横に振ふりながらメアリが自分をなだめる。

　ここで自信を無くしてどうする。既すでに計画は動き出しているし、一度決めたからには貫つらぬくのがアルバート家の令れい嬢じようというものだ。そう、きっと上手くいくはず。この光景に、きっとアリシアは勘違いをしてくれるはず。

　……まぁ、その勘違いが多少違ちがったとしても良しとしよう。

　要はアリシアとパトリックの仲を邪じや魔ま出来ればいいのであって、アディが巻き込まれたとしても仕方ない。彼は尊い犠ぎ牲せいになるのだ。

　そんなことをメアリが考えつつ、まさにアリシアの隣を走り抜けようとし……。

「あら、パトリック様」

「アリシアか。悪いアディ、止まってくれ」

「はい！」

　キィ！　と軽快な音を立てて止まった自転車に、思わずメアリも倣ならってブレーキを握りしめた。




「ごきげんよう皆みな様さま」

　ペコリとアリシアが頭を下げる。

　その挨あい拶さつはどことなく不慣れでぎこちなさを感じさせるが、アリシアの身の上と彼女の性格を知っていれば微笑ほほえましくも見えるだろう。

　現に、普ふ段だんであればぎこちない挨拶をしてきた者に対し「それでもカレリア学園の生徒か」と叱しつ咤たでもしかねないパトリックが、アリシアに対してはただ頷うなずいて返している。それどころか彼女に注がれる視線はどこか優やさしげで、冷静沈着かつ無表情がデフォルトとさえ言われる彼が今だけは柔やわらかく見える。

　対してアリシアはそんなパトリックの視線には気付かず、不思議そうに三人を見るとクイと小首を傾かしげた。

「皆さん自転車に乗って、今日はどうされたんですか？」

　アリシアが疑問に思うのも無理はあるまい。なにせ、貴族ばかりが通うカレリア学園の中でもとりわけ名門貴族の二人が庶しよ民みんの乗り物に乗っているのだ。

　そんなアリシアの疑問に対し、パトリックはコホンと軽く咳払いした後、まるでこの場を任せるとでも言いたげにメアリに視線を向けた。どうやら「アリシアの話を聞いて自転車に興味を持った」とは言えないらしい。

　分かりやすいパトリックの態度に、メアリが僅かに笑えみをこぼした。ゲームでの彼は好感度が上がるや砂糖を吐はきそうな甘ったるい台詞せりふを吐いて女性プレイヤーを魅み了りようしたものだが、今のこの甘さとプライドの合間を彷徨さまよっている姿もこれはこれで魅み力りよく的ではないか。

　だが今はそんなことを考えている場合ではない。

　なのでメアリは適当に「運動になると思いましたの」とでっち上げ優ゆう雅がに笑いつつ、アリシア達から後あと退ずさった。

「おほほ、ちょっと私アディと話がありますの」と、こんな感じで従者の腕うでを引っ張りつつ、彼女達から距離を取る。気分は仲人なこうどの「後はお若い二人で」状態だ。




　そうして二人には声が届かない程度に離はなれると、気まずそうに他所よそを向くアディの足を踏ふんづけた。

「いやぁ、あの二人お似合いですねぇ……ねぇお嬢じよう、俺の足を踏んでないで、あの二人をご覧なさいな」

「聞きたいことは一つ。なぜ止めた。私の計画を知っていて、なぜ自転車を止めたの」

「ははは、お嬢ほら見てくださいパトリック様ってば照れていらっしゃいますよ。まぁアリシアちゃんは素そ朴ぼくで可愛かわいいし、今までいなかったタイプなんでしょうねぇ」

「……私達いっぺん話し合う必要があるようね。お父様を交えて」

「すいませんでした。いくらお嬢の計画があっても、パトリック様の命令には逆らえませんでした！」

　申し訳ありませんでした！　と勢いよく頭を下げるアディに、メアリが眩暈めまいを覚えつつ額を押さえた。

　確かに、従者の家系であるアディが名門貴族のパトリックの命令を無視できるわけがない。それは分かる。が、その前提にメアリの命令があるのだが、彼の中でそれはどうなっているのだろう。

　あと、やはり彼の中のヒエラルキーがおかしいことになっている気がする。そりゃアルバート家の当主であるメアリの父親が最上位に位置するのは当然だが、その娘むすめがパトリックよりも下に位置されている気がする……。

　と、そんな疑ぎ惑わくの視線をメアリが向けると、流石さすがにこれは不味まずいと思ったのかアディが誤ご魔ま化かすように笑った。

「ほらお嬢、機嫌直して戻もどりましょうよ」

　ね、とアディが笑いかける。

　ぎこちないその笑みはご機嫌取りなのが明らかで、メアリが怒おこる気力も失うせたと溜ため息いきをついて「まぁ良いわ」と話を終えた。

　そうして、パトリックとアリシアのもとへと戻っていく。ここでアディを問い詰つめ、主人として彼を叱咤し、場合によっては処しよ罰ばつを……としないところがアディの態度を後押ししているような気もするのだが、今はそれを気にしている場合ではない。……と、こうやって後回しにし続けているから今に至る気もするのだが。

「お待たせして申し訳ありません」

　ニッコリと微笑み、メアリがパトリックとアリシアに話しかける。

　どうやら会話が随ずい分ぶんと弾はずんでいたらしく、声をかけられるまで気付いていなかった二人はメアリの登場にはたと我に返ったようで、アリシアは嬉うれしそうに、パトリックはどこか恥はずかしそうにメアリに視線を向けた。

「ではパトリック様、参りましょうか。ごきげんようアリシアさん、また明日あした、学園で」

「あぁ、その件なんだが……」

　アリシアに別れの挨拶を告げたメアリに、パトリックが待ったをかけた。それに対して勿もち論ろんだがメアリが目を丸くするわけで、いったいどうしたのかと視線で問えば、パトリックがコホンと一度咳せき払ばらいをした。







　で、どうなったかと言えば、こうなった。

「やはり自分で漕こぐとまた違った感覚だな。これは確かに良い運動になる」

「凄すごいですパトリック様、一度で乗れるようになるなんて。それも、私を乗せて！」

「そうはしゃぐな、乗馬に比べれば楽なものだ」

　楽しそうに風を受け走る二人を横目に、メアリが盛大に溜息をつく。

　ついでに八つ当たりでアディの腰こしを肘ひじで小こ突づけば、「うぐ……」という声が聞こえグラリと自転車が揺ゆれた。

「試合にも負けて勝負にも負けて、おまけに賭かけにも負けた気分だわ」

「お気持ちは分かりますが。お嬢、大人しく摑つかまっててください」

　はぁ……と溜息をつきつつ、メアリが言われたとおりアディの腰に腕を回す。

　ちなみに、今のメアリはアディが漕ぐ自転車の後ろに座っている。いわゆる二人乗りと言うやつだ。

　その隣となりではパトリックとアリシアが二人乗りで並走しているわけで、傍はた目めから見れば貴族らしからぬ、それでいて若者らしい光景に映ることだろう。現にパトリックとアリシアは楽しそうで、それでいて時に自転車が揺れるとアリシアがパトリックに抱だき付いて二人とも顔を赤くさせ……と、観みていて甘あま酸ずっぱさすら感じられる。

　それに対してメアリとアディはと言えば、メアリは死んだ魚のような瞳ひとみで負け台詞を呟つぶやき、アディは背後から漂ただよう負のオーラに引きつった笑みを浮うかべていた。

　パッと見はどちらも仲なか睦むつまじい男女ではあるが、よくよく見ると二台の差は天と地である。自転車が段差を乗り上げ揺れるたびアリシアが「きゃっ」と可愛い声を上げてパトリックに抱き付けば、その隣ではメアリが揺れに乗じてアディの腰に軽い肘鉄を入れて呻うめき声をあげさせていた。

「お嬢、大人しくしていてくださいって。八つ当たりとは言え、貴女あなたを自転車に乗せて落としでもしたら旦だん那な様に申し訳なくて、合わせる顔がありません」

「その状じよう況きよう、落ちてる私には申し訳なくはないのかしら」

「だってお嬢の八つ当たりですか……痛い！　だから大人しくしてください、落としますよ！」

「落とされるときは貴方あなたも巻き込むわ！　死なばもろとも、二人で病室でお父様に会うのよ」

「なにその状況、いっそ殺してください」

　と、爽さわやかなカップルと並走しつつ、長閑のどかな町並みに陰いん鬱うつとした空気を振ふりまいていた。







　それでもしばらく走ると目的地の市街地に着き、どちらともなく自転車を止めた。

「送っていただきありがとうございました、パトリック様。メアリ様もアディさんも、ありがとうございました」

　深々と頭を下げるアリシアに、メアリが「気になさらないで」と微笑ほほえんで返した。

　心地ここちよい風に吹ふかれ、流れ行く町並みを眺ながめ、幾いく度どかアディの腰を小突き、時に父親を盾たてに彼を脅おどし、本気で落ちかけて慌あわててアディに抱き付いて、そうしたら更さらに自転車が揺れ……と、なんだかんだ文句を言いつつ騒さわがしく二人乗りを続け、そうして敗北を受け入れたその笑みは傍目から見れば気品すら感じさせるだろう。……よく見れば、いまだ目は死んでいるが。

　とにかく、そんなメアリの胸中など知る由よしもなくアリシアは嬉しそうに笑い、それを見るパトリックもどこか満足そうだ。純じゆん粋すい無む垢くな少女とそれを見守る王子様。まさにそんな光景に、毒気を抜ぬかれたメアリが誰だれにも気付かれないよう小さく溜息をついた。

　完敗だ、むしろ挑いどむ前に負けたようなものだ。

　更に、何を思ったか──大方、アリシアを目的地まで届けるためであろう──パトリックまでもが「ここで結構」と言ってのけるのだ。これでは妨ぼう害がいどころか、二人乗りを堪たん能のうさせた挙あげ句くに市街地デートまで見届けたようなものではないか。完敗どころではなく、パトリックのセコンドについて応おう援えんした気分にすらなってくる。




　そうして、楽しげに話しながら去っていく二人の背を、メアリが死んだ目のまま見送った。

「何がしたかったのかしら、私は……」

　そう呟いたメアリの言葉に、流石に今回は自分の責任もあると感じたのか、アディが気まずそうに顔を背そむけた。
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「今日こそはあの子をギャフンと言わすのよ！　後々私が言わされるために！」

　と、意気込むメアリに、隣で立っていたアディが盛大に溜息をついた。

「お嬢じよう、今夜ぐらいは悪役を控ひかえてはどうでしょう……」

　そう提案するも、逆にメアリは「今夜だからこそよ！」と意気込んでしまう。

　勿論、その意気込みもギャフン宣言も隣に立つアディにのみ聞こえるよう声を落としているのは言うまでもない。とりわけ、今夜のアルバート家は来客で溢あふれており、不用意な発言は控えるか声を潜ひそめなければならないのだ。

　そう、今夜のアルバート家は夜に似合わぬ賑にぎやかさを見せていた。

　それもそのはず、今夜はアルバート家主しゆ催さいのパーティーである。メアリの父親である当主の生誕を祝う……という名目のもと皆みなが集つどう、規模の大きく様々な思おも惑わくが巡めぐる祝賀会。

　その規模と言えば、流石は王家に次ぐ権力の持ち主である。煌きらびやかに飾かざられた屋や敷しき内ではこの日のために呼び寄せられた演奏家たちが途と切ぎれることなく音楽を奏かなで、一流シェフが腕うでによりをかけ料理をふるまう。まさに絢けん爛らん豪ごう華かの一言に尽つきる。

　もっとも、こういった手合いのパーティーが苦手なメアリからしてみれば、金を注ぎ込んだだけの華はなやかさが逆に白々しくさえ思え、繰くり広げられるおべっかと自じ慢まん話にうんざりというのが正直なところだ。それでもアルバート家の娘むすめとして出席しないわけにはいかず、猫ねこを何十匹ぴきと被かぶって愛あい想そよく対応し、逃にげ出したい気持ちを抑おさえつけて毎年令れい嬢じようを演じていた。

　だが今年は違ちがう。

　去年までならばこの日が来るのを疎うとましくさえ思っていたが、今年は闘とう志しに燃えている。念のため言っておくが、別に父親の誕生日を祝う気持ちがないわけではない。

「良いいこと、今夜のパーティーにはあの子アリシアも呼んでいるの。そこで格の違いを見せつけてあげるわ」

「格の違い、ですか」

「そうよ、確かアリシアは貧相なドレスしか持っていなかったはず」

　記き憶おくの中の情報を手た繰ぐり寄せ、メアリがニヤリと口角を上げた。




　これもまたゲーム中に起こるイベントの一つだ。

　パーティーなど無む縁えんだった主人公がメアリに「どうしても」と強ごう引いんに誘さそわれ、知りあいから借りたドレスを身に纏まとい会場に向かう。そうして入り口で待ち伏ぶせていたメアリにドレスをバカにされ、おまけにメアリのエスコートとして登場するのがその時点で一番好感度が高い人物……というものだ。

　哀あわれアリシアは傷つき、涙なみだながらにその場を立ち去る。場違いな会場に引きずり出されドレスを貧相だと笑われ、果てには想おもい人を奪うばわれ……それでも立ち去るしか出来ないというまさに屈くつ辱じよくの展開である。

　もっとも、その後には勿もち論ろんだが乙女おとめゲームらしい展開が待っている。エスコート役として登場したキャラクターがアリシアを追いかけ、メアリに脅されて仕方なくエスコートを引き受けたことやアリシアが招かれていたのを知らなかったことを説明し、そして最後にドレス姿を褒ほめてくれるのだ。

　そしてゲームの進行具合によっては、夜の公園で月の光に照らされ踊おどる一枚絵スチルやお姫ひめ様さま抱だっこという乙女ゲームならではのものが画面に表示される。キャラクターによっては星空の下で抱きしめられてキスを……なんて展開もある。

「そりゃまた砂糖を吐はきそうなくらい甘いですね……で、エスコート相手に置いてかれたお嬢はどうしたんですか？」

「流石さすがにそこまでメアリについて詳くわしくは描えがかれてないわよ。今の私なら間ま違ちがいなくこれ幸いと部屋に帰って寝ねるけど、悪役令嬢メアリのことだから、従者あんたに八つ当たりでもしてたんじゃない？」

「あぁ、なんて可哀かわい想そうなゲームの俺」

　同情する、とアディがわざとらしく目元を拭ぬぐう。

　が、すぐさま普ふ段だんの飄ひよう々ひようとした表情に戻もどって「それはさておき」と話題を切り替かえた。

「それで今夜はお嬢のドレスにも気合いが入っているんですね」

「えぇそうよ。ここいらで一発ガツンと私が美人で聡そう明めいな令嬢であることを示しておかないと」

　ふふん、と得意げに胸を張るメアリに、アディが慌てて顔を背けた。

　その態度にメアリの頭上に疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。どういうわけか、今日の彼はやたらとチラチラと横目で見てきて、かといって目が合うと慌てるように視線をそらしてしまうのだ。

「どうしたの？　アディ、私のドレス何かおかしいかしら？」

「いえ別に……に、似合ってますよ」

「そう、それなら良かった。久々に我が儘まま言って作ってもらったんだもの、これで似合ってなかったら勝負どころじゃないわ」

　得意気に笑えむメアリに、アディがわざとらしく咳せき払ばらいをした。




　元来、メアリはこういったパーティーでの装いに力を入れる性質たちではない。

　といっても年とし頃ごろの少女らしく着き飾かざることは好きだし、貴族の娘らしく贔屓ひいきにしているデザイナーだっている。洒落しやれた服を着れば心が弾はずみ、褒められれば嬉うれしくなる。この超ちよう強力形状記憶縦ロールドリルが無ければ、髪かみ形がただって色々と変えていただろう。

　だがアルバート家の令嬢と言う肩かた書がきを背負う彼女にとって、パーティー用の装いというのは飽あきるほど着尽くしたものなのだ。勿論ドレスは何着どころか何十着と持っており定期的に新調もしているが、それでも趣しゆ旨しが同じならばデザインがそう変わるものでもない。

　主しゆ賓ひんを立てるため華か美びにならず、それでいて華やかさを出し、まだ年若いのだからと肌はだの露ろ出しゆつもそこそこに抑え、アルバート家の令嬢として気品を感じさせ、一目で高価だと分かるように……と、こんなところだ。おかげで、何十着とあるドレスもどこか似通って見える。




　だが今夜は違う。

　今夜のメアリのドレスは、胸むな元もとが大だい胆たんに開いた大人びたデザインのドレス。それもフリルやレースといった飾りもなく濃のう紺こん一色、髪かみ飾かざりもそれに合わせてわざわざ新調したのだ。

　今まで着ていたいかにも『名門貴族のお嬢じよう様さま』といったドレスとは真逆のそのデザインは、『ドラ学』で悪役令嬢メアリが着ていたものである。立ち絵でしか描かれていなかったそのドレスをなんとか思い出しデザイナーに伝え、今日に合わせて作ってもらったのだ。




　勿論この大胆なドレスにはデザイン段階で両親や兄達からのストップが掛かかったのだが、それでもメアリは必死に説得をした。悪役令嬢メアリなら我が儘の果てに癇かん癪しやくをおこして強引に通しそうなものだが、今までさほど我が儘を言ったことのないメアリにとっては中々に骨の折れる作業ではあった。──『さほど我が儘を言ったことのない』といってもメアリが聞き分けの良い真ま面じ目めな娘だったわけではない。極きよく端たんに面めん倒どう臭くさがりで事なかれ主義で、おまけに物事の基準がどこか貴族離ばなれしていたため我が儘に発展しなかったのだ──

　とにかく、そんなメアリの珍めずらしい我が儘に対し、家族は困りつつも何とか諦あきらめさせようとし……その結果、ドレスを纏まとった彼女の姿を見て逆に折れた。

　似合っていたのだ。それも、家族でさえ見み惚とれてしまうほど。

『今までの彼女らしくないドレス』を着たメアリは、普段とは違う魅み力りよくを放っていた。

　大胆に開かれた胸元は彼女のキメ細かで美しい肌を惜おしげもなく晒さらし、濃紺一色のシンプルさがスタイルの良さを際きわ立だたせる。着る前に散々「はしたない」と言われていたが実際の姿にそういった雰ふん囲い気きはなく、むしろ見る者に気品さえ感じさせた。大胆だからこその威い厳げんと、惜しむことなく見せつけることで誇こ示じされる絶対的な自信。

　大人びたこのドレスをメアリは完かん璧ぺきに着こなしていたのだ。もちろん、本人は自分が着こなせることも知っていた。何度もゲーム画面で見てきたのだから。

　もっとも、メアリにとっては予想できていた姿でも周囲は違うようで、とりわけアディの反応は面おも白しろく、お披ひ露ろ目め時には飲んでいた紅茶を吹ふき出してテーブルクロスを一枚台無しにしてくれたほどだ。




「それに対してあの子アリシアは、確か薄うすピンクのドレスを着ていたはずよ。知り合いのお古だとかで、型落ちしたデザインのもの」

「型落ちはともかく、確かにアリシアちゃんはピンクが似合いそうですもんね」

「ただ、なんかこう……野や暮ぼったかったのよねぇ」

「そりゃまぁ、お嬢からしてみれば型落ちドレスは野暮ったいでしょうよ」

「そういうんじゃないのよ。こう……言い得ぬ野暮さがプンプンしてて、筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたい有あり様さまよ」

　ゲームキャラクターの服のセンスが壊かい滅めつ的……なんてのは比ひ較かく的てきよくある話だ。とりわけ『ドラ学』は「庶しよ民みん出身の主人公が華やかな世界に……」というシンデレラストーリー。いかにパーティー用のドレスと言えど、ここでアリシアに華美なドレスを着せたらプレイヤーの気持ちが離はなれかねない。

　乙女ゲームの神しん髄ずいは、たとえその正体が王女であろうが神み子こであろうが、平凡な女の子がイケメンにモテることなのだ。多少野暮ったさを感じるぐらいが感情移入しやすくて丁度いい。

　だからこそ、そんなアリシアと対極にあたるメアリは大胆なドレスを着ていたのだろう。見み栄えの為ために自分の色いろ香かと権力を見せびらかし男を利用する彼女は、ドレスの大胆さもあってかやたらと軽薄な女ビツチに描かれていた気がする。

　そんなことをメアリが考えていると、前方からアリシアの姿が見えた。

　ふんわりと柔やわらかなラインにリボンとレースをあしらった薄ピンクのドレスを身に纏まとい、慣れない靴くつなのか緊きん張ちようした足取りでゆっくりと歩いてくる。金色の髪かみにはドレスと同色の大きなリボンが飾かざられ、レースとフリルの飾られた胸元には花のコサージュ、腰こしのラインを出すための腹部のリボンはギッチリと固く結ばれ、更さらに片手にはレースの日ひ傘がさ……。

『ドラ学』発売当時「あれは無いだろ」と物議を醸かもしたドレス姿である。いや、物議どころではなく、満まん場じよう一いつ致ちで否定意見が上がっていた。それほどまでにドレスのセンスが酷ひどく、このイベントの恋れん愛あい要素が高いだけに誰だれもが口を揃そろえて惜しいと悔くやんでいたほどなのだ。

　何と言うか、こうやって実際にその姿を目まの当たりにすると改めて思う。




　あれは無いな……と。




「うん……あれは確かに野暮ったいですね。直視できません」

「型落ちドレスを型落ちした当時のまま、更に飾りをゴテゴテつけて、しかも夜会に日傘ときたわ」

　思わずメアリとアディが揃えたように額を押さえた。

　いくら型落ちしたドレスと言えど、もう少し着方があっただろうに……。おまけによっぽど緊張しているのか落ち着きなく、キョロキョロと周囲を窺うかがっている。

　その仕草もまた野暮ったさに拍はく車しやをかけているのだが当の本人が気付くわけがなく、メアリとアディの姿を見つけると僅わずかに安あん堵どしたように表情を緩ゆるめた。

「こ、こんばんはメアリ様。本日は、お招きいただきまして、あの、ありがとうございます」

　落ち着きのない仕草でスカートの裾すそを軽く持ち上げ、アリシアが頭を下げる。本来であれば優ゆう雅がであっただろうその仕草もぎこちなさが勝まさり、メアリが思わず溜ため息いきをついた。

　それを聞いたアリシアが慌あわてて顔を上げる。

「あ、あの、私なにかおかしかったでしょうか？　ドレスは古いのしか手に入らなくて……」

「ドレスが古いとかの話じゃないの！」

　ビシ！　と音がしそうなほど、メアリが勢いよくアリシアを指さした。

　幸い、この場には三人しかおらず、ならば悪役になって辛から口くち評価をしても平気だろう。なにより、一言いってやらないと気が済まないのだ。それほどまでに今のアリシアはダサい。仮にここにドレスのデザイナーが居たら振ふりかぶって殴なぐりかかっていただろう。

「そんなにゴテゴテ付けて、見ていて重いったらありゃしないわ！　それに日傘って何よ、今は夜よ!?　何がそんなにあなたを照らしてるっていうの！」

「いえ、その……こういうの着けたのも持ったのも初めてで、どうして良いいか分からなくて……」

「頭に大きなリボン、胸元にコサージュ、おまけにお腹なかにリボン！　急所にワンポイント置かなきゃ気が済まないわけ!?　射い貫ぬかれたいの!?」

「何をどう着ければいいのか分からなかったんですぅ……！」

　矢や継つぎ早に繰くり出されるメアリの指し摘てきに、アリシアが情けない声を上げた。

　庶民出身、それも田舎いなかの孤こ児じ院いん出という彼女の身の上を考えれば着飾れないのは仕方ないが、逆にメアリがその野暮ったさを許せないのもまた貴族の生まれゆえ仕方がないのだ。だからこそメアリはチラとアディを見上げると、パチンと軽く指を鳴らした。それを受けたアディが言われなくとも了りよう解かいしたと言いたげに頷うなずいて、アリシアへと近付いていく。

「アリシアちゃん、ちょっと失礼」

「え、……え？」
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　どうしました？　と不思議そうにアディとメアリに交こう互ごに視線を向けるアリシアを横目に、アディがそっと彼女の髪に触ふれた。そうして極力金糸の髪を傷いためないようにと気き遣づかいながら、ゆっくりとリボンを外し、次いで腹部のリボンも手早く解いて結びなおす。

「こういうのは軽く結ぶだけで良いんだよ。ここまで締しめ上げたら苦しくって仕方ないだろ」

「そうなんですか？」

「そうそう、きつく結ぶと苦しくって美味おいしいものが食べられないし」

「ふふ、確かにそうですね」

「それに結び目も真ん中じゃなくて、少し斜ななめが良いかな」

　慣れた手付きでウエストのリボンを結びなおすと、アディが満足そうに頷いた。

　だが最後に一言「コサージュは自分で外して」と告げたのは、これは流石さすがに胸元を触さわるのが気が引けたからだ。それを察したアリシアが頰ほおを赤くしながら慌ててコサージュを外した。

「お嬢じよう、髪かみ形がたはどうしましょうか」

「編みこんでちょうだい」

「了解しました」

　迷いなく指示を出すメアリに、アディが従う。

　その連係はまさに主従といったところだが、為なされるがままのアリシアにはどういう状じよう況きようか分からずにいた。ただ髪を軽く梳すいて編み始めるアディの指が心地ここちよくて恥はずかしくて、出来上がっていくのを満足そうに見つめてくるメアリの視線が嬉うれしくて恥ずかしくて……。

　そうして全すべてを終えた頃ころには、つい数分前までの田舎くささが噓うそのように、アリシアは型落ちしたドレスをクラシカルに着こなしていた。




　元よりアリシアは優すぐれた見目をしている。

　柔らかく風になびき光を受けて輝かがやく黄金の髪に、王族の証あかしである──それにしては不思議と誰も気付かない──宝石のような深い紫むらさき色いろの瞳ひとみ。健康的な四し肢しはスラリと伸のび、程ほどよい肉付きが目を奪うばう。まさに少女と女の境目特有の蠱こ惑わく的な魅力。子供っぽい笑え顔がおは愛らしく、大人ぶる様子は微笑ほほえましく、それでいてふとした仕草はドキリとするほどに色香を感じさせるのだ。

　なにより、アリシアは王おう妃ひの若い頃に瓜うり二ふたつである。

　美しく聡そう明めい、気高く威厳を放ち、それでいて聖女のような慈じ悲ひを感じさせる王妃。まるで世の女性の理想をそのまま具現化したかのようなその魅力に、彼女を前にしたメアリは心から敬意を抱いだいて頭を下げたのを今でも覚えている。そんな王妃の若い頃にアリシアは似ている。もっとも、その出生を考えれば当然と言えるのだが。

　だからこそ、アリシアがちゃんと着き飾かざればいくら型落ちのドレスと言えど一級品に勝るのだ。どこのブランドだろうがどのデザイナーだろうが、結局のところドレスなんてものは着る者次し第だいである。……あと、着方。

「あの、これで大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　メアリとアディによって手直しされたアリシアが不安そうに自身を見下ろした。

　それを見たメアリとアディが満足そうに頷くのは、もちろんそれほどまでに彼女を完璧に仕上げられたからだ。アディに至っては、一仕事終えた清すが々すがしい表情さえ浮うかべている。

「うん、大丈夫。可愛かわいく仕上がってるよ」

　まるで子供のおめかしを褒ほめるようなアディの返答に、対してアリシアが僅かに頰を赤くして「ありがとうございます」と微笑んだ。

「髪形までやってもらって……アディさん器用なんですね」

「これでも俺はお嬢の従者だから、何かあった時に直すぐにお嬢の身み嗜だしなみを整えられるくらいじゃなきゃ。……といっても」

　そう言葉を濁にごし、アディが視線を他所よそに向ける。つられてアリシアも視線を向ければ、そこに居るのは勿もち論ろんメアリだ。

　手て摺すりに寄りかかり二人のやりとりを眺ながめていた彼女は、夜風にその銀色の髪をふわりと揺ゆらし……はしていない。メアリの強固な縦ロールは多少の風ではビクともせず、彼女の顔の両サイドに逞たくましく構えていた。

「あのとおり合金ドリルだから、お嬢の髪が乱れたことがないんだよな……」

「私だって別に好きで合金ドリル装備してるわけじゃないわよ」

「え、その髪形が好きで巻いてるんじゃないんですか!?」

「……この話はもうやめましょう、泣けてくるわ」

　はぁ……と溜息をつくメアリに、アリシアが苦く笑しようをもらした。

　そうして思い出したように手て提さげの紙かみ袋ぶくろを探さぐり、中から小さな花束を取り出した。

「これを……メアリ様のお父様に」

「あら、わざわざ用意してくださったの？」

「はい。でも、私そんなにお金もないし、アルバート家の当主様に何を贈おくれば良いのかなんて分からなくて……」

　キュウと唇くちびるをかみしめ、恥ずかしそうにアリシアが俯うつむいた。

　周囲を見れば絢けん爛らん豪ごう華かな飾かざりつけが目に入る。当然だが生花もあちこちに飾られており、その華はなやかさと言ったらアリシアの手の中に収まっている花束など比べるまでも無い。

　そもそもアルバート家には庭園があり、専属の庭師が常に四季折々の花を美しく咲さかせているのだ。今いま更さら小さな花束を貰もらったところで、飾るような場所はこの屋や敷しきのどこにも無い。市街地で買えるような花束なら尚のこと。

　それを恥じるアリシアに対し、メアリがフッと鼻で笑い、

「当然でしょ、庶しよ民みんの貴女あなたにお父様が喜ぶようなものが買えるわけがないわ」

　と自じ慢まん気げに胸を張り、そのうえ悪役らしく嫌いやみを含ふくんで、

「でもせっかくですし、渡わたしてきたらいかが？」

　と続けた。

　その高飛車な笑みはまさに悪役令れい嬢じようで、数分前まで見せていたファッションアドバイザーの面おも影かげはない。見事な切り替かえである。

　対してアリシアはメアリの嫌みに気付くことなく、それどころか慌てたように首を横に振った。

「そ、そんな！　当主様にお渡しするなんて、恐おそれ多くて出来ません！　それに、何をお話しすればいいのかも分からないし……」

「お父様は寛かん大だいな御お方かたよ。たとえ貴女が無知ゆえに無礼を働いたとしても、田舎娘むすめに対して怒おこるようなことはないわ。笑って済ませてくださるはずよ」

「でも、贈り物もこんなに小さな花束だし……」

　手の中の花束を見下ろし、アリシアが小さく呟つぶやく。

　それを横目に、メアリがチラと彼女の持つ花束を一いち瞥べつした。

　可愛らしい花束だ。ピンクと白を中心に小ぶりの花を寄せ、華やかであり控ひかえ目な愛らしさを感じさせる。持ち手の赤いリボンに挟はさまれているのは生誕を祝うメッセージカードだろうか。

　そんな細かな気遣いも合わさって、アリシアの持つ花束はどこか彼女自身を彷ほう彿ふつとさせた。きっと自ら店に赴おもむいて選んだのだろう。花屋の店先であれこれと考えながら花を選ぶ少女の姿はさぞ絵になっていたはずだ。

　だがそんな愛らしい花束も、この場の眩まばゆさの前にはどうしても見み劣おとりしてしまう。誰だれよりそれを自覚しているアリシアは、今すぐにでも花束を捨てて逃にげ出してしまいそうなほど落ち込んでいる。

　それを見かねたアディが、そっと彼女の肩かたを優やさしく叩たたいた。

「旦だん那な様はお優しい方だから、きっと喜んでくれるはずだよ」

「アディさん、でも……」

「大丈夫。それに、旦那様は以前……」

「以前？」

「若い女の子は存在しているだけで贈り物だ、って仰おつしやってたから」

　……。

　シン、と周囲が静まったのは言うまでもない。

　それを破ったのは軽く頭を下げて屋敷の中へと去っていくアリシアの足音と、額を押さえて溜ため息いきをつくメアリの、

「身内のそういった話は聞きたくなかったわ……」

　という、痛々しい言葉だった。







　先程の発言はさておき、メアリの父であるアルバート家当主は人望の厚い男である。

　そこに色々な思おも惑わくがあるとしても彼は多くの人から慕したわれ、今日の夜会は地方からも人が集まる大規模なものだった。

「あの、わ、私アリシアと言います。メアリ様と同じ学校で、とても親しくしていただいているんです。ほ、本日はおめでとうございます！」

　よほど緊きん張ちようしているのか──庶民のアリシアからしてみれば、アルバート家当主は雲の上の人物なのだから緊張して当然でもある──しどろもどろになりつつ、それでも祝いの言葉と花束を贈るアリシアに、受け取った当主が柔やわらかく微笑んだ。

「ありがとう。君はメアリの友達かい？」

「は、はい！」

「まさかメアリに君みたいな素す直なおそうな友達が出来るなんて……。変わった性格の娘だが、これからも仲良くしてあげてくれ」

「はい！　勿論です！」

　嬉うれしそうに頷うなずくアリシアに、まるで我が子を見守るかのような表情で当主が微笑む。

　そんな二人を陰かげから見ていたメアリとアディが、揃えたように顔を見合わせた。

「アディ、今の見た？」

「えぇ、勿論見ましたとも」

　互たがいに真しん剣けんな眼まな差ざしを交かわし、うんと頷きあう。

「お父様、あの子アリシアの正体に気付かなかったわ。定期的に王族の方々とお会いしてるから、あの子の瞳の色で気付きそうなものなのに……」

「旦那様、なんて寛大でお優しい！」

「他ほかの方々も気付いてない。ゲーム通りに進むよう、何かしらの力が働いてるのかしら」

「見てください、アリシアちゃんに向けるあの優しい瞳を！　流石さすがは旦那様！」

「でもアディは気付いたのよね。となると、ゲームの存在を知っているか否いなかが鍵かぎなのかしら……ねぇ、どう思う？」

「旦那様は今日も素す敵てきだと思います！」




「……ねぇアディ、お父様に向けるその忠誠心のほんの一欠片かけらでも私に向けてくれないかしら。そうすれば私達、もっと円満な関係を築けると思うの」




　やたらとテンションを上げことごとく会話を潰つぶしてくるアディに、メアリが冷ややかな視線を向けた。二十歳はたち過ぎのアディが四よ十そ路じを超こえた父親に黄色い声を──声こわ色いろからすれば黄色くなどないが──上げる様子はなかなかに気色悪い。が、今はそれを咎とがめている場合ではない。




　ゲーム通りに進むよう、抑よく制せい力が働いている可能性がある。

　となると、自分の没ぼつ落らくも決定事じ項こうとして考えていいのだろうか……。

　ところでお父様、どうして私に素直な友達が居て意外そうなのかしら？

　実の娘に対して、変わった性格ってどういうことなの……？

　あとアディ、やっぱりあんたの中のヒエラルキーがおかしい気がするんだけど……。




　と、色々と考えを巡めぐらせ混こん濁だくし始める思考に、ひとまず落ち着かなくてはとフルフルと首を振ふって雑念を搔き消した。

　アディの当主贔屓びいきは今に始まったことではないし、父親からの評価に関してはメアリ自身いくつか思い当たる節がある。なにより、前者は直せそうにないし後者は直す気が無いのだ。となれば、今ここで考えたところで無む駄だでしかない。

　そう早はや々ばやと見切りをつけてメアリが再び監かん視しを続けようとした瞬しゆん間かん、

「おい」

　と声をかけられて慌あわてて背後を振り返った。

　そこに居たのはパトリック。貴族の子息らしい正装を身に纏まとい、胸むな元もとの赤いバラの家か紋もんを輝かがやかせたその姿は、まさに女子の理想の王子そのものである。……怪け訝げんそうな表情を抜ぬかせば。

「あらパトリック、こんばんは」

　彼の姿を見るやすぐさま佇たたずまいを直し、メアリがニッコリと微笑ほほえんだ。スカートの裾すそを軽く摘つまみ僅わずかに身を屈かがめる仕草は流石はアルバート家の令嬢である。もっとも、数秒前まで物もの陰かげに隠かくれて実の父親を監視していたことを考えれば今いま更さら取り繕つくろっても無駄である。とりわけ、パトリック相手なら尚なお更さら。

「自分の家が主しゆ催さいするパーティーでくらい奇き行こうを控えたらどうだ」

「まぁ、奇行だなんて失礼な方ね」

　僅かに頰ほおを膨ふくらませ、メアリがふいと顔を背そむけた。

　拗すねたと分かりやすいその意思表示は、メアリを単なる令嬢だと思っている者が見ればきっと「可愛かわいい」と思うことだろう。中には、拗ねた表情は自分のご機き嫌げん取とりを望んでいる、令嬢は自分に気があるのか、と勘かん違ちがいして期待を抱いだく者も出るかもしれない。それほどまでに頰を膨らませて──あくまで可愛い程度に──睨にらんでくるメアリの姿は愛らしいのだ。

　だが勿もち論ろんパトリックはそんな仕草には騙だまされない。古くからの付き合いだけあって、メアリのことは良く知っている。だからこそ、メアリが自分に対して可愛い仕草をして媚こびを売るなど冷やかしか冗じよう談だんでしかないと分かるのだ。もっとも、それが分かったところでメアリの行動の真意が摑つかめるわけでもなく、パトリックが呆あきれたように溜息をついた。

「あら、せっかくのパーティーなのに溜息なんてつかないでくださる？　縁えん起ぎが悪いわ」

「君がもっと大人しくしていれば俺だって溜息なんてつかなかったさ」

「なら結構よ。どんどん溜息をついてくださいな」

　しれっと言い切るメアリに、パトリックが再び溜息をついた。

　そうしてチラとメアリの隣となりを見れば、そんな二人のやりとりが面おも白しろかったのか苦く笑しようをもらすアディ。貴族二人、それも国内トップである家いえ柄がらを背負う二人に対してこの態度、本来のパトリックの立場であれば無礼だと叱しつ咤たするところだが、メアリの前で彼女に関する者に口出しはするまいと口を噤つぐんだ。

　これもまた、メアリを良く知るパトリックならではの判断である。仮にこの場にほかの者がいれば、なんて無礼な従者だとアディを叱しかり飛ばし……メアリの逆げき鱗りんに触ふれるのだろう。過去にその光景を見たことのあるパトリックは出かけた言葉を飲み込み、暢のん気きに父親観察を続けるメアリを一瞥して本日何度目かの溜息をついた。

　そうしてアディの肩を軽く叩く。

「まったく、メアリ嬢じようは俺の手に負えない。いったいどこの誰なら彼女に釣つり合うんだろうか、いるなら見てみたいものだ、なぁアディ？」

「う、えぇ……」

「お前だってそう思うだろ。よっぽどの男じゃなきゃ、メアリ嬢とは対等に渡わたり合えない、ってさ」

「は、はい……そうです、ね……」

　途と端たんにしどろもどろになるアディに、パトリックがクツクツと笑えみを零こぼした。

　そうして改めてメアリに向き直ると、恭うやうやしく頭を下げて片手を差し出した。

「今夜は君の父上からエスコートを頼たのまれているんだ、申し訳ないが俺で妥だ協きようしてくれないか？」

「世の女性が聞いたら卒そつ倒とうしそうな台詞せりふね。……でも、そうね……貴方あなたがエスコートなのね」

「どうした？」

　差し出される手を見つつ、メアリが考え込む。

　いったいどうしたのかとパトリックも顔を上げ、不思議そうにメアリの顔を覗のぞき込んだ。

　パトリックの家であるダイス家はアルバート家と昔から付き合いがあり、アルバート家に次ぐ権力を持っている。そんな両家に年とし頃ごろの男女がいるとなれば、エスコートという形になってもおかしくはない。

　とりわけメアリはこの性格だ。必要とあらば完かん璧ぺきな令れい嬢じようを演じることもできるが、気心の知れる相手の方が楽なのは言うまでもない。そこに恋れん愛あい感情は微み塵じんもないが、それでもメアリは誰だれが良いかと聞かれればパトリックの名前を挙げていた。

　パトリックからしても、単なる親絡がらみのエスコートで恋愛云うん々ぬんまで進めようとする必死な令嬢達よりメアリの方が気軽である。誰をエスコートするだの最初に誰をダンスに誘さそうかだの、貴族社会は面めん倒どう事が多いのだ。その点、メアリを誘えば周囲は納なつ得とくしてくれるし、他の令嬢達もメアリには一目置いておりやたらと話しかけてきたり邪じや魔まをするようなこともない。

　双そう方ほうの親に至っては言うまでもない。互いに子供を任せるに値あたいする家柄なうえ、『万が一』等と言う失態を犯おかす恐おそれも少ないのだ。仮に万が一な事態に陥おちいったとしても、双方の身分を考えれば問題も無い。

　誰にとっても、パトリックがメアリをエスコートするのは得に繫つながる。それは年頃ながら二人とも重々承知しており、普ふ段だんから文句も言わず従っていた。

　だが今日に限って、メアリはパトリックの手を取るのを躊躇ためらった。眉み間けんに皺しわをよせ真剣な眼差しで考えを巡らせる彼女の表情は、令嬢らしからずそれでいてメアリらしい。

「なにかあったのか？」

「え……いえ、大だい丈じよう夫ぶよ、何でもないの。エスコートしてくださる？」

「あぁ、もちろんだ」

　メアリがそっとパトリックの手に己おのれの手を重ねる。

　そうしてゆっくりと会場へと向かえば、若く麗うるわしい二人の姿に一部から感かん嘆たんの声が、そして一部からはまたもメアリにパトリックを取られたと嫉しつ妬とする声が聞こえてきた。それに微笑んで応こたえる二人の美しさと言ったらない。まさに絵にかいたような美男美女である。

　もっとも、二人とも手をとりあい微笑んでこそいたが、胸中はまったく別のところにあった。そして互たがいに別のことを考えていても怒いかりも嫉妬も、ましてや下手に探さぐるようなこともしないあたり、やはりお互いにエスコート相手として最良なのだ。




　元々今夜の夜会に関して、メアリは誰かにエスコートを頼むつもりではなかった。

　ゲームに従うのであればその時点でアリシアへの好感度が一番高いキャラクターに無む理り矢や理りエスコートさせるのだが、いくら没落を目指すといえどそんな無様な行こう為いは御ご免めんである。昔から馴な染じみのあるパトリックならまだしも、生徒会書記や教師を呼べば逆にメアリが疲つかれてしまう。

　そもそも、エスコートされる姿をアリシアに見せつけたところで嫌いやがらせになるかすら怪あやしいのだ。今でさえ、意中の人であろうパトリックとメアリが仲なか睦むつまじくしている姿を彼女は目を輝かせながら見ている。うっとりとしたその瞳ひとみに嫉妬の色など微塵もなく、だからこそメアリは拍ひよう子し抜ぬけしてしまうのだ。

　好感度が一番高いからパトリックが来たんだろうけど……。

　そんなことを考えていると、再びパトリックがメアリの手を取った。

「踊おどろうか」と、その一言で会場内の一部から嫉妬の炎ほのおが湧わき上がるのだが、メアリの知ったことではない。チラと横目で見れば、こちらを羨うらやましそうに見てくる令嬢達の視線のなんと熱くて恨うらめしそうなことか。

　そうやって眺ながめるだけで嫉妬し続け、それでいて「胸の内に秘ひめる」等と言う体ていの良い言い訳に逃にげているから横から現れた田舎いなか娘むすめにとられてしまうのだ。同情はできないわね、と嫉妬の視線を背に受けつつ、メアリがパトリックの手を握にぎり返して微笑んだ。







　パトリック・ダイスは優すぐれた男だ。

　程ほどよく鍛きたえられたしなやかな身体からだつきに長い手足、切れ長の瞳に藍あい色いろの髪かみと、まさに女性の理想を具現化したような男である。文武両道で家柄も良く、冷たい性格ではあるが懐ふところに入れた人に対しては常に真しん摯しに接し、実は情が深い一面もある。非の打ち所がなく『王子様』と陰かげで呼ばれるのも納得である。その人気は学園内に留とどまらず、女ならばその身分に限らず誰でも一度は彼と自分の恋こい物もの語がたりを思い描えがくだろう。

　メアリも同様にパトリックを格好いいと思っていた。読む物語に王子が出ると、決まって彼を思い浮うかべていたほどだ。

　だがどういうわけか、物語の中でパトリック王子と結ばれるのはメアリではない。どんなに熱中して読みふけった物語の、心の底から焦こがれた王子だとしても、思い描く光景の中でパトリックの隣に立つのは自分ではない誰かだった。それは大きくなっても変わることなく、同年代の少女達がこぞって彼に想おもいを寄せるのを眺めつつ、至し極ごく平然とパトリックと接していた。

　現に今だって、誰もが焦がれるパトリックと踊っているというのにメアリの胸中はいたって平へい穏おん。高鳴りもしなければ幸福感に包まれることもない。

　かといって嫌けん悪お感かんを抱いだくわけでもなく、ただ冷静に彼の動きに合わせるだけだ。

　パトリックの動きは流石さすがの一言で、乗り気でなくても誘われるように体が動く。さらに見上げれば見み目め麗うるわしい藍色の王子様が微笑ほほえんでくれるのだから、これほど夢のような状じよう況きようは他ほかにないだろう。背中に痛いほど突つき刺ささる嫉妬の視線も致いたし方ないとさえ思える。

　だというのに、この状況においてもメアリの思考は別のところにあった。

「私はどこかおかしいのかしら」

「どうした？　さっきから様子がおかしいな」

「いいえ、なんでもないわ……貴方こそ、さっきからチラチラと外野を見てるわね。この私を相手にしながら、いったいどこの誰を捜さがしているのかしら」

「そ、それは……君には関係ないだろ」

「そうね、ならお互い様だわ」

　ニッコリと微笑んで、メアリがパトリックを見上げる。

　目の前の王子様は爽さわやかで誰もが見み惚とれるのも納得の麗しい見目をしている。だというのにメアリの胸が高まる気配はない。彼が他所よそを向いていても、その視線の先に一人の少女が居ると知っていても嫉妬も何も起こらないのだ。

　こんな王子様のような男を相手にしているのに、どうしてかしら……とメアリが小さく溜ため息いきをつくと、今まで流れていた音楽がゆっくりと静まっていった。

　一曲の終わり。となれば当然、パトリックは軽く頭を下げ、メアリはスカートの裾すそを摘つまみ上げて僅わずかに身を沈しずめ、心ここにあらずなダンスを互いに称たたえあった。




　それが終わるやメアリがそそくさとパトリックの前から逃げだしたのは、勿もち論ろん彼の次のダンスの相手になろうと令嬢たちが熱い視線を送ってくるからだ。

　嫉妬の視線など気にも留めないメアリではあるが、流石に身の保全を考えれば逃げるのが得策である。下手に留まって相手選びに困ったパトリックに二曲目に誘われでもしたら、いよいよをもって嫉妬の炎で焼き殺されかねない。

　だからこそ足早に外野の中へと逃げ込めば、それすらも分かっていたのであろうアディが苦く笑しようを浮かべながら待ち構えていた。

「流石です、完璧でしたよ」

「それはダンスがかしら？　それとも逃げぶりが？」

「両方ともです」

　冗じよう談だんめいて告げるアディにメアリが苦笑で返し、グッと背を伸のばした。

「それじゃ、お客様のおもてなしでもしてこようかしら」

「いってらっしゃいませ」

「貴方あなたはあの子アリシアの所に行きなさい。田舎娘が何をしでかすか、分かったものじゃないわ」

「はい、かしこまりました」

　周りの目を気にしているのか、まるで出来の良い従者のようにわざとらしく頭を下げるアディにメアリが小さく笑い、人ひと混ごみへと向かっていく。横目でチラとパトリックを窺うかがえば、知り合いらしき男に娘を押し付けられているのが見えた。

　お互い大変ね、と心の中で彼を労ねぎらいつつ、声をかけてきた知人に猫ねこ被かぶりの笑え顔がおで振ふり向いた。







　そうしてしばらくはメアリも来客のもてなしに徹てつしていた。

　アルバート家の令れい嬢じようとして挨あい拶さつしなければならない人物は多く、ダンスに誘さそわれれば応じないわけにはいかない。なにより今日はアルバート家当主である父親の祝賀会なのだ。わざわざ足を運んでくれた人を蔑ないがしろにするのは娘としていただけない。

　だからこそあちこちで愛あい嬌きようを振りまき、被っていた猫がそろそろ逃げ出しかねないと思い始めていたころ、グイと腕うでを摑つかまれた。

「お嬢じよう……じゃなくてメアリ様」

「アディ、どうしたの？」

　人混みの中から顔を出したのはアディ。

　いったいどうしたのかと問えば、彼はそのまま「こっちに来てください」と腕を引っ張って歩き始めた。




　そうして腕を引かれるままにアディの後を追えば、辿たどり着いたのは屋や敷しきの外、庭園。

　薄うす明あかりの外灯で照らされたそこに人の姿は少なく、屋敷からの音楽が風にのって聞こえてくる。そんな庭園の中央、月の光を浴びながら踊っているのはパトリックとアリシアだ。

　まるで二人だけの世界といったその光景に、見覚えのあるメアリは呆ぼう然ぜんとしていた。

「お嬢とパトリック様を見てたらアリシアちゃんも踊ってみたくなったらしくて。でも俺も教えられるほどじゃないし、そうしたらパトリック様が来てくださったんです」

「それで、私も？」

「せっかくだからお嬢に指導してもらった方が上手うまくなるでしょ」

　アディの説明を聞いていると、こちらに気付いたのか二人が足を止めた。

　アリシアが呼ぶように片手を上げる。月の光を受けて金の髪を輝かがやかせ笑う彼女の姿は美しく、正体云うん々ぬんを抜ぬきにしてもまるで物語に出てくる麗うるわしの姫ひめ君ぎみのようだ。

　だがそれを素す直なおに言ってやる気にもならず、メアリは開口一番、

「もっと背を正しなさい！」

　と叱しつ咤たの声を飛ばした。それを受けたアリシアが慌あわてて背筋をただし、

「はい！」

　と声をあげる。

「令嬢なんてものは威い張ばった者勝ちよ！　背筋を正して胸を張って堂々とすれば、次の夜会では型落ちドレスが溢あふれてるわ！」

　そう言い切るメアリに、アリシアが再び「はい！」と答える。

　おおよそ貴族の夜会とは思えないやりとりに、男二人が苦笑をもらした。




　そうして再びパトリックと──先程より幾いく分ぶん胸を張った──アリシアが聞こえてくる音楽に合わせてゆっくりと足を動かすと、メアリが満足そうに一息ついた。

　目の前には月の光を受けて踊おどる男女。貴族の礼装に身を包んだパトリックと、美しく着き飾かざったアリシア。片方が初心者故ゆえぎこちないダンスではあるが、幾いく度どか飛んでくるメアリの叱咤によって幾分はマシになっている。

　そんな夢物語のような光景を眺めながら、メアリは思考を巡めぐらすように瞳ひとみを細めた。




　……この光景を見たことがある。

　いや、目の前の光景を一いつ瞬しゆん切り取ったような一枚絵スチルを見たことがある。と言った方が正しいか。




　そう、今メアリの視線の先で踊る二人こそ、『ドラ学』で起こるイベントスチルそのものなのだ。

　もちろんゲーム上ではそこにメアリとアディがいたという描びよう写しやは無かった。ストーリー的にもいるとは思えないが、それでも今この状況はあのイベントと考えて間ま違ちがいないだろう。

　となると……とメアリが更さらに考えを巡らせた。




『ドラ学』において、この夜会のイベント自体はストーリーを進めていけば必ず起こるいわゆる強制イベントというものだ。だが一枚絵スチルを出すには条件が有り、それを満たしていないと立ち絵と会話だけで終わってしまう。

　一枚絵スチルを出す条件……それは、イベントが起こる時点で既すでに特定キャラクターのルートに入っていること。

　パトリックの場合、いくら好感度が高くてもルートに入っていないとドレスを褒ほめられるだけで終わってしまう。逆に言えば、彼とこうやって踊れるのはアリシアがパトリックのルートに入った証あかしだ。

　そう隣となりに立つアディに説明すれば、彼は「そうですか！」と表情を明るくさせた。そのあまりの喜びように、思わずメアリが目を丸くしてしまう。

「なにその喜びよう、どうしたの？」

「いやぁ、パトリック様は優すぐれた方ですから、アリシアちゃんみたいに優やさしく支えてくれる女の子がお似合いだと思っていたんですよ！」

「そ、そうなの……まぁ確かにお似合いだけど」

「ですよね！　お似合いですよね！　むしろパトリック様にはアリシアちゃん以外に考えられないですよね！」

　断言するアディに、圧あつ倒とうされたメアリがコクコクと頷うなずいて返した。いったいどうして自分の従者が他人の恋れん愛あい事をここまで押してくるのか、さっぱり見当がつかないのだ。

　だがメアリもまたパトリックとアリシアがお似合いだと思っていた。パトリックは貴族らしい思考の持ち主ではあるが、その反面、他者を尊重し意見を取り入れることもできる男だ。今は周囲に貴族しかいないからガチガチの堅かた苦くるしい思考回路をしているが、素そ朴ぼくなアリシアと付き合っていけば彼も変わるはず。──その変化は貴族であるダイス家にとって良いものかどうか定さだかではないが、結局のところアリシアは王女なのだからダイス家の安あん泰たいに繫つながる──。

「そうね、確かにあの二人はお似合いよ。このままいけば、きっと結ばれることでしょう。でも……」

　言いかけ、メアリが小さく溜息をつく。

　不ふ穏おんな言い回しに気付いたアディが不思議そうに「でも、なんですか？」と率そつ直ちよくに聞いた。




　アリシアとパトリックは惹ひかれあっている。

　月夜の下で踊る二人の楽しそうな表情を見るに間違いないだろう。

　だからこそ、メアリは思う所があった。この世界が乙女おとめゲームのストーリーのままに進むのであれば……。




「その前に、私がパトリックと婚こん約やくするの」




　そう呟つぶやいたメアリの言葉は、風に乗って聞こえてくる音楽の盛り上がりに搔かき消された。
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『ドラ学』において、悪役令れい嬢じようメアリはどのルートでも登場しことごとく主人公の恋愛を妨ぼう害がいしてくる。

　時に権力を盾たてに、時に取り巻きを利用し、時には主人公を嵌はめて。その多様な手段にプレイヤーは苛いら立だちを覚えるが、だからこそ恋こいは燃え上がり、最後にメアリを蹴け落おとした瞬しゆん間かんの爽そう快かい感かんへと繫がる。

　その最たるルートが、他ほかでもない彼のパトリツクルートである。

『ドラ学』のパトリック・ダイスはやたらと気位が高く、クールどころか冷れい酷こくとさえいえる男だ。初期好感度が誰だれよりも低く、しばらくはどんな選せん択たく肢しを選んでもつっけんどんな態度を取られる。その難易度の高さといったら、プレイヤーの心が折れかねないと話題になったほどである。

　そんな彼との関係が変わるのが、とある日の放課後。

　たまたま帰りが遅おそくなった主人公が、教室の机で眠ねむるパトリックを見つけるのだ。日ひ頃ごろの重荷や疲ひ労ろうが祟たたったのか、らしくなく熟じゆく睡すいするパトリックに主人公はどうしようかと悩なやんだのち、自分の上着をかけてやる。そうしてしばらく主人公が待っていると、ゆっくりと目を覚ましたパトリックが自分にかけられた上着と主人公の交こう互ごに視線をやり、情けない姿を見られたと頰ほおを赤くする。

　今まで怖こわい生徒会長として捉とらえていたパトリックの彼らしくないその態度に主人公は親近感を覚え、それから二人は徐じよ々じよに親しくなり、惹かれあい、パトリックの凍こおった心も彼女の優しさを受けて溶とけ始め……

　そして、悪役令嬢メアリが彼と婚約を結ぶ。

　もちろん、親の権力を使ったのだ。ダイス家とアルバート家は表向きは対等な関係を結んでいるが、実際は権力の比重はアルバート家に偏かたよっており、ダイス家は言いなり状態である。アルバート家の娘むすめであるメアリが結けつ婚こんしたいと訴うつたえれば、それにダイス家は応じるしかないのだ。パトリックも逆らえるわけがなく、よりにもよってアリシアの目の前で婚約宣言をさせられてしまう。

　自分では到とう底てい敵かなわない貴族の世界の取り決め。それを前にアリシアは悲ひ嘆たんにくれ、メアリに腕うでを取られて去っていくパトリックの背中を見送る……。




「うわぁ、お嬢じようってばえげつない、嫉しつ妬とにかられて女捨ててますねぇ」

「暴言にも程ほどがある！……まぁ良いいわ。所しよ詮せんはゲームの中のメアリのことですものね」

　ゲームのストーリーを説明しただけなのに自分を非難され、メアリが不快だと眉み間けんに皺しわを寄せながら紅茶を一口飲み込んだ。というか、仮に別物と割り切っていても主人と同どう姓せい同名の女性に対して「えげつない」発言は従者としてどうなのだろうか。

　だがメアリ自身、ゲームのメアリには呆あきれ果てていた。同じ立場に立っているからこそ、彼女の愚かな行動には嫌けん悪おを通り越こして哀あわれみすら覚える。

「つまり、そのストーリーに沿っていくと、お嬢とパトリック様が婚約するってことですか」

「そうよ。時期的に見ても、もう話が出ていてもおかしくないわ」

　勝ち誇ほこった表情のメアリがパトリックとの婚約を発表するのは、夜会のイベントが終わってすぐだ。ゲーム上の詳くわしい日付までは覚えていないが、間にイベントを挟はさんだ覚えは無かったし、卒業までの日数を考えるとそろそろ起こるはずである。

　そう説明すると、メアリの対面に座って紅茶を飲んでいたアディが「でもですよ」と口を開いた。

「でも、お嬢はパトリック様と結婚したいって気はないんでしょ？」

「えぇ、まったく微み塵じんもこれぽっちも無いわ」

「その台詞せりふ、刺さされたくなきゃ他所よそでは控ひかえてくださいね」

　誰もが焦こがれる王子との婚約話に、よりによってこの完全否定である。

　アディが思わず溜ため息いきをついてしまうのも仕方あるまい。それほどパトリックは女性から慕したわれ、彼との結婚を夢見る令嬢は数え切れない程なのだ。メアリとパトリックが仲なか睦むつまじく踊る姿を何度となく眺ながめていたアディは、それと同時に注がれる嫉妬の視線を常に感じていた。それこそ、身み震ぶるいしてしまう程に。──「そんな方に対して、どうしてお嬢は……」と呆れたように溜息をつきつつ、内心で安あん堵どしたのは言うまでもない。いや、言えるわけがない──。

「ゲームの悪役令嬢メアリ様は無む理り矢や理りパトリック様と婚約したんでしょ？　それなら、お嬢が動かなきゃ問題ないんじゃないですか？」

「私もそう思いたいけど、どうにもゲーム通りに進まされる気がするのよね……」

　そう呟きながら、メアリが自分の巻き髪がみに触ふれた。

　今日も豪ごう快かいな縦ロールがメアリの細い指を受けて揺ゆれる。が、ロール単位で揺れるその様はお世辞にも繊せん細さいとは言えず、まさにドリルと言わんばかりの強度である。これでも、せめて緩ゆるい巻き髪になるようにと朝から必死でブローしたのだ。それこそベテランの世話係三人がその手しゆ腕わんの限りを尽つくし、押さえて伸のばして押し付けて費ついやすこと二時間……。

　その結果、ドリルより先に世話係の心が折れ、今に至る。

「これドリルの威い力りよくから考えると、相当な力が働いてるみたいだし……」

「そうですね……」

　メアリと世話係達の奮ふん闘とうを知っているからこそ、アディがそっと顔を背そむけた。




　メアリの悪役令嬢としての進行具合はさておき、現状はおおむねゲームのストーリーに沿っていると言えるだろう。もちろん、それはアリシアの努力やパトリックの行動があるからこそだとは分かっているが、それでも次に起こるのは婚約イベントだと思えるのだ。

　この世界がゲームと同じだと思いつつ、全すべてがゲーム通りに出来ているとは思えない。

　物事全てがゲームの通りだとは思わないが、その反面ゲームのような物事が起こっているのもまた事実。




『ドラ学』のようなこの世界で、『ドラ学』のように日々が過ぎていく。




　メアリらしからぬ些いささかあやふやな落としどころではあるが、完かん璧ぺきに無関係だと言い切るには事例が多すぎて、かといってゲームそのものだと認めるのはこの世界で生きているメアリにとって不本意なのだ。

　それらを踏ふまえて、メアリはパトリックとの婚約を予感していた。勿もち論ろん、かといって自ら彼との婚約話を持ち出す気はないが、ゲームのストーリー的にもこのイベントが発生する時期だし、なによりメアリとパトリックの関係を考えれば婚約話が上がってもなんらおかしなことではないのだ。

　むしろ内情を知らぬ者からしてみれば、逆に何故なぜ今まで婚約していなかったのかと疑問に思うかもしれない。変わり者ではあるがその美び貌ぼうと家名は一等品のメアリと、誰もが焦がれる完璧なパトリック、文句のつけようのない組み合わせである。

「それはつまり、旦だん那な様かダイス家の当主様が婚約話を持ち出すってことですか？」

「今までアルバート家とダイス家は『手を組む』という関係ではあったけど、実質的な繫つながりは無かった。両家とも申し分ない家いえ柄がらなのに……どうしてか分かる？」

「そりゃ、両家に同年代の子供が生まれなかったからじゃないですか」

「そうね。でも貴族なんて政略結婚が当然の世界よ。同年代と言わず、十も二十も離はなれた相手に嫁とつがされる、なんてことも少なくないわ」

「それは……確かにそうですね。でもアルバート家もダイス家も、そこまで必死に政略結婚する必要もないでしょ」

「重要なのはそこよ」

　頷うなずきながら、メアリがスコーンを一欠片かけら口に放ほうり込んだ。

　焼きたてのスコーンは口に入れた瞬間に香こうばしさと程よい甘さが伝わり、今すぐに厨ちゆう房ぼうに走っていってパティシエを褒ほめたたえたくなる美味おいしさだ。どうやらアディも気に入ったようで、真しん剣けんな表情でメアリの話を聞きつつも手がスコーンに伸びている。ちなみに、これで三つ目である。

「アルバート家とダイス家は両家とも権力があり、他の家など取るに足らない規模よ。だからこそ、両家の間で政略結婚なんて出来なかったの」

「と、言いますと？」

「両家とも、結婚に関しては数多あまたの申し出の中から一番条件の良い家を選んできた。その余よ裕ゆうが、そっくりそのまま両家の権けん威いに繫がるのよ」

「確かに、アルバート家もダイス家も、いつだって選ぶ側でしたね」

「そんな両家が年の離れた子供を結婚させたとなれば、何かあったと思われかねないわ」

　政略結婚とは、結局のところ親の野心である。

　新たなパイプを作りたい、今の繫がりをより深いものにしたい、果てには結ゆい納のう金が欲しい……目的は様々で、その代わりに娘を、時には息子むすこさえも差し出すのだ。逆に言えば、政略結婚に必死な家はそれほど野心があるか、もしくは相手方の支し援えんを必要としているということでもある。

　だからこそ、アルバート家とダイス家は親交を深めつつ、子供達を差し出すような真似まねはしなかった。選んでもらうよりも選ぶ方が優位に立てるし、互たがいに余裕を見せつけたかったのだ。

「というのが今の両家の現状よ。だけどそれが崩くずれた」

　淡たん々たんと喋しやべりながら、メアリがもう一欠片スコーンを口に含ふくむ。

「パトリックと私は年が近く、仲も悪くない。むしろ傍はたから見れば仲睦まじいお似合いのカップル。つまり、両家が待ち望んだ政略結婚に見えない男女」

　例えば今この瞬しゆん間かんに婚こん約やく発表がされたとしても、世間はさほど驚おどろきもしないだろう。もちろんそこに政略結婚の匂においを嗅かぎつける者もいないはずだ。昔から親しかった二人が幾いく度どとなく手を取り踊おどり、そうして年とし頃ごろになって結ばれただけに過ぎない。

「外部の者には悟さとられず、両家の繫がりはより深いものになる。お父様たちからしてみれば、万ばん事じ全てが上手うまくいって万々歳といったところでしょうね」

　溜息混じりに紅茶をすするメアリに、アディが彼女をジッと見み据すえた。

　メアリの話し方はまるで他人ひと事ごとといった様子で、年頃の少女が恋れん愛あいを語る熱っぽさも無ければ、ましてや自分の知らぬ所で婚約させられると嘆なげく様子もないのだ。

　あくまで淡々と、まるでこうなることが昔から分かっていたと言わんばかりである。

　確かにメアリにはゲームとしての知識がある、この婚約もストーリーの一部として事前に予想していたのだろう。それにしても、ゲームの記き憶おくが蘇よみがえってから考えたにしては妙みように落ち着き払はらっている。むしろずっと昔から、それこそゲーム等関係なくこうなるはずだったと言いたげだ。

「……お嬢じよう、もしかして昔からパトリック様と結けつ婚こんする気だったんじゃ」

「結婚させられるんだろうなとは思っていたわ。まぁ、よく知りもしない男の所に嫁がされるなら、パトリックの方が良いわよね。気心知れてるし、それに……」

「それに？」

　チラとアディに視線を向けるも、メアリがすぐさま「何でもないわ」と話を濁にごした。

　そうして何食わぬ顔で紅茶に口をつける。ほのかな甘さと果物の香かおりが口内に広がり、空になったカップを見たアディが新たに注ぎいれた。

「でもあの子アリシアがいる以上、この婚約も上手くはいかないでしょうね」

　あっさりと言い切り、メアリが二つ目のスコーンに手を伸ばした。

　メアリの父親とパトリックの父親が楽しそうに談だん笑しようしながら姿を現したのは、ちょうどその時である。







　それから数日後、案の定メアリとパトリックは婚約させられた。

　その話題は社交界に一気に広がり、二日の休日を挟はさんだ翌日、休み明けのカレリア学園はその話題で持ちきりだった。おかげでメアリは朝から祝われ嫉しつ妬との炎ほのおに晒さらされ、昼休みには諸悪の根源だと父親を恨うらみ始めていたほどだ。それどころか、こんな状じよう況きようでも高飛車に自じ慢まんしていたゲームのメアリを褒めたい気分にさえなっていた。

　それほどまでに酷ひどいのだ。朝からひっきりなしに声を掛かけられる。両家の規模を考えれば祝われるのは当然で、ここで祝ってご機き嫌げんを取っておけば自分にも両家絡がらみの良りよう縁えんが舞まい込むかもと打算を抱いだくのも分かる。

　だが分かっていてもうんざりしてしまう。とりわけ、令れい嬢じようらしからぬ一面から変わり者と言われ、周囲と一線を画していたメアリにとって、この状況は耐たえ難がたいものだった。




　それでもなんとか取り繕つくろって、ようやく迎むかえた放課後。

　もう何十人……下手すれば何百人目になるかもしれない祝いの言葉を受け取ったメアリは、その言葉と一いつ緒しよにパトリックからの呼び出しを伝えられた。

「パトリック様が、私を？」

「はい、なんでもお話ししたいことがあるそうです」

「そう、わざわざありがとう」

「いえ。このたびは御ご婚こん約やくおめでとうございます」

　ペコリと頭を下げ、女子生徒が去っていく。

　その背中を眺ながめつつ軽く溜ため息いきをつき、人の波が途と絶だえたのを見計らって腰こしを上げた。







　放課後だけあって校内に人は少なく、それでも擦すれ違ちがう生徒達から祝いの言葉を貰もらいながら、メアリは廊ろう下かを歩いていた。もちろんメアリの隣となりにはアディ。本来従者なら主人の後ろを歩くべきなのだが、

「あんたもいっぺん自分より頭一つ二つデカい男に付いて回られると良いわ。神経磨すり減へるわよ」

　というメアリの一言により、今では隣を歩くのが当然となっている。

「さて、どう振ふられるのかしら」

　ポツリと呟つぶやかれたメアリの言葉に、アディが怪け訝げんそうな表情で彼女の顔を覗のぞき込んだ。

「振られるって、やっぱりそのことなんでしょうか」

「そう考えて間ま違ちがいないでしょ。ゲームのメアリはこっ酷い振られ方をしたみたいだけど、さて私はどうなるか」

　クツクツと笑うメアリは楽しそうにさえ見え、アディが呆あきれたように溜息をついた。




『ドラ学』のパトリックは令嬢メアリを心の底から嫌きらっていた。

　我が儘ままで高飛車、なんでも自分の思い通りにいかないと癇かん癪しやくを起こし、すぐに親の名を持ち出して相手を陥おとしいれる。そんな『嫌な令嬢』を絵にかいたようなメアリを、プライドは高いがそれに見合った努力を怠おこたらずにいたパトリックが好くわけがないのだ。

　それでも両家の関係があってかパトリックはメアリを優先していたが、無む理り矢や理りに婚約させられついに立ち向かう。今までは親のため家のためと大人しく従っていたが、アリシアと出会い、本当に自分が大切にすべきもの、そして目指すべき姿を見つけたのだ。

　その反動かはたまた今までの鬱うつ憤ぷんか、婚約を破は棄きした際のパトリックの態度はよっぽどだったようで、パトリックに振られたと主人公に怒ど鳴なり散らすメアリの鬼き気き迫せまる勢いはプレイヤーも息を吞のむものだった。──ゲーム上で描えがかれていないからこそ想像が膨ふくらみ、「いったい何を言ったらこんなに怒おこらせられるんだ」と一時期話題になったほどだ──

　わけが分からず怯おびえる主人公に「あんたのせいで！」と繰くり返し「庶しよ民みんのくせに！」と罵ば倒とうする。その後追いかけてきたパトリックに咎とがめられるが、それでも睨にらみつけるメアリの描びよう写しやは生々しく、薄うすら寒いものがあった。

　それほどまでに酷く、悪役令嬢メアリはパトリックに拒きよ絶ぜつされたのだ。

　そして今、メアリもそれを受けに目的地を目指している。




「しかし、好きでもない男に振られるってのも妙な話よね」

「お嬢……随ずい分ぶんと余よ裕ゆうですね」

「そりゃ、振られるのは分かってることだし」

　傷つきようもないわ、と苦笑さえ浮うかべるメアリに、アディが僅わずかに目を細め……ふと、足を止めた。つられてメアリも足を止め、「どうしたの？」と彼を見上げる。

「もしかしたら、アリシアちゃんは身を引くかもしれません」

　そう呟くアディの言葉に、メアリが首を傾かしげた。

　身を引く、ということは、つまりアリシアがパトリックを諦あきらめるということだろうか。だがそう言われたところで理由一つ思い浮かばず、メアリがまさかと言いたげに首を横に振った。あの二人は傍から見ていて分かるほどに相思相愛なのだ。おまけに、本来なら二人の障害になるはずの自分は振られる気満々である。

「まさか、ゲーム云うん々ぬん抜ぬきにしても二人は相思相愛なのよ。アリシアが退ひく理由が無いわ」

「二人は身分が違うじゃないですか」

「そんなの、パトリックは気にしないでしょ」

　パトリックを良く知るメアリだからこそ、彼がたとえどんな身分の違いがあろうと何かを──それも愛した人を──諦めるとは思えずにいた。

　彼は一見クールと見せかけてその心根は誰だれより熱く、一度欲しいと思ったものは何をしてでも、そしてどんな努力をしてでも手に入れる貪どん欲よくな男だ。そこに身分も階級も関係ない。必要とあれば全すべてを覆くつがえす、パトリックにはその才能と実力がある。

　そう説明するもアディはなにか思いつめた表情のまま「ですが……」と呟いた。

「俺はアリシアちゃんが身を引くと思います」

「他ほかの誰でもなく、パトリック本人が良いっていうのよ？　何も問題ないじゃない」

「それでも！」

　突とつ然ぜん声を荒あららげたアディに、メアリが驚おどろいて目を丸くした。

「それでも身を引こうと思ってしまうんです。いくら好きでも、心の底から愛していても、自分のレベルに落としてしまうことが耐えられないんです。それならいっそ自分が身を引いて、生活も気品も家いえ柄がらも全て釣つり合った相手と一緒になって、誰からも祝福されるような幸せな道を歩んでほしいと……」

　ふと、訴うつたえていたアディが我に返ったように言こと葉ば尻じりを弱めていった。

　そうして最後に口にした、

「……幸せな道を歩んでほしいと、そう思ってしまうんです」

　という言葉は、まるで独り言のように彼の口の中で小さく呟かれて消えていった。

「アディ、どうしたの……」

「いや、あの……俺の知り合いが……そう、俺の知り合いが、身分の違う人に惚ほれていて。それで……」

　しどろもどろで説明するアディに、メアリが不思議そうに彼を見上げた。自分の主人に対して常つね日ひ頃ごろキッパリと──要いらないことまで──発言するアディらしくない。視線もどこか逃にげるように彷徨さまよい、果てには、

「なにか飲み物を買ってきます」

　と、もと来た道を戻もどってしまった。

　残されたメアリは、ただ茫ぼう然ぜんとしながら小さくなっていくアディの背を見つめ、ようやく我に返るとまだ落ち着きを取り戻せずにいる胸むな元もとを押さえた。

「ビ、ビックリした……」

　そう呟くのが精せい一いつ杯ぱいだった。




　このままアディが戻ってきたところで、なんと声を掛ければいいのか分からない。そう判断し、メアリは足早に目的の教室へと向かった。

　既すでに教室内にはパトリックとアリシアがおり、メアリの姿を見るとパトリックが「わざわざ悪いな」と困ったように笑った。彼の隣に立つアリシアは見ているこちらが哀あわれに思えるほど眉まゆ尻じりを下げ、今にも泣き出しそうな表情をしている。……いや、目元がほんのり赤くなっているところを見るに、数分前まで泣いていたのかもしれない。

　そんなアリシアはメアリの姿を見るとビクリと肩かたを震ふるわせた。それに気付いたパトリックが、気き遣づかう様に優やさしく彼女の小さな肩を撫なでる。

「メアリ、呼び出した理由は君なら察しがついているだろ」

「えぇ、わざわざ振られに来てあげたわ」

　メアリがニヤリと口角を上げる。

　その不敵な笑えみを前にパトリックが苦く笑しようを強め、アリシアだけが二人のやりとりに元々青かった表情を更さらに青ざめさせた。

　そうして、割って入るように「待ってください！」と声を上げる。

「メアリ様、私は……私はお二人の婚こん約やくを……！」

「アリシア、さっきも言っただろ」

「でもパトリック様、私はやっぱり……貴方あなたは誰からも祝われるような、そんな結けつ婚こんをするべきだと思うんです」

　涙なみだながらに語るアリシアに、メアリは先さき程ほどのアディの言葉を思い出した。

　二人の会話から考えると、彼女はやはり身を引こうとしているのだろうか。現にアリシアはパトリックとメアリこそが正しい婚約の形だと訴えている。確かに身分や周囲への影えい響きようを考えればそのとおりだ。政略結婚となれば、アルバート家の令れい嬢じようとダイス家の嫡ちやく男なん以上の組み合わせはない。

　もっとも、そこに本人達の意思など微み塵じんも組み込まれていないのだが、元より政略結婚とはそういうものである。

　そうしてしばらくはアリシアの訴えを聞いていたが、涙ながらに訴える彼女の話とそれを制止するパトリックのやりとりでは埒らちが明かないと判断し、メアリが小さく溜息をついた。




「田舎いなか娘むすめが、この私に男を譲ゆずるつもり？」




　と、不満気にアリシアに問いかける。

「メアリ？」

「……メアリ様？」

　突然のメアリの態度に、パトリックとアリシアが驚いたように目を丸くした。

　そんな二人を他所よそに、メアリが更に不敵に笑って続ける。

「このメアリ・アルバートが田舎娘のおさがり男で喜ぶと思ったのかしら」

　ふっと笑い飛ばす様さまはまさに悪役そのもの。

　しかしその真意を知る二人に傷付く様子も、ましてやこの侮ぶ辱じよくに対して激げき昂こうする様子もない。当然だ、この場においてメアリの言葉は暴言ではない。なんとも彼女らしく捻ひねくれて分かり難にくい、それでいて彼女なりに二人の関係を肯こう定ていする言葉なのだ。

「メアリ、今回の件は全て俺のせいだ。婚約破は棄きに関して、全て君の都合の良い理由をつけてくれて構わない」

「あら、それは助かるわ」

「メアリ様……私、メアリ様の邪じや魔まをしたかったわけじゃないんです。お二人はとてもお似合いだと思っていました。だから……」

「田舎娘に惚れるような男、こっちから願い下げよ」

　キッパリと言い切り、メアリがパトリックに視線を向けた。

　アリシアの肩を抱だく彼の目に迷いはない。メアリの視線を受け、応こたえるように真っ直すぐ見つめ返してくる藍あい色いろの瞳ひとみは、涼すずやかな色合いだというのに熱を感じかねないほどに真しん剣けんみを帯びている。

「俺は今まで両親の望むまま、ダイス家を背負う者になるよう生きてきた。だがこれからは違ちがう、俺はアリシアの望む男になる。アリシアと共に生きていく」

　そう宣言するパトリックの言葉に、メアリが満足そうに頷うなずいた。

　パトリックはまさに貴族の子息といった男だ。両親がそう彼を育て、彼もそれに応えてきた。そして今、彼は今までの全てをなげうってでもアリシアと共に生きることを決めたのだ。

　これは良い男を逃のがしたものだわ……と、思わず内心でそんな皮肉が浮かび、メアリが小さく笑った。

「それで、貴方の御ご両りよう親しんはどうなさるつもり？　せっかく理想通りに育てた息子むすこが、よりによって庶しよ民みんの娘を選んだのよ。卒そつ倒とうしてもおかしくないわね」

「説得するしかないだろうな。それでも理解してもらえないなら、俺は喜んでダイス家の名を捨てよう」

「そんな、パトリック様っ！」

　青ざめたアリシアがパトリックの腕うでを摑つかむ。

　その姿に、メアリの脳のう裏りに先程のアディの言葉が浮かんだ。

『自分と同じレベルに落とす』

　たとえそうなったとしても、パトリックの気品も才能も、何一つ失われるものではない。

　当然だ。彼の品格は家名に頼たよるものではなく、彼自身が努力と才能によって得たものなのだ。あくまで家名は元あるものの付ふ与よ価値でしかない。それに、パトリックなら庶民の身分になったとしてものし上がることが出来るだろう。多才な男なのだ、案外に一代で貴族に並ぶ地位を手に入れるかもしれない。

　だがアリシアにとってみれば、彼から家名を、それどころか家族の繫つながりまでも奪うばったことになる。それに対して与あたえられるものといえば、質素が常の庶民の生活だ。貴族の暮らしとは比ひ較かくにもならないほど不便で、華はなやかさの欠片かけらもない日々。のし上がれるかもしれないが、その為ための努力はそもそも自分を選ばなければ要らぬものなのだ。愛の代だい償しようと言えば聞こえは良いが、失うものが多すぎる。

　それを自覚し恐おそれているのだろう、アリシアは瞳に涙を溜ためながら必死にパトリックの腕を引き「いけません」と繰くり返している。

　そんな彼女を眺ながめ、メアリはゆっくりと瞳を細めた。アディの話を聞かなかったら、果たして自分はアリシアの気持ちを理解できただろうか。

　だが理解したところで……とメアリが再び口角を上げた。

　アリシアの言い分もパトリックの言い分も分かる。アリシアの為に生きようとするパトリックの決意も、対して彼から全すべてを奪うことを恐れるアリシアの気持ちも、どちらも理解できる。




　理解できるからこそ、ここは両者の意見を考こう慮りよ……などするわけがなく、全て無視するのがメアリ・アルバートだ。




「そんなに必死になって引き留めて、もしかしてパトリックの家名が目当てだったのかしら？」

　正体を暴あばいてやったと言わんばかりに、メアリが皮肉を込めて笑う。

　それを聞いたアリシアが息を吞のみ、青ざめた顔ながらにメアリを睨にらみつけた。

「なんてことを言うんですか！　私が好きなのはパトリック様ご本人。家名が無くなろうが、お慕したいする気持ちは変わりません！」

　メアリの言葉を受け、アリシアが涙ながらにそれでも今までになく強く言いきった。それを受けて、メアリが思わず溜ため息いきをつく。

「なら何も問題ないじゃない。それとも痴ち話わ喧げん嘩かを見せつけたいのかしら」

「あ、メアリ様……私……」

　グス、と洟はなを啜すすりながら潤うるんだ瞳でアリシアがメアリに視線を向ける。それに対して、メアリはもうウンザリだと言いたげに片手を軽く振ふって話を無む理り矢や理り終しまいにした。

　涙ながらの「ありがとうございます」等という言葉は、到とう底てい悪役に向けられるべき言葉ではないのだ。憎ぞう悪おされて喜ぶ趣しゆ味みもないが、かといって感謝されるのも恥はずかしくて好きではない。

「流石さすがに『おめでとう』なんて言ってあげないわよ。でもまぁ、お祝い代わりにお父様の説得ぐらいなら任されてあげるわ」

「君らしい祝いだな。メアリ、ありがとう」

　安あん堵どしたかのようなパトリックの声に、メアリがいよいよこの場に居られないと踵きびすを返した。

　振った女を前に幸せそうな姿を見せつけ、その挙げ句に感謝の言葉など、悪役令嬢でなくとも激昂しそうなものだ。




　そうしてメアリがさっさと退散しようと教室の扉とびらを開け……壁かべにもたれかかるようにして待っていたアディに目を丸くした。

「盗ぬすみ聞きなんて行ぎよう儀ぎが悪いわよ」

「あの状じよう況きようで入れるわけがないでしょう」

「まぁ確かに。で、飲み物は買ってきたの？」

「……え？」

　何の話ですか？　と間ま抜ぬけな声を出したアディが、数秒して思い出したのか見てわかる程に慌あわてだした。

「えっと、あの、食堂！　そう、飲み物を買うより話が終わってから食堂に行ってお茶でもしようと思ったんです！」

「……なんか白々しいけど、騙だまされてあげるわ」

「まだ人がいたら紅茶にケーキも用意してもらいましょう。なんていったって、今日は記念日ですからね！」

「記念日？　パトリックとアリシアの婚こん約やく記念日なら、少し気が早いんじゃない？」

「いえ、今日はお嬢じようの振られ記念日です」

「お望みなら、あんたの解かい雇こ記念日に変えてあげるわよ」

　相変わらず従者らしくない態度に──それどころか、今まさに振られたばかりの女性に対する態度ですらない──メアリがジロリと睨み上げた。だがやたらと嬉うれしそうなアディの表情に拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。この従者、主人が婚約破棄されたことがよっぽど嬉しいらしい。

　そんなアディに文句を言う気にもならずメアリが溜息をつけば、背後からそれはそれは嬉しそうに自分の名を呼ぶ男女の声が聞こえ、メアリが再び深い溜息をついた。




　なお、パトリックとの婚約破棄を父に伝えたところ、開口一番、

「あぁ、やっぱり」

　で、おまけに、

「彼パトリツクならお前を引き取ってくれるかと思ったんだけどなぁ」

　とまで言われ、これには流石さすがのメアリも泣きそうになった。
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「アディが呼んでる？」

「はい、なんでも聞きたいことがあるから、部屋に来てほしいそうです」

　そう伝えるメイドに、メアリがいったい何だろうと首を傾かしげた。

　時刻はすでに遅おそく、そろそろ寝ねようかと思い始めた頃ころだ。こんな時間に呼び出すのだから、急を要する用件なのだろう。だがメイドに聞いたところで分かるわけがなく、就しゆう寝しんの挨あい拶さつと共に彼女を下がらせ、メアリは上着を羽織って自室を後にした。




　アルバート家の屋や敷しきは広く、住み込みで働く者も少なくない。

　そういった者はみな敷しき地ち内にある従業員用の寮りように住んでおり、アディもまたその一人である。

「ここを通るのは久しぶりね」

　そう一人呟つぶやきながら、メアリが従業員用の寮内を歩く。

　幼い頃は建物の違ちがいが分からず、頻ひん繁ぱんに忍しのび込んでは目につく扉をノックして遊んだものだ。ここに来れば暇ひまな従業員が居て誰だれかしら遊んでくれる……そんな風に考えていた。──休日という概がい念ねんがまだ無かったころだ。彼等の貴重な時間を潰つぶしてしまったことを、今では申し訳なく思う──。

　だが大人になるにつれこの建物と本ほん邸ていの違いを理解し、立ち入るのを控ひかえるようになった。勿もち論ろんそれは格差がどうの、よく聞く「主人が使いの住まいに行くなど云うん々ぬん」といった考えではない。たんに雇こ用よう主の娘むすめとして彼等の私生活の領域に立ち入るのが気が引けたからだ。無ぶ遠えん慮りよに自分の領域に踏ふみ込まれるのがどれだけ不快かは理解している。

　そんなことを考えつつ歩き、ふと一室の前で足を止めた。アディの部屋だ。茶色いシンプルな扉には彼の名前のプレートが掛かけられている。

　それを一いち瞥べつし、メアリがゆっくりと扉をノックし……。

「入ってます！」

　という、わけの分からない声に目を丸くした。




　そりゃ入ってるでしょうよ。




　と、そんなことを考えて数分。

「お、お待たせしました……」

　若じやつ干かん息を荒あららげながら顔を出したアディに、メアリは溜息をつくと促うながされるまま彼の部屋の中へと入って行った。




　従業員用の寮と言えど、そこはアルバート家である。一人で住むには十分すぎる広さの部屋とキッチン、それどころか風ふ呂ろまでついており、寮内には食堂や共有施し設せつも備わっているが使わずとも生活できるようになっている。従業員用の寮にしては豪ごう華かな作りであり、これほど良い環かん境きようを提供している家は他ほかにないだろう。

「ちょっと散らかってますけど、どうぞ座ってください」

「散らかっているというか……」

　促されるままクッションに腰こしを下ろしつつ、メアリが部屋の一点に視線を向けた。比ひ較かく的てき小こ奇ぎ麗れいに整せい頓とんされている部屋の一角……。

「あの、いかにも『やましいものを慌てて一か所に集めて上から布をかぶせました』っていう山が気になるんだけど」

「い、いったいなんの話をしてるんですか？　山なんて、俺の部屋にはありませんよ」

　いやだなぁ、と白々しい笑いで誤ご魔ま化かすアディに、メアリが冷ややかな視線を向ける。そうして彼が飲み物を用意しようとキッチンへと向かうのを見て、そっと山へと近付き……

「飲み物を用意しますから、大人しく、座って待っていてください」

　と、キッチンから顔を出してやたらと強調してくるアディの言葉にピタリと足を止めた。

　彼の真しん剣けんな表情と有う無むを言わさぬ錆さび色いろの瞳ひとみの威い圧あつ感かんといったらない。つまりそういうことなのだろう。釘くぎを刺さされたのならばそれに従おうかと、メアリがクッションの上で一息つき……ふと、視線を落とした。

　なにか違い和わ感かんがする。座り心地ごこちが悪い。まるで何かクッションの下にひいてしまっているような……。

　いったい何だろうとメアリが横に移り、クッションの下を確かく認にんすべく手を伸のばし、

　ガッ!!

　と音をたてて、叩たたきつけんばかりに置かれたカップに思わず手を止めた。

「紅茶が、はいり、ました」

「……そう、ありがとう」

　アディの鬼き気き迫せまるオーラに、メアリがクッションへと伸ばしかけた手をヒョイと進路変へん更こうさせてカップへと向かわせる。これまた、つまりはそういうことなのだろう。詳くわしく追つい及きゆうしない代わりにお茶ちやうけを要求すれば、アディが改めて、

「大人しく、座って、なにも探らず、待っていてください」

　と念を押して再びキッチンへと向かっていった。要求が一つ増えているわけだが、やはりそういうわけなのだろう。これに関してメアリとしては文句の一つでも言ってやりたいところであった。

「あんたが呼んだんだから、やましいものは事前に隠かくしておきなさいよ」

　と。だが流石さすがにアウェーなので黙だまっておく。たとえアルバ─ト家の敷地と言えど、ここはアディの部屋なのだ。

　そうして、机の上に淹いれたての紅茶と、それに軽めのお茶うけを用意して、ようやっと本題に入る。

「で、なんで私を呼んだわけ？　普ふ通つう、用があるなら貴方あなたが私の部屋に来るべきでしょ」

「そんな、俺なんかがこんな時間にお嬢じようの部屋に行けるわけがないじゃないですか。無礼にも程ほどがありますよ」

「え、それで私を呼んだの!?　とんだ本ほん末まつ転てん倒とう野や郎ろうね！」

　いったいどういう理論なのかさっぱり分からないが、律りち儀ぎに、

「ご足労いただき、ありがとうございます」

　と頭を下げるアディに、メアリが呆あきれてものも言えないと代わりにティーカップに口を付けた。

　確かに、従者がおいそれと主人の自室に上がることは許されない。とりわけ、アディは男でメアリは女なのだ。更さらにこんな時間となれば、要いらぬ誤解を招いて無礼どころでは済まされない可能性もある。といっても、ならば主人を部屋に呼べば良い、等と言う話でもない。当然だが、そんなことをしでかせば男女だの時間だの関係なく下手をすれば解かい雇こまっしぐらだ。

　だからこそ、メアリが、

「まかり間ま違ちがってもお父様達にこんな真似まねするんじゃないわよ」

　と釘をさせば、アディが慌あわてて首を横に振ふった。

「そんなまさか！　いくら話があったとしても、こんな遅くに旦だん那な様達のお時間を頂くわけないじゃないですか！」

「……丁度いい機会だわ。本題が終わったら、日ごろ後回しにしている件についてじっくり話し合いましょう」

「うえ!?　いや、あの、と、とにかく今は本題です！　すべてはそれを話し終えて、時間が余ったらにしましょう！」

「その本題とやらがしょうもないことだったら、クッションの下にあるものを暴あばいて、あの山の布をはぎとって、解雇通知を叩きつけてあげるから覚かく悟ごして話しなさい」

　メアリの言葉に、アディが乾かわいた笑いで返す。誤魔化すようなその表情は何とも言えず、相変わらずだと思いつつも毒気を抜ぬかれてしまう。──そうしてまた、この件も有う耶や無む耶やになってしまうのだ──。




　それでもようやく本題を話す気になったのか、場の空気を変えるようにアディがコホンと咳せき払ばらいをして、ジッとメアリの瞳を見つめた。真剣なその表情はつい先ほどの不ふ真ま面じ目めな従者のものではなく、時折彼が見せる、凜り々りしいとさえ感じる男らしい表情だ。

「お嬢、正直に答えてください。なんで悪役をやろうなんて考えてるんですか」

「そんなの、私がメアリ・アルバートだからに決まってるじゃない。悪役を貫つらぬいて没ぼつ落らくするのが決まりよ」

「いいや、貴女あなたはそんな簡単な理由で動く人じゃないし、悪役なんて柄がらじゃないでしょ」

「あら、私が悪事の似合わない聖女ってことかしら」

「いいえ、まったく、微み塵じんも、これっぽっちもそんなこと思ってませんけど」

「ぜ、全否定!!」

　もう少しフォローしなさいよ！　と訴うつたえるメアリに、対してアディが再び咳払いをした。わざとらしいその咳払いは「冗じよう談だんでは誤魔化されません」とでも言いたいのだろう。それを理解し、メアリが観念したかのように溜ため息いきをついた。普ふ段だんならば後ろ暗いことがあっても二、三の冗談めいたやりとりで誤魔化せるものの、どうやら今日のアディはそれを許してくれないらしい。

　ならば正直に話そうかと、メアリが一呼吸置くように紅茶を一口含ふくんだ。コクンと飲み干せば程よい甘みと果物の香かおりが口内に広がり、長丁場になるであろう喉のどを潤うるおしてくれる。

「そこまで言うなら教えてあげる。悪役令れい嬢じようなんて、元々興味なかったのよ」

　そう呟つぶやくように話すメアリの言葉に、アディがやはりと言いたげに頷うなずいた。




　元々、メアリは悪役令嬢とは程遠い性格である。

　といっても分け隔へだてなく優やさしい聖女と言うわけでもない。他者と一線を画する傾けい向こうにあり、仮に嫌きらいな相手が居ても嫌いやがらせをする程の熱意が無い。

　苦手だ、嫌いだ、そんな負の感情を抱いだいたとしても、当たり障さわりなくやんわりと距きよ離りを取り、徐じよ々じよにフェードアウトしていく。自分のテリトリーから故意に追い出したり、ましてや親の権力を使って蹴け落おとしたり等、メアリから言わせてみれば「よくそこまで嫌いな相手に労力を割さけられるわね」である。

　そんなメアリなのだ。どれだけ身分が低かろうと、そのくせカレリア学園に通っていたとしても、顔も見たことのない少女アリシアに最初から敵対心を抱いて嫌がらせをするわけがない。たとえゲームの記き憶おくがその役に徹てつしろと訴えていたとして、メアリ・アルバートがそんなものに従うわけがないのだ。

「お嬢、貴女あなたは誰だれよりプライドが高い。だからこそ、たとえ前世の記憶があろうがこの世界がゲームだろうが、悪役令嬢なんてやるわけがないんです」

「あら、随ずい分ぶんはっきりと言い切ってくれるのね」

「俺は誰より近くで貴女あなたを見てきました。だからこそ言える、悪役令嬢メアリは、貴女が一番嫌うタイプの人間です」

　はっきりと言い切るアディの言葉に、メアリが僅わずかに口角を上げた。




　メアリ・アルバートは変わり者の令嬢である。王族に次ぐ権力を持つアルバート家の娘むすめでありながら、それをひけらかすこともなく、悪用することもない。メアリが望めばカレリア学園だって思いのままに動かせるのに、本人にそんな気は微塵もなく、学園のやり方に大人しく従って目立つこともなく気ままに暮らしている。

　それどころか、必要とあらば使いがやるような事でも平然とこなし、時間短縮のために自転車に乗る程なのだ。アディのおおよそ従者とは思えない態度にも文句を言えど罰ばつすることは無く、他ほかの召めし使い達が同様な態度を取ってもさして気に掛かける様子も無い。先日など、人手が足りず頼たのまれたからと厨ちゆう房ぼうで豆のサヤ取りをしていた。──もちろん「ねぇ、私はこの家の娘なのよ？　ねぇ、みんな聞いてる？」と文句は言っていた。……豆のサヤを取りながら──。

　そんな貴族らしからぬメアリを、カレリア学園の生徒達は遠巻きに眺ながめ、時には小声で笑う者さえいた。とりわけ、メアリはパトリックと親しく、ほぼ全すべてと言える女生徒の嫉しつ妬とを買っていたのだ。嫉妬と冷やかしが合わされば、向けられる視線がろくな物にはならないのは言うまでもない。おかげで「貴族の令嬢らしくない」「アルバート家らしくない」という冷ややかな声が常に付きまとっていたが、別段メアリは気にもとめていなかった。

「そんなお嬢が、ゲームの記憶が蘇よみがえったくらいで悪役令嬢を目指すなんておかしいと思ったんです」

　迷いなく言い切るアディに、メアリが肩かたを竦すくめた。

「そのとおりよ。いくら目的のためとはいえ、あんな無ぶ様ざまな女に成り下がる気はないわ」

　そう言い切るメアリの声こわ色いろは随分と冷ややかで、彼女の本質を知らぬものが聞いたら耳を疑っただろう。令嬢を取り繕つくろう時も、変わり者のメアリでいる時も、どちらの彼女もこんな冷え切った声は出さない。

　だがこの声に覚えのあるアディは、寒気すら覚える冷ややかな声と、そして何かを見み据すえるかのような鋭するどい瞳ひとみに、メアリのプライドの高さを再さい認にん識しきしていた。

　従者に不ふ遜そんな態度を取られ、学園では変わり者と囁ささやかれ、それでも気にも留めないメアリはプライドが無いとさえ言われていた。だがそれは間違いであり、たんにプライドの在り方が違ちがうのだ。

　たとえどれだけの人数がメアリの陰かげ口ぐちを叩たたこうと、嫉妬から謂いわれのない悪評を流されても、メアリのプライドはそれらとは全く別のところにある。ゆえに傷一つとしてつかず、常に飄ひよう々ひようとしていた。だからこそ誰も気付かない。もしくは、気付いたときは既すでに遅おそいかだ。パトリックがメアリやアディの在り方に口を挟はさまなくなったのも、彼が一度メアリのプライドの片へん鱗りんを見たからである。

　だからこそ、アディは考えていた。彼女が悪役令嬢など目指すわけがない。そして現にメアリはゲームの悪役令嬢になる気は無かったという。それでもゲームのメアリに倣ならう様に──ほぼ失敗に終わっているが──アリシアの邪じや魔まをしていたということは、つまりメアリは……。

「……没落だけが目的ですか」

「あら、なにを今いま更さら。私、今まで『没落を目指す』とは言っても、『悪役令嬢になりたい』なんて一度たりとも言った覚えは無いわ」

　さも平然と言い切るメアリに、アディが思わず頭を抱かかえた。

　なんて御お方かただ……と思う反面、これこそがメアリ・アルバートじゃないかとも思えてしまう。

「それで、そもそもなんで没落を目指してるんですか？」

「……ねぇ、アディ。アルバート家は大きいと思わない？」

　話しながらメアリが空になったティーカップを差し出せば、それに気付いたアディが注ぎいれてやる。満足そうにそれを受け、ふいにメアリが視線をカップから窓の外へと移した。




　夜の暗くら闇やみの中、アルバート家の屋や敷しきが見える。

　今の時間ではほとんどの部屋の明かりが落とされ、暗く巨きよ大だいな屋敷にしか見えない。だが日中、日の光を受ければいかに財力を注いで建てられたかが一目で分かるはずだ。

　ヒビ一つ入っていない壁かべに、窓まど枠わくには細かな細工、常に美しく磨みがかれた窓からは芸術品の並ぶ廊ろう下かが見えるだろう。正面玄げん関かんにはステンドグラスがあるが、残念ながら屋敷の裏手にあるこの建物からは見えない。

　国内をいくら探してもここまでの屋敷は無いはずだ。いや、国外にもあるかどうか。だからこそ、初めて見る者はその豪ごう華かさに圧あつ倒とうされ、それと同時にアルバート家がいかに強大かを思い知るのだ。

　貴族の屋敷は、その家の権けん威いの象しよう徴ちようでもある。

　金を掛けることで財力を、壮そう観かんな眺めを保つことで裕ゆう福ふくさを、格調高ければ高いほど権威を示す。だからこそ貴族はやたらとパーティーを開いて屋敷に人を招くのだ。

「あんな屋敷、ダイス家だって持っていないわ」

「そりゃアルバート家ですから」

「そうね。アルバート家ですものね。……だからこそよ、アディ」

　カタン、と小さく音をたて、メアリがティーカップを置いた。

「アルバート家は大きくなりすぎたわ」




　現状、アルバート家は王家に次ぐ権力を持っていると言われている。だが実際のところ王族の中でも序列の低い者はアルバート家に媚こび諂へつらい、その恩おん恵けいにあずかろうとしているのが現状である。他の貴族の追つい随ずいを許さないどころか、王家中ちゆう枢すう部ぶと同等になろうとしているのだ。

　その様さまを、末まつ端たんであろうとも王族にあたる者が自分のご機き嫌げん取とりをしている様を、メアリは幼い頃ころから見続けていたのだ。そうして、考えるようになった。




　アルバート家は大きくなりすぎた。

　手て遅おくれになる前に権力を削そぐ必要がある。




「このままいけばアルバート家は王族と並ぶ……いえ、王族を抜ぬく権威を持ちかねない。そうなれば……」

　どうなるか分かる？　とメアリが視線で尋たずねれば、自然とアディの眉み間けんに皺しわが寄った。具体的にどうなるとまでは言えないが、あまり好ましいことではないのは分かる。

　とりわけ従者という身分で貴族社会に関かかわってきたアディなのだ。その身分と生まれを盾たてに横暴な態度をとる者もいたし、理り不ふ尽じんなことを言われたことも一度や二度ではない。幸い自分の主人は寛かん大だいで──寛大、という言葉で済ませて良いのか疑問だが──不ふ遇ぐうな扱あつかいなど一度たりとも受けてはいないが、他家で働く友人は「馬車馬だってもっとましな扱いだ」と嘆なげいていた。

『貴族に生まれた』というだけで彼等は絶対的優位に立ち、権力を振ふりかざすのだ。国の頂点に王族が君臨している今でさえそんな状じよう況きようなのだから、これで仮にアルバート家が王族を抜いて『貴族国家』にでもなったら目も当てられない。

「お父様たちにその気はないようだけど、貴族至上主義者に良いい様に利用されてるのは事実よ。このままいけば、アルバート家は貴族代表として王族を超こえるわ」

「……そんな。でもお嬢じようはどうしてそれを阻そ止ししようとしてるんですか？　アルバート家が今より更さらに栄えれば、もっといい暮らしができるんですよ」

「コロッケ至上主義者にとっては今でも満足かもしれませんけど」とポツリと呟つぶやくアディに、今度はメアリがコホンと咳せき払ばらいをした。

「今みたいに他の生徒達にとやかく言われることも無くなるし、毎日三食コロッケだって叶かないますよ」

「いや、別に今だって毎日三食やろうと思えばできるわ。やらないだけよ。まぁコロッケはさておいて、確かに貴族のトップに君臨できれば生活も何もかも変わるでしょうね。……最初のうちは」

「……最初のうち？」

　どういうことですか？　と首を傾かしげるアディに、メアリが紅茶を一口すすった。普ふ段だん飲んでいる紅茶とは違った味がする。アルバート家の令れい嬢じようとして高価なものを口にしてきたメアリからしてみれば一口で安物と分かる味だ。いわゆる「庶しよ民みんの味」なのであろう紅茶をもう一口すすり、メアリがふうと一息ついた。これを美味おいしいと思えるあたり自分の舌はおかしいのかと頭の片かた隅すみで考え、それを消すように小さく溜息をつく。

「今は頂点に王族がいるから、それを追い抜くために貴族至上主義者たちはアルバート家に媚び諂ってるだけ。アルバート家の存在が彼等にとって都合の悪いものになれば、手のひら返しはあっという間よ」

「そんな……」

「お父様は才能のある方よ、海を越こえてまで事業を拡大する行動力もある。家を大きくすることに関して、現状お父様の右に出る者はいないでしょう。大きくするだけならね」

「大きくするだけ？」

「そうよ、お父様って基本的に誰だれでも無条件で受け入れるでしょ。その都つ度ど取り返してるみたいだけど、何度も騙だまされてもいるのよ」

「旦だん那な様は寛大で雄ゆう大だいで慈じ悲ひに溢あふれて、見返りなく人を信じることのできるお方です」

「相変わらず盲もう目もくね、そこまでいくとちょっと引くわよ。というか、あれは人を信じるというより、信じ過ぎよ」

「そうですね、変わり者の令嬢を矯きよう正せいすることなく好きにさせているくらいですから」

「そうよ、娘むすめに無礼な従者を見み逃のがすくらいにね」

　暴言を暴言で返し、どちらともなく一息つく。

　そうしてかたや紅茶に口をつけ、かたや茶ちや菓が子しに手を伸のばせば、メアリが「それでも」と再び話し始めた。

「それでも、貴族同士のいざこざならお父様たちだって対処できるはず。私が本当に恐おそれてるのは……王族の怒いかりを買うことよ」

「王族の怒りを、アルバート家がですか？」

「自分達を追い抜いて国の頂点に立とうとしてる不ふ埒らちな一族がいるのよ、みすみす見逃すわけないでしょ。もしも仮に王族のトップが潰つぶしに来たら、ただの一貴族でしかないアルバート家に抗あらがう術すべはないわ」

　今でこそアルバート家当主を慕したっている輩やからも、いざその時に力になってくれるとは限らない。

　メアリの見解では半数近くが形勢不利と見るや寝ね返がえり、残りの半数も無関係の中立を装うだろう。共とも倒だおれを覚かく悟ごしてアルバート家の肩かたを持ち続けてくれるのは、せいぜい片手の人数いれば良い方だ。

「だからお嬢は、今のうちに没ぼつ落らくさせようと？」

「そうよ。ゲームの末路でアルバート家は没落させられるけど、完かん璧ぺきな解体ではない。原因であるメアリを遠い地方の家にやって権威の一部を王家に返へん還かんすることで、怒りの矛ほこ先さきを収めて貰もらったみたい。それぐらいならお父様達でも立ち直れるわ」

　貴族代表として祭り上げられ用済みになるや蹴け落おとされるより、王族の怒りを買いその鉄てつ槌ついを喰くらうより、悪役令嬢メアリの引き起こす没落はまだ未来がある。『ドラ学』続編にあたるファンディスクのとある人物のルートではメアリの両親であるアルバート家夫妻がアリシアに謝罪し、王家に忠誠を誓ちかう描びよう写しやもあったのだ。

　他国にも繫つながりを持ち、それどころか海を越えた先の国とも取り引きをしているアルバート家ならば、いざという時の逃にげ場も切り札もある。確かに没落すればアルバート家は崖がけっぷちに立たされるかもしれないが、逆に言えばまだ崖の上には居るのだ。戻もどる道はある。

　本当に恐ろしいのは、崖っぷちに立たされることすらなく崖下に落とされることだ。

　王族の怒りを買い一度落ちてしまえば最後、二度と這はい上がることは出来ないだろう。

「だから、お嬢が……？」

「そうよ。悪役令嬢メアリのしたことは確かに不敬罪にあたるけど、所しよ詮せんは小こ娘むすめの男の奪うばい合い、それも軍配はアリシアに上がった。だからこそ、メアリ本人に罪を償つぐなわせたんでしょ」

「でも、だからってお嬢一人が……遠い地方に……遠い地方ぉ!?」

　アディが思い出したかのように声を荒あららげれば、驚おどろいたメアリがいったいなんだと目を丸くした。

「遠い地方って、どういうことですか!?」

「どういうって……ゲームのエピローグで語られるのよ」

　アリシアに裁かれた悪役令嬢メアリは家族からも見放され、遠い北の大地に住む親戚のもとへ追いやられる。今までの我が儘ままのツケが回ってきたのだろう彼女を庇かばうものは一人もおらず、取り巻き達も見送りすらしなかった……とエピローグで語られている。

　それを説明するもアディは目を白黒させたまま、「そんな」だの「どうしてお嬢じようが」だのと呟いている。

　それでもしばらくすれば事態を飲み込み始めたのか、未いまだ心ここにあらずといった様子だが冷静を取り戻すために紅茶を豪ごう快かいに飲み干した。

「北の大地っていうと、奥方様の親しん戚せきですかね」

「詳くわしくは分からないけど、まぁそこでしょうね。悪い所じゃないわ。ここと比べれば不便だけど、渡わたり鳥のシーズンは観光地として賑にぎわうし」

「でも、そんなところに追いやられるなんて……そんなの酷ひど過すぎじゃないですか」

「そうかしら、あそこは結構良い所よ。景色は綺き麗れいだし、季節に応じた渡り鳥は見ものだし、全ぜん寮りよう制せいの学校もきっと悪くないわ。……それに」

「それに？」

　北の大地に想おもいを馳はせているのか、どこか遠くを眺ながめるメアリに、アディがどうしたのかと続きを待つように首を傾げた。もしや彼女は北の大地に追いやられはするも、再び返り咲ざくための算段を既すでに立てているのかもしれない……と、期待すら抱いだいてしまう。

　そんなアディの期待を知ってか知らずか、メアリが瞳ひとみを輝かがやかせながらギュッと拳こぶしを握にぎりしめた。




「北の大地で渡り鳥丼どん屋を開いて、一財産築いてやるのよ！」




　大だい繁はん盛じよう間ま違ちがいなし！　と意気込むメアリに、アディが全力で溜ため息いきをついておまけに肩を落とした。体全体で脱だつ力りよくを表しているが、こうなるのも仕方あるまい。北の大地に追いやられても返り咲くかと思いきや、しっかり根付くつもりなのだ。

　どうして貴女あなたは……とアディが小さく呟くも、それを聞いたメアリが不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「なによ、文句あるの？」

「文句どころじゃありませんよ……」

「良いじゃない別に、どこに追いやられようと私は好き勝手やらせてもらうわ。それに私、お父様に似て商才と先せん見けんの明めいがあると思うのよね！」

「はいはい、そうですね。でもアリシアちゃんがこっちでファンディスクとやらをやってる最中、俺達は北の大地で渡り鳥丼屋ですか。悪役だから仕方ないとはいえ、なんだか哀あわれですね」

「…………え？」

　アディの言葉にメアリが目を丸くして彼を見た。

　意外なことを言われたとでも言いたげなその表情に、アディもまたいったい何をそんなに驚いているのかと彼女に視線を向ける。

「どうしましたお嬢、俺、なにか変なこと言いましたか？」

「え、あ……違ちがう、平気よ。そう、ファンディスクよね……ファンディスクだと……」

　僅わずかに上うわ擦ずった声でメアリが己おのれの額を押さえる。顔色もどこか悪く、アディが気き遣づかうように彼女の顔を覗のぞき込んだ。




　正直なところ、アディは『ドラ学』のストーリーがどうなろうがあまり興味が無かった。

　仮に作中で自分アデイが死んでいたとしても、「俺のくせにお嬢を残して死ぬなんて情けない」程度にしか思わなかっただろう。

　所詮はゲーム。それも、メアリだけが前世の記き憶おくとして覚えているゲームだ。信しん憑ぴよう性せいなど無いに等しい。

　それでもメアリが言っているのだからとこうやって付き合っているわけで、逆に言えばメアリ以外の誰かが乙女おとめゲームがどうの前世がどうのと言い出していれば、いかにその通りになっていたとしても鼻で笑っていただろう。だが今だけは、いったいファンディスクとやらで何があったのか気になってしまう。それほどまでにメアリの様子が一変したのだ。

「お嬢、ファンディスクじゃ俺達の出番はないんですよね？」

「……いいえ違うわ。ファンディスクで出番がないのは……北の大地に追いやられたのは、私達じゃない」

　落ち着きを取り戻すため、メアリが一度深く息を吐はいた。

　そうしてジッとアディを見つめれば、彼はまるで意味が分からないと怪け訝げんそうな表情を浮うかべている。その顔に「間ま抜ぬけな顔ね」とでも言ってやりたいところだが、数秒前の自分も同じような表情をしていたのだろうとメアリが出かけた言葉を飲み込んだ。

　そうして再び息を吐き、冷静を取り繕つくろって笑えみを浮かべた。

「アディ、あなたファンディスクではルートがあるのよ」

　ニッコリと笑って「良かったわね」とまで言ってのける。

　その見た目だけならば、今のメアリはさぞ優ゆう雅がな令れい嬢じようだろう。従者の成長を褒ほめたたえるような、傍はたから見ればそんな余よ裕ゆうさえ感じられるかもしれない。もっとも、その胸中は未だ落ち着くことなく荒あれているのだが。




『ドラ学』本編では、アディはアリシアとは恋こいに落ちない。いわゆる『非ひ攻こう略りやくキャラクター』というものだ。常に悪役令嬢メアリの背後に構え、それでいてメアリの悪行に目を背そむけている。いかにも悪役の手下である。

　だが乙女ゲームだけあってアディもまた見目が良く、どのルートでも漏れなく登場しラスボスを張るメアリの従者だけあって出番も多い。さらに、『ドラ学』の攻略キャラクターは多種多様と言えど一いつ貫かんして『高貴でキラキラした王子様系』なのだ。『身分違いの恋』がテーマの一つと言えど、流石さすがに飽あきがくる。そんな中に『仕える』という逆の立場であるアディがいれば、非攻略キャラと言えど人気が出るのも仕方あるまい。

　おまけに、学園が──それも卒業を前にした三年──舞ぶ台たいのため、攻略キャラクター達は同い年かもしくは教師という年ねん齢れい層である。対してメアリの我が儘で無む理り矢や理り通学させられているアディは、主人公より五つ年上という微び妙みような年齢差だ。

　男らしく、かっこよく、それでいて他ほかの攻略キャラクターとは違う魅み力りよくを持ち、そのうえ従者という立場で悪役ヒール。となれば人気が出て追加ルートを期待されるのも頷うなずける。もちろんユーザーの声は企き業ぎように届くわけで、ファンディスクでは彼のルートが売りの一つとされていた。

　そこで描えがかれているストーリーはこうだ。

『大学を前に王家の一員としての自覚を持ちはじめたアリシア。だがそれと同時に王族であることの息苦しさと重荷を抱かかえ、誰だれにも相談できず一人悩なやんでいた。そんなある日、王宮を抜ぬけだして遊びにきていた市街地で、アリシアは孤こ児じ院いんで働くアディを見つけ……』




「……俺が孤児院？」

　メアリの話を聞き、「なんでそんなところで？」と不思議そうに首を傾かしげるアディに、メアリはしれっと「再就職おめでとう」とだけ告げた。

　その言葉に、益々アディの頭上に疑ぎ問もん符ふが飛び交かう。

「再就職って……うちは代々アルバート家にお仕えしてるのに」

「そのアルバート家が没ぼつ落らくしたのよ。雇やとう余裕もなくなったんでしょ」

「でも、だからって……」

「向こうのゲームの貴方アデイは随ずい分ぶんと幸せそうだったわよ」




『ドラ学』のアディは主人であるメアリのことを嫌きらっていた。──むしろ、損得を抜きに考えて、彼女のことを純じゆん粋すいに慕したう人はいるのだろうか……というぐらい、徹てつ底ていして嫌な女に描かれているのだ──。

　だが代々仕える家系であり、なによりメアリに逆らえば一族もろとも潰つぶされかねない恐おそれがあり、アディは日々メアリの我が儘や八つ当たりに耐たえ、彼女の愚ぐ行こうに目を瞑つぶっていた。

　それがアリシアの一件で全すべてが解決された。

　アルバート家の従者と言う職を失いはしたが、それでももう横暴な令嬢の理り不ふ尽じんさに怯おびえることも、彼女の我が儘により傷つき蹴け落おとされていく者達の姿に胸を痛めることもなくなったのだ。

「罪つみ滅ほろぼしができるとは思えないが、それでも、これからは誰かのためになるようなことがしたい」

　そう子供たちに囲まれながら話すアディに、多くのプレイヤーが胸を打たれたはずだ。

　そしてそれはアリシアとして反映される。アディの意外な一面に触ふれたアリシアは以後なにかと理由をつけてはアディのもとを訪おとずれ、彼を許し、彼の心の傷を癒いやし、次し第だいに二人は惹ひかれあっていき……。




「と、いう感じよ」

「ちょ、ちょっと待ってください。アリシアちゃんはゲードムラ本編学で誰かしらと結ばれてるんじゃないんですか？　その人は？」

「全てなかったことになってるわ。全ての男と恋に至らないクリーンな関係！　だってファンディスクですもの！」

「そんな！　それに、アリシアちゃんは王女なんだし、そんな彼女と『没落した家の元従者』なんて本編以上に身分の差があるじゃないですか！」

「問題なし！　なんてったってファンディスク！」

「そもそも、王女がお忍しのびで庶しよ民みんと会ってたらすぐ見つかるに決まってる！」

「全てが万ばん事じ上手うまくいくのよ！　ご都合主義でプレイヤーに甘々、それがファンディスク！」

　なぜか得意気にファンディスクを語るメアリに、アディが頭を抱え込んだ。

「ファンディスク、恐るべし……」という言葉が妙みように重々しいのだが、そういうものなのだから仕方あるまい。

『ドラ学』ファンディスクである『もっと！　ドキドキラブ学園』通つう称しようもラ学はあくまでファンディスク。本編をプレイした者への御ご褒ほう美びとも言える。

　内容としては初期案や没スチルを収めたギャラリーやミニゲームなども入っており、ゆえに各ストーリーのボリュームは少なくなっている。といっても、糖度は本編より甘いのだが。それゆえご都合主義もなんのその。要はいかに甘く、それでいてロマンチックに幸せな愛を描けるかだ。そんなファンディスクなのだからメアリの出番が無いのも頷ける。

「それで、俺がアリシアちゃんと……？」

「貴方のルート、結構人気あったのよ」

「お嬢が北の大地にいるのに、俺はここで……？」

「……えぇ、そうね」

　呆ぼう然ぜんとするアディにメアリが素っ気なく返す。

　そうしておもむろに立ち上がると「それじゃ、失礼するわね」と扉とびらへと向かった。

「あ、お嬢……部屋まで送りますよ」

「結構よ。夜風にあたって考えたいことがあるの」

「でも……」

「ここはアルバート家の敷しき地ち内よ。隣となりの建物に帰るだけじゃない」

「顔色が優すぐれません。心配ですから……」

「お互たがい様ね」

　クスと笑い、メアリが扉のノブに手をかけた。

　そうして追いかけようとするアディに「紅茶ごちそうさま。美味おいしかったわ」と暗に追ってくるなと告げるのだ。更さらに極きわめつけのように就しゆう寝しんの挨あい拶さつをすると、言わんとしていることを察しているからこそ動けずにいるアディを横目にそっと扉を閉じた。







　アディの部屋を、そして従業員用の寮りようを出て夜道を歩くメアリの胸中は、未いまだかつてないほどに荒れていた。

「……最悪だわ、私」

　誰にでもなく呟つぶやき、メアリが自分の額をおさえる。

　今の時間、外にいる者は少なく、等とう間かん隔かくに構える警備員も誰も彼女の変化に気付く様子は無い。メアリがらしくなく表情を青ざめ、動どう揺ようを露あらわに視線を泳がせていても、彼等はみな職務に忠実で暗い中へと視線を向けていた。

　……傲おごっていた、と。そうメアリが自分自身を罵ののしった。

　ファンディスクの内容は覚えていた。悪役令嬢メアリがそこにいないことも、アディがアリシアと結ばれるルートがあることも、全て知っていた。覚えていた。なにより、『ドラ学』本編のどのルートでも最後にアルバート家が没落するのだ。彼を雇い続けられるわけがない。

　メアリは遠い地に追いやられ、アディは自由を手にしてこの地に残る。

　考えれば分かることだ。いや、考えずとも始業式のあの日からずっと記き憶おくとしてあったではないか。

　なのにどうして、没落の先に北の地に追いやられたとしても、そこがどんなに不便な土地であったとしても、全ぜん寮りよう制せいの厳しい学校に閉じ込められるのだとしても……。




　アディと一いつ緒しよならそれも悪くない、と。

　なんで、そんなことを考えていたのだろう。




「嫌だわ私ってば、彼を自分のものみたいに……まるで悪役令嬢メアリみたいじゃない……」

　自分の傲ごう慢まんさを小さく笑い、メアリが小さく自分の頰ほおを叩たたいた。

　傲慢な考えを追い出さなくては。北の地へ追いやられるのは自分一人だけ、彼は自由になってこの地に残るのだ。

　当然のことだ。そしてきっと、それが最善なのだ。

　アディは従者の任を解かれ、自分のやりたいことを始める。その先にアリシアとの関係があろうとなかろうと、生まれた家いえ柄がらで一生を決められるよりずっと良い。

　そう、それは分かる。分かっている。




　それが分かっていて、どうして私はこんなに泣きそうに苦しいのかしら……。




　自分の中で処理しきれない感情が渦うず巻まき、メアリがふらふらと覚おぼ束つかない足取りで屋や敷しきへと戻もどり、自室の扉に手をかけ……ふと、背後から聞こえてくる足音に振ふり返った。廊ろう下かの先からこちらに向かって走ってくるのは、つい先ほどまで話をしていたアディ。

「アディ、どうしたの？」

「俺、色々と考えたんですが……」

　よっぽど急いで走ってきたのか、軽く息を弾はずませるアディにメアリが首を傾かしげつつ、それでも「明日あしたにしてくれないかしら」と言い捨てて部屋の中へと入った。

　冷たい態度だとは思うが、今はアディと話をしたくない。今までこんなこと一度も無かったのだから、今夜くらい許してくれるだろう。

「お嬢じよう……！」

「おやすみアディ、話なら明日聞いてあげるわ」

　引き留めようとするアディの声にわざと就寝の挨拶を被かぶせ、扉を閉めようとし……

「聞いてください、俺は！」

　と、僅わずかな隙すき間まに手を滑すべり込ませ、無理に押しとどめたアディの声にビクリと肩かたを震ふるわせた。

　随分と強い力で押さえているようで、扉を引いてもビクともしない。彼らしくない強ごう引いんなその態度に、メアリはいよいよをもってどうすればいいのか分からなくなり、力なくその名を呼んでアディを見上げた。

　彼の真しん剣けんな瞳ひとみが自分を見ている。そんなこと数えられないほどあったはずなのに、今夜だけはこの錆さび色いろの瞳に射い貫ぬかれそうで心臓が締しめあげられる。
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「ア、アディ……？」

「俺は、ゲームの中の俺が誰だれと何をしようが知ったことじゃありません。アルバート家が没ぼつ落らくしても俺は貴女あなたについていく。北の大地だろうが陸りくの孤こ島とうだろうが、貴女の隣が俺の居場所だ！」

　シンと静まった廊下に、彼の声だけが響ひびく。

　その余よ韻いんが消えるまで二人はジッと互いを見つめ合い、ようやく我に返ったメアリが慌あわてて視線をそらした。

「そ、そう……ありがとうアディ。とても嬉うれしいわ」

　勢いに圧あつ倒とうされたかのようにメアリが応こたえ、扉を押さえる彼の手にそっと自分の手を添そえた。

　骨ばった男の手だ。対してメアリの手は細く白く、見比べればその違ちがいは明確。その明らかな違いに「いつからアディの手はこんなに男らしくなっていたのかしら」と、思わずそんなことを考えてしまう。小さい頃ころから、それどころか生まれたときからずっと側そばにいたはずなのに、今この瞬しゆん間かんになってようやく気付くなどおかしな話だ。

　いや、一緒にい過ぎたからこそ気付けなかったのかもしれない。

「明日からまた頑がん張ばりましょう。私達には、没落という目標があるんだから」

「……えぇ、そうですね」

　扉を押さえていた手を離はなし、アディが「おやすみなさいませ」と頭を下げる。その従者らしい態度にメアリも応え、ゆっくりと扉を閉めた。




　部屋の静けさと寒さが肌はだを撫なでる。

　アディの足音が徐じよ々じよに小さくなり消えていくのを扉に背を当てて確かく認にんすると、メアリはふらふらと覚束ない足取りで窓辺に置いてあるベッドに近付き柔やわらかな布ふ団とんに倒たおれ込んだ。

　身体からだを沈しずめる布団の冷たさが心地ここちよい。普ふ段だんなら就寝前に布団を暖めておくのだが、今日はその必要性がないほど頰に触ふれる冷たさが気持ちよく、寝ね間ま着きに着き替がえることもましてや布団に潜もぐりこむことすら忘れて目を閉じた。

　頭の中で色々なことがグルグルと回る。

　考えなければならないことと考えなくてもいいことが混ざりあって、優先順位が崩くずれはじめる。

　明日もまたアリシアに何か言ってやろうと企たくらんでいたはずなのに、それが何だったか思い出せない。アリシアの肩を抱だくパトリックの姿や、嬉しそうに彼を見上げる彼女の表情が脳のう裏りに浮うかび、的外れなことばかりが頭の中に浮かんでは消えていく。仲なか睦むつまじい二人の姿。ファンディスクの彼等はどんなストーリーだったろうか、それすらも上手うまく思い出せない。

　アディはゲームのストーリーなんか知ったことではないと言っていた。同感だ。その先にある『没落』さえ手に入れば、メアリはそれで満足なのだ。ならばアディもその『没落』に巻き込んでもいいのだろうか。たかが主従という関係、それもアルバート家が没落することで雇こ用よう関係も解消されるというのに、彼を遠い僻へき地ちに道連れにしても良いのだろうか。

　いや、そもそも自分の考える『没落の未来』には彼が当然のようにいたではないか。

　ならば今いま更さらどうして、でも、そもそも、だけど気付いたなら、だってファンディスクが、でもアディは……。

「あぁなんだか、頭がボンヤリする……」

　はぁ、と熱っぽい息を吐はいて、メアリは枕まくらに顔を埋うずめた。







　それから熱を出してたっぷり十日間休んだのは、メアリ・アルバートの人生において最大の汚お点てんであった。

　なにせ熱を出した原因に対して、安易に「色々と考え事をしていたの」と答えてしまったのだ。

　これが他ほかの令嬢であったなら「体の弱い少女」とか「年とし頃ごろの女の子には悩なやみが多い」とか、そういったイメージアップに繫つながる解釈をしてもらえただろう。多感な時期に深い悩みを抱かかえ、身体を壊こわしてしまったのだ。なんとも儚はかなく美談ではないか。

　それを聞いたのが普ふ通つうの従者達であったなら「私達がもっと気き遣づかってさしあげられたら」だの「お嬢じよう様さまの異変に気付かなかった私達の責任」だのとでも思ってくれただろう。彼等の仕事は主人が快適に何一つ苦労することなく過ごせるよう誠心誠意仕えることなのだ、大事な令嬢が熱を出せば、その責任は日ひ頃ごろ世話をしている者達の管理不足に繫がる。

　だというのに、メアリが熱を出した原因を口にした途と端たん、

「知ち恵え熱！」

　という理り不ふ尽じんな病名をアディが下し、メアリが休息を経てボンヤリとする頭で起きあがる頃には、屋敷中にその病名が広がっていた。







　それでもなんとか病やまいを治し──医師の診しん断だんの結果、単なる風邪かぜであった。もちろん知恵熱なんかではないのは分かり切っていたが──十日ぶりにカレリア学園の門をくぐる。

　だがいったいどういうわけか通学途と中ちゆうの生徒達は皆みなメアリの姿を見ると息を吞のみ、中には慌てて目を逸そらす者さえいた。今までアルバート家の名前と変わり者の性質故ゆえチラチラと視線を受けたりはしていたが、流石さすがに今回は向けられる視線に悪意を感じてメアリが首を傾げた。

「……なにこれ。なんだかとても気分が悪いんだけど」

「……うーん、不味まずいことになってますね」

「さっぱり状じよう況きようが分からないわ。ねぇアディ、私が休んでる間も学校に来てたでしょ、どういうことなの？」

　説明して、とメアリがアディを見上げるも、彼が口を開くよりも先にメアリの名を呼ぶ声が聞こえてきた。見れば、遠くから一人の生徒が走ってくる。カレリア学園の制服に金色の髪かみ、貴族の令れい嬢じようが通うこの学園において「はしたない」と怒おこられかねないほどに全力で走るその姿は……。

「あら、ごきげんよう。相変わらずみっともなく走り回ってるのね、はしたない」

「メアリ様！　お元気になられたんですね、良かった！」

「まぁ、そんなにはしゃがないでくださる？　せっかく熱が引いたのに、庶しよ民みん臭くさい熱気にあてられて倒れてしまいそうだわ」

　相変わらず毒を吐いて返すもアリシアには微み塵じんも効いていないようで、ちょっとした注意とでも受け取ったのだろうか慌てて息を整え「失礼しました」と照れくさそうに笑った。

　そうして改めて背筋をただし、カレリア学園の生徒らしく「ごきげんよう、メアリ様」と会え釈しやくする姿は随ずい分ぶんと様になっている。その姿だけを見て、いったい誰が彼女が庶しよ民みんの娘むすめだなんて見み抜ぬけるだろうか。

　だがそんなアリシアに対してもメアリは不服なようで、ふんと鼻で笑うとさも汚けがらわしいものを見て気分が悪いと言いたげにハンカチで口元を押さえた。

「これだから庶民は嫌いやね。私だったら、たとえ急いでいたとしても走るなんて無様な姿は恥はずかしくて見せられないわ。貴族の令嬢たるもの常に優ゆう雅がに構え、急ぎの用は使いにやらせるものよ」

「はい！　分かりました！　ありがとうございます！」

「ぐっ……アドバイスとして受けとったわね……それで、そもそもなんで走ってきたの？」

「それは勿もち論ろんメアリ様に会えて嬉しくて……それに……」

「それに？」

　どうしたの？　とメアリが首を傾かしげれば、アリシアが視線から逃にげるように顔を伏ふせた。

　常に明るく、日の光を彷ほう彿ふつとさせるほど陽気な彼女らしくない表情に、先さき程ほどから妙みような視線を感じ続けていたメアリがいよいよをもって眉み間けんに皺しわを寄せた。

　そうしていったい何事だと周囲を見回せば、一定の距きよ離りを保ちつつそれでもこちらを見てくる野や次じ馬うま達と、颯さつ爽そうとこちらに向かってくる見み目め麗うるわしい集団。先頭にいるのは随分と見慣れた顔、パトリックである。だがどうしてか今日に限って彼も浮かない顔をし、険しい表情でこちらを睨にらみつけている。

　いったい何だというのか……。

　だが流石にそれを顔に出すわけにはいかず、メアリは眉間に寄る皺をなんとか和やわらげ、令嬢らしく微笑ほほえむと優雅に会釈をした。

「ごきげんよう、生徒会の皆みな様さま。朝からどうなさいましたの？」

　と。

　だが返ってきたのは随分と冷え切った声で発せられたパトリックの、

「メアリ・アルバート。君の今までの悪行について、話を聞かせてもらおうか」

　というものだった。




『ドラ学』において令嬢メアリはことごとく主人公アリシアを虐いじめ抜ぬく。それは恋れん愛あい妨ぼう害がいから始まり、取り巻きを使って陰かげながら行う姑こ息そくなものまで、まともな神経ならよくぞここまでと圧倒される程だ。といっても、勿論その虐めの後に主人公は攻こう略りやくキャラクター達に慰なぐさめられ、そして最終的には彼女の悪事を裁く。それも、今まで好感度をあげていた攻略キャラクター達とともに。

　プレイヤーの間で『断罪』と呼ばれるそのイベントを思いだし、メアリが溜ため息いきをついた。あのイベントは悪役令嬢メアリの転落の始まりであり、没ぼつ落らくを目指す今のメアリには吉きつ報ぽうとも言える……のだが、病やみ上がりでこれは流石に気分が悪い。

　だからこそ不ふ機き嫌げんそうに小さく息を吐けば、生徒会長であるパトリックがジッとメアリを見み据すえた。

「それで、君は今説明したことに覚えがあるか？」

　と。彼らしくない冷たい声こわ色いろだ。おまけにパトリックを挟はさむように副会長と書記が立ち、さらには会計と生徒会顧こ問もんまでもがメアリに視線を向けている。

　言わずもがな、この生徒会役員達こそ『ドラ学』の攻略キャラクター達である。全員が名門貴族の出で成績優ゆう秀しゆう、勿論見目がよく学園の人気者なのは言うまでもない。彼等に揃そろって見つめられるなど、全女子生徒の夢そのものである。……冷ややかな視線でさえなければだが。

　ちなみに、ゲームの通りだとパトリックの隣となりにはアリシアが立っているはずである。生徒会役員達に守られるようにし、メアリを見つめ涙なみだながらにその罪を訴うつたえるのだ。

　もっとも、今そのアリシアはと言えば……。

「何を言ってるんですか！　メアリ様が私を虐めるなんて、そんなことするわけがありません！　いくら生徒会役員様達といえど、メアリ様への侮ぶ辱じよくは許せません！」

　と、メアリの隣に立ち、誰だれよりも熱くメアリを援えん護ごしていた。

「伏ふく兵へいが思わぬところから現れたわね……本当、思わぬところ過ぎるわ、まさかのこっち側」

「本来なら俺がお嬢じようを庇かばう立場なんでしょうが、もう口を挟むタイミングが分かりません。むしろアリシアちゃんを宥なだめたい」

　アリシアが熱くなっているせいか、それともこのイベントも記き憶おくにあったからか、はたまた挙げられた悪行に微塵も覚えがないからか、冷静を通り越こして冷め切った気分のメアリとアディがそっと小声で話し合った。




　パトリックの話によると、メアリが学園を休んだ直後からまるでタイミングを見計らったかのようにアリシアへの姑息な嫌がらせが始まったという。

　教科書を引き裂さき、気づかぬうちに制服を汚よごす。果てには不意をついて水をかぶせ……と、とうてい貴族らしからぬ外げ道どうな行こう為いだ。となれば、学園の品位に傷が付くと生徒会が犯人捜しを始めるのも頷うなずける。とりわけ、生徒会長のパトリックはさぞや熱心に──それでいて冷静を装い──犯人捜しをしていたことだろう。




　そうして挙がった名前が、メアリ・アルバートだ。




「生徒会長との婚こん約やくを破は棄きされ、それを逆さか恨うらみした。それが動機なんだろう？」

　淡たん々たんと語る副会長に、メアリが「そんなこともあったわね」と返した。──ちなみに、その件に関して疑われることに非を感じたのかアリシアが息を吞のんだが、アディが「気にすることはない」と彼女の肩かたを叩たたいた──

「それに、君は普ふ段だんから令嬢らしからぬ行こう為いを繰くり返している」

　そう話すのは会計だ。普段は温おん厚こうな彼も、流石に今は険しい表情を浮うかべている。それを受けたメアリが静かに「あら、失礼ね」とわざとらしく不満を露あらわにした。……思い当たる節は山ほどあるが。

「アリシア嬢への虐めは君が休んでから始まった。君は体調を崩くずして家にいながら、その従者を使って嫌がらせを行っていたんじゃないか？」

　会計の視線がアディに向かう。

　それを受け、アディが意外そうに「俺ですか!?」と自らを指さした。

　メアリもまた同様に、「いったい会計様は何を仰おつしやってるのかしら」と思いつつも、それでも一応アディの様子を窺うかがった。驚おどろく余よ裕ゆうすらないのか、啞あ然ぜんとしたアディの表情は間ま抜ぬけにさえ見える。だが彼の心情を考えればこの表情も仕方ないだろう。

「確かに俺はお嬢が……メアリ様が休まれてる間も学校に来てました。でも授業が終われば直すぐに帰ってたし、嫌がらせする時間なんてありませんよ」

「だが聞いた情報によると、君は真っ直ぐにアルバート家には戻もどらずどこかに寄っていたらしいじゃないか」

「えぇ、そりゃ……」

　今一つ彼等の言いたいことが分からず、それでも共犯扱あつかいされているのは感じているのか、アディが気まずそうに表情を渋しぶめながらも質問に返す。歯切れの悪いその口調から考えるに、名門貴族ばかりの生徒会役員からの尋じん問もんはさぞ居い心地ごこちが悪いのだろう。

「帰ると見せかけて、また学園に戻ってきて色々と仕込んでいたんじゃないのか。そう考える生徒もいるんだが」

「そんな！　なんだってそんな面めん倒どうな真似まねをしなきゃいけないんですか」

「なら正直に答えればいい、君はアルバート家に戻らず、いったいどこに寄って何をしていたんだ？」

　問い詰つめるような会計の言葉に、アディが気まずそうにチラとメアリを横目に見た。




「何って、そりゃ……メアリ様が食べたいっていうから、市街地でコロッケ買ってました」




　シン、と静まった空気の中、ポツリと呟つぶやかれたメアリの「栄養源よ」という言葉だけがやけに響ひびく。

「……それが早く帰る理由か？」

「えぇ、そうです」

「それを俺達に信じろと言うのか？」

　腹立たしげな副会長の言葉に、アディが困ったようにメアリに視線を向けた。どうしましょうか……と言いたげなその視線に、メアリが肩を竦すくめて返した。




　信じるも何も、すべて事実なのだ。

　アディは毎日学校が終わると市街地へ向かい、コロッケを買って帰っていた。もちろんそれはメアリの為で、病人の見み舞まいに油ものはどうかと思われるが本人の希望なのだから仕方あるまい。

　だがそれを貴族である生徒会役員に信じろと言うのも無理な話で、一部は「コロッケって何だ？」と首まで傾かしげている。根本的な食事レベルが違ちがうのだ、庶しよ民みん食の代表であるコロッケを知らないのも無理はない。──それをアルバート家の令れい嬢じようが好んで食べているというのもまた問題なのだが、今はそれを問題視している場合ではない。それに、好物と言うのは変えろと言われて変えられるものでもないし──。

　とにかく今は自分の身の潔白を証明すべきだと、アディが詳くわしく説明しようと口を開きかけ……。

「それで、いい加減に観念して本当のことを言ったらどうだ」

　という、副会長のうんざりとした口調に出かけた言葉を飲み込んだ。

　どうやら端はなから信じるつもりが無いらしい。それどころか全すべての説明を往生際ぎわの悪い噓うそだと思っているようで、メアリとアディに注がれる視線がよりいっそう冷ややかなものになる。




　これが『ドラ学』の断罪イベント通りであるなら、彼等は『全ては悪役令嬢メアリの仕し業わざ』という確固たる証しよう拠こを持っているはずだ。断罪されるゲームのメアリは、あれこれと言い訳じみたことを喚わめいて無ぶ様ざまなほどに往生際の悪さを披ひ露ろうしていた。つまり、ここでメアリが何をどう説明した所で、所しよ詮せんは悪役令嬢の言い訳なのだ。

　面めん倒どう臭くさい……とメアリが深く溜ため息いきをついた。

　病み上がりにこんな茶番に付き合わされて、元より少ない愛あい想その底が見え始めてきたのだ。

　だがそんなメアリの溜息を諦あきらめと勘かん違ちがいしたのか、副会長をはじめとする生徒会役員たちが勝ち誇ほこったように笑えみを零こぼした。

　愛想の底が見えたのは、ちょうどその瞬しゆん間かんである。

「ようやく認める気になったか。君への処分は我々生徒会が」

「つまり、皆みな様さまは……」

「……？」

　副会長の言葉を遮さえぎるように喋しやべりだしたメアリに、誰もが視線を向けた。疲つかれたと言わんばかりに俯うつむき、深く溜息をつく。そうしてゆっくりと顔を上げたメアリは……。

　笑っていた。

　それも、誰もがゾッとしかねないほど冷ややかに、それでいて美しく。

　これには生徒会役員もアリシアさえも目を丸くした。もっとも、この笑みもまたメアリ・アルバートだと知っているアディは「あぁ、始まっちゃった」と平然とし、パトリックに至っては顔を伏ふせて肩を揺ゆらしているのだが。

「つまり、生徒会役員の皆様は、私がパトリック様を奪うばわれた腹いせにアリシアさんを虐いじめたと、そう仰りたいのですね」

「あ、あぁ……」

「このメアリ・アルバートが、田舎いなか娘むすめに男を奪われ、そのうえ学業を放ほうり出して身にならない些さ末まつな嫌いやがらせをした……と」

　冷ややかなメアリの声に、いったいどうしたのかと生徒会役員達が目を丸くした。

　寒気すら感じかねない今のメアリの様子は、きっと彼等の知る『メアリ』とは違うのだろう。従者の軽口に叱しかることなく自らも軽口で返し、なんと陰かげ口ぐちを叩かれようと平然と聞き流し、果てには自転車で通学する、そんな『変わり者の令嬢』か、もしくはたまにパーティーや正式な場で見せる愛想のよい作り物の令嬢しか彼等は知らないのだ。

　こんな冷ややかに、淡々と話すアルバート家の令嬢は見たことがないに違いない。

「嫌だわ、私そんなことするような女だと思われていたのね」

「メ、メアリ嬢じよう……？」

「制服を汚すだの机を荒あらすだの、このメアリ・アルバートがそんなみみっちい真似をするわけがないじゃない」

「は……？」

「でも今の状じよう況きようではどう説明しても信じていただけないようですし、いっそご自身で体験されたらいかがでしょうか？」

　まるで名案とでも言いたげにパンと両手を叩いて、メアリが嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。しかし、その瞳ひとみは依い然ぜんとして笑ってはいない。──そんなメアリの笑みを横目にアディはさも当然と言いたげに平然とし、様子の変わったメアリに不安がるアリシアを宥なだめはじめた。パトリックに至っては顔を伏せただけでは耐たえられないと口元を押さえている──。

「このメアリ・アルバートからものを奪えばどうなるのか、是ぜ非ひともその身をもって体験してくださいませ。そうすればきっと理解して頂けるはずですわ」

　暗に「自分ならその程度の嫌がらせで済ませない」と告げ、メアリがクスリと笑みをこぼす。上品なその笑い方は令嬢そのものだが、この場では冷え切った空気を更さらに冷やすものでしかない。




　もちろんメアリにその空気を和やわらげる気は一いつ切さいなく、威い圧あつされたのか一年生の書記が息を吞のむ音が聞こえたが一いち瞥べつすらしなかった。冷ややかに、かつ淡たん々たんと喋りながら目の前に立つ男達を見み据すえる。

　その目に敵意は見られないが、かといって学友を見るような温かさも無い。どうでも良いものを処分する、そんな慈じ悲ひも何もない無感情だ。事実、今のメアリにとってたとえカレリア学園の生徒会役員であろうと『その程度』でしかないのだ。

「さぁ、まずはどなたから始めましょうか。なんでしたら、みなさんいっぺんにお相手してもよろしいのよ。田舎娘よりかは楽しませてくれますでしょう？」

[image: ]

　口角を上げ、メアリがチラと隣となりに立つアディに目配せをした。

　それを受けまるで彼女の意図を汲くんだかのようにアディが頷うなずいて返せば、先さき程ぼどまで険しい表情を浮うかべていた生徒会役員達が揃そろえたようにビクリと肩かたを震ふるわせる。彼等の表情は怯おびえと戸と惑まどいが混ざり、つい先程まで見せていた気き迫はくは欠片かけらも残っていない。哀あわれにさえ思えるほどで、顔色もどことなく青ざめている。

　だがそれも仕方あるまい。なにせ彼等はようやく気付いたのだ。

　自分達が誰だれを相手にしていたのか。

　たとえそれが崇すう高こうな生徒会役員としての使命感からとはいえ、どこの家の令嬢を糾きゆう弾だんしようとしていたのか。そしてそれが仮に正当な言い分だったとしても、一いつ瞬しゆんで善悪を覆くつがえされ破は滅めつを引き起こしかねないことを。

　彼等は今ようやく理解したのだ。

　ちなみに、そんな事はとうに知っているパトリックはと言えば、口元を押さえ顔を背そむけ、まさに限界が近いと言いたげな体勢で、他ほかの役員達とはまったく違った意味で肩を震わせている。そんなパトリックの態度にようやく事態を理解したのか、彼を睨にらみつけるアリシアの脹ふくれっ面つらと言ったらない。可愛かわいさが台無しだ。

　だがそんな状況でも悪を正そうとする熱意が残っていたようで、普ふ段だんは生徒会役員達に主導権を渡わたしている顧こ問もん教師が「それでも」と顔を上げた。

「君は普段から令嬢らしからぬ行動を繰くり返している。教師として言わせてもらうなら、目に余る行こう為いだ」

「まぁ酷ひどい。私、確かに変わり者とは言われてますが、誰にも迷めい惑わくをかけているつもりはありませんわ。もちろん、先生方にも一度たりともご迷惑をおかけしておりません」

「だが君の普段の行動はカレリア学園の品位を落としかねない。学園の生徒として、そしてアルバート家の令嬢として、きちんとした意識を持って行動してほしいと我々は常に思っていた」

　日ひ頃ごろの行いが悪いから疑われる、とでも言いたいのだろう。教師のその言葉に、メアリが再び口元を歪ゆがませた。まったく面おも白しろいことを言ってくれる。

「それは、先生までも私が令嬢らしくないと、他の方々が仰おつしやっているようにアルバート家の娘とは思えないと、そう仰られているのかしら」

「あぁ、そうだ。君の行動はまるで」

「つまり、お父様が他所よその女を孕はらませたと言うことですね。もしくは、お母様がお父様以外の男に股またを開いたと、そういう意味でしょうか」

「な、そんなまさか……！」

「あら、それならお父様とお母様が、そうとは知らずに他所よその娘を後生大事に育てていたということかしら。それが事実なら、アルバート家の家か紋もんはカッコウにでもするべきね」

　コロコロとメアリが楽しそうに笑う。

　ザワと一瞬にして周囲がざわついたのは、そのやりとりを眺ながめていた野や次じ馬うま達の中にもメアリに対し「アルバート家の娘とは思えない」と陰口を叩たたいたことのある者がいるからだ。

　もちろんそこにアルバート夫妻の不ふ貞ていを疑う意思などあるわけがない。彼等の仲は良好で、常に互たがいを想おもいあい微笑みあっている姿を誰もが一度は目にしている。若い令れい嬢じようは彼等の姿こそ理想の夫ふう婦ふだと憧あこがれているほどだ。そんな夫妻を疑うわけがなく、そんなこと恐おそろしくて口に出せるわけがない。

　そしてアルバート夫妻が子供達のことを心から愛していることも知っている。もちろん、変わり者と言われるメアリもその中に含ふくまれていることも。

　だからこそ今メアリに問われ、彼等は自分達がアルバート夫妻に対し無礼な発言をしていたことに気付いたのだ。

「それは……」

　と副会長が弱々しく呟つぶやく。

　常つね日ひ頃ごろから多た忙ぼうの生徒会長を陰かげながら支え、自身もまた多くの生徒達から慕したわれている副会長。優やさしい物もの腰ごしでまさに温おん厚こうの一言に尽つきる彼だが、自分の大切なものを傷付ける人には容よう赦しやないという二面性もある。そんな彼の、どちらとも思えない情けない声。

　思わずメアリが、

（副会長ファンにも刺さされかねないわね）

　と溜息をつけば、なにを勘違いしたのか目の前の男達が、それどころか野次馬達の中からも息を吞む声が聞こえてきた。

　つい先日まで陰口を叩かれていたというのに、これでは一転して恐きよう怖ふの対象ではないか。どちらが良いかと聞かれれば、どちらも気分が悪い。彼等の表情には怯えすら見え、元々見目が良いのに勿もつ体たいないと思えるほどに青ざめている。メアリの一挙一動に恐れ、溜ため息いきをつけば誰かしらがビクリと肩を震わせるほどだ。アルバート家を敵に回しかけているのだから、当然と言えば当然なのだろう。

　だが喧けん嘩かを売られたから買ったにすぎないメアリからしてみれば、一転したこの怯えようはまるでこちらが加害者のようで気分が悪い。

　……だから今まで当たり障さわりなく暮らしてきたのに。

　多少陰口が聞こえようと令嬢らしくないと笑われようと、確かに事実でもあるわけだし、なによりこうなると分かっていたから、




　この私が、聞き流してやっていたのに。




　そう考えれば考えるほど、そして向けられる視線に怯えの色が強まるほど、そうならないようにと努めていたメアリの胸に苛いら立だちが積もっていく。

　確かに変わり者で、貴族らしからぬ奇き行こうは多かったかもしれない。だが他の生徒達のように無む闇やみに権力を振ふりかざすことはなかったし、学園側に迷惑をかけたことなど一切ない。肩がぶつかっただの、挨あい拶さつも無しに前を横切っただの、そんな気に掛かけるまでもない些さ細さいなことで従業員たちの職を奪うばおうなど考えもしなかった。

　我が儘ままと言えば食堂のメニューを追加させたくらいだろうか。もっとも、あれだって事業拡大を目もく論ろむ父親と手を組み、学園長と食堂の管理者と従業員全すべてに了りよう承しようを得てからのことだ。

　その結果充じゆう実じつした食堂ライフを送れているわけなのだが、異国の料理を受け入れてもらうのはなかなか骨の折れるプレゼンだった。……まぁ、その際に便乗してコロッケもメニューに追加させようとしたのだが、無許可でお抱かかえのシェフを連れて来て調理場を占せん拠きよするような生徒よりマシだろう。

　あと目立つ奇行と言えば自転車通学か。あれだって安全運転とマナーを心掛けているのだから誰にも迷惑をかけていない。

『褒ほめられるようなことはしていないが、咎とがめられるようなこともしていない』

　というのが、現状メアリが自分自身に下している評価だ。

　もちろんこんな風に糾弾されるような謂いわれはないし、恐れられるような態度をとった覚えもない。なにより、そもそもが冤えん罪ざいである。

　……あぁ面めん倒どう臭くさい。いっそ本当に潰つぶしてさしあげようかしら。

　彼等が糾弾している『悪役令嬢メアリ』の通りに、親の権力を行使して、横暴な嫌いやがらせをして、そうして果てには彼等を蹴け落おとしてやろうか。もっとも、彼等の望む『悪役令嬢メアリ』であれば尚なおのことここで糾弾されるべきなのだろうが、やってもいないことで訴うつたえられるのはアルバート家のプライドが許さない。




　だからこそメアリの心の中にふつふつと怒いかりに似た敵意が湧わき上がっていた。

　彼等の家は確かに名家ではあるが、アルバート家やダイス家ほどの大きさではない。今回の件をメアリが話せば、アルバート家は娘むすめへの侮ぶ辱じよくと捉とらえて彼等の家を潰しにかかるだろう。

　となればどうなるか、考えるまでも無い。彼等は家から追い出される。つまり、絶ぜつ縁えん。

　なにせアルバート家の恨うらみを買ったのだ、一族と名めい誉よのため原因である息子むすこと縁を切る家が殆ほとんどだろう。非道と言うなかれ、貴族というものは時に情よりも立場を取らなければならないのだ。逆に言えば、それが分かっているからこそ彼等だけを潰せる。

　それでも仮に息子と共に罪を背負う覚かく悟ごの親がいたとして、ならばその通りに没ぼつ落らくさせてやるだけだ。息子の罪は親の罪……とまでは言わないが、一いつ緒しよに堕おちたいのならその意思を尊重すべきだろう。その家で働いていた者に関しては受入れ口を用意すれば良い。いや、アルバート家没落の為ために用意していた受入れ口を、そっくりそのまま使えばいいだけの話か。

「あら、案外に簡単な話じゃない」と、メアリがクスリと笑えみを零こぼした。

　当然、その笑みに誰もが肩を震ふるわせ、祈いのるような気持ちを露あらわに彼女の次の言葉を待つ。

　だがメアリはそんな視線に応こたえてやる気はなく、むろん先さき程ほどの死し刑けい宣告と同様の言葉を撤てつ回かいしてやる気もない。それどころか茶番に付き合いきれないと言いたげに小さく息を吐はき、さっさとこの場を去るべく上品に頭を下げた。

「お話はもう終わりとお見受けしました。では、失礼させていただきます」

「あ、待ってくれ……俺達は……」

「あら、まだ何かお話がございますの？」

　歩き出そうとするメアリを、生徒会役員達が呼び止める。

　そこに数分前までの迫はく力りよくも、普ふ段だん彼等が纏まとっているカリスマ性も感じられない。声もどこか震え、メアリが足を止めて彼等に視線をやってもまた黙だまり込んでしまう。

　そんな彼等に対し、情けをかけることも助け舟ぶねをだしてやる気も起きず、メアリが疲つかれたと言いたげに溜息をついた。

「随ずい分ぶんと楽しいお話を聞かせていただき、私とっても満足していますの。これ以上なにをお話ししてくれるのかしら」

　病み上がりのメアリを呼び止め、実は裏で嫌がらせをしていたのだろうと。毎日学校帰りに見み舞まいを買ってきてくれるアディに、彼こそが実行犯だろうと。鼻で笑いたくなるほどの浅はかな推理を披ひ露ろうしてくれた。おまけに、二人が虐いじめたのはアリシア。毎日花や紅茶を見舞いにとアディに持たせてくれた彼女を、メアリとアディが虐めたと言っているのだ。

　なんて浅はか、てんで見けん当とう違ちがい。

　これを屈くつ辱じよくと言わずに何ととる。

　そうメアリが淡たん々たんと告げ、改めて「失礼いたします」と頭を下げた。

　暗に「二度と呼び止めるな」と言っているのだ。流石さすがはカレリア学園の生徒会役員達である、取り縋すがる余地もないと察し、青ざめていた顔色を更さらに悪くした。これは彼等にとって死刑宣告に等しい。少なくとも、『カレリア学園生徒会役員』は今日をもって終わりを告げるだろう。

　おまけに、メアリの堂々とした態度を見ている内に彼等の胸のうちに『冤罪』という単語さえ浮うかび始めてきたのだ。いや、今はもう確信に近い。

　だからこそ彼等は何も言えずにいた。

　それは野次馬達も同様で、誰だれもが青ざめ、中にはシラをきるように他所よそを向いている者さえいる。

　空気はシンと静まって、気温とはまた違ちがった寒さが周囲を包む。

　その重苦しい空気に、メアリが付き合っていられないとでも言いたげに鼻で笑うと、この場を去るべく歩き出そうとし……

　パン！

　と手を叩たたいたアディの、




「さすがメアリ・アルバート様！　お見事！」




　という、上じよう機き嫌げんな声に目を丸くして足を止めた。

　……。

　…………寒気すら感じられる空気が、言い様のないものに変わる。

「アディ、貴方あなたこの冷ややかな空気を一いつ瞬しゆんでぶち壊こわしてくれたわね。どうしてくれるのよ、全員反応できずにいるわよ」

「駄だ目めですよお嬢じよう、病やみ上がりなんですから冷たい空気にあたってたらまた熱がぶり返しますよ」

「……えぇそうね。随分と体が冷えてしまったわ」

「食堂で温かいものを飲みましょう。食堂のおばちゃんが『丼どんぶり飯めしのお嬢さんは大だい丈じよう夫ぶなの？』って心配してましたから、顔を出せば喜びますよ」

「ちょっと待って、今なんか聞き捨てならない単語が！」

　先程の冷ややかな空気はどこへやら。

　一瞬にして普段通り変わり者の令れい嬢じように戻もどったメアリに、誰もが気け圧おされるようにそのやりとりを眺ながめるだけだった。




　そんな異質な空気を破ったのは、もう耐たえられないと言いたげに笑いだすパトリック。常に冷静、どんな時でも感情を露わにせず、その美しさと合わさって時に機械のような冷たい印象さえ与あたえかねない彼の、まるで年相応の笑い方に皆みなが更にギョッとした。

「メアリ、まったく君ってやつは」

「なにご機き嫌げんに笑ってるのよ。病み上がりの女を捕つかまえてこんな茶番に突つき合わせるなんて、失礼にも程があるわよ」

「そうです、パトリック様ってば酷ひどいです！　メアリ様にこんなことさせるなんて！」

「アリシアさん、肩かたを持ってくれるのは有り難がたいけど、そんなに脹ふくれっ面つらを晒さらしてると田舎いなか臭くささに拍はく車しやがかかるわよ」

「だって、メアリ様はチエネツという病やまいにかかられて、ようやく学校に来られたのに、それなのにこんな仕打ち！」

「アディ、あんた屋敷内に飽あきたらず、ここでも言いふらしてたわけ!?　誰より断罪されるべきはあんたじゃない！」

「ほ、ほらお嬢、早く食堂に行きましょう！　ホームルームに間に合わなくなりますよ！」

「この状じよう況きようでホームルームなんてまともにやれるわけないでしょ！」

　逃にげるように足早に歩き出すアディに対し、メアリが文句を言いながら後を追う。

　だが追いつくも「これじゃおちおち休めもしないわ」と不満そうに彼を睨にらみ上げるだけなのだ。処しよ罰ばつなど微み塵じんも考えていないその姿は普段のメアリらしく、先程までのアルバート家の令嬢らしさはない。

　まるでスイッチを切り替かえたかのような変わりように誰もが啞あ然ぜんとしていると、事情を知るパトリックがクツクツと笑いながらメアリの名前を呼んだ。

「メアリ、悪かったな。どうしても証明したかったんだ」

「証明？　あんな茶番で証明できるものなんて、たかが知れてるでしょ」

「そう言ってくれるな。君のことを勘かん違ちがいしてる奴やつが多すぎて、中には俺が君に愛あい想そをつかして婚こん約やく破は棄きしたなんて言い出す者もいるんだ。だからどうしても、証明したかった」

　未いまだ硬こう直ちよく状態の生徒会役員を横目に、パトリックがメアリへと近付く。そうして目の前に立つと、しなやかな手でそっとメアリの銀色の髪かみを撫なでた。

　綺き麗れいな手だ、とメアリは思う。彼の手は細くしなやかで、男らしくもあるが美しくもある。この手を差し出され、自分の手を添そえて返した回数は最も早はや思い出せないほどだ。その手がそっと自分の髪を撫でるも、相変わらず心しん拍ぱく数すうは平均値。ときめくことも無ければ、髪を撫でられて嬉うれしいとも思えない。──あえて言うなら、髪かみ形がたが崩くずれてしまうかもと思ったが……まぁ、超ちよう合ごう金きんドリルがこの程度のことで崩れるわけがないと即そく座ざにその思考を追いやった──。

　そうしてメアリもまた彼を見つめ返せば、パトリックの色いろ濃こい瞳ひとみがやんわりと細くなり、ゆっくりと惜おしむように口を開いた。

「アリシアとさえ出会わなければ、俺にとって君は最善の結けつ婚こん相手だったよ」

「あら、最高の褒ほめ言葉ありがとう。逃のがした魚の大きさに気付く程度の良識は持ち合わせていたみたいで嬉しいわ」

　パトリックの褒め言葉とは到とう底てい思えない発言に、メアリが嬉しそうにコロコロと笑って答える。もちろんそのやりとりに周囲は付いていけず啞然としているが、彼等のこのやりとりは互たがいに尊敬しあっているからこそと知っているアリシアとアディが、揃そろえたように顔を見合わせて苦く笑しようを浮かべた。

　そして今度こそ立ち去るべくメアリが歩き出す。

　去り際ぎわの「お昼休みにでもお会いしましょう」という言葉は彼女なりの謝罪要求だ。

「昼休みに謝りに来れば許してやる」と。このなんとも分かり難い捻ひねくれた寛かん大だいさに、アディとアリシアが顔を見合わせて肩を竦すくめ、パトリックが苦笑を浮かべながらも頷うなずいて返した。







　そうして昼休み。

　メアリはアディと、そして何故なぜかここ最近さも当然のように食堂についてくるアリシアと共に食事をとっていた。──没ぼつ落らくを目指すメアリのプライドは、『一いつ緒しよに昼ご飯』などと言うまるで友達めいた今の状態を直視できずにいる──。

「もっと上品にパンをちぎりなさいよ。そんなに欠片かけらを落としてみっともない、中庭のハトでも呼び寄せるつもり？」

　と、今日もまたメアリがアリシアに暴言を吐はく。

　だが言われたアリシアははたと自分の膝ひざ元もとを見て、パンの欠片に気付くや「気を付けます！」と頰ほおを赤くした。そうして丁てい寧ねいに、欠片を落とさないよう気を付けながらパンをちぎっていく。その姿はぎこちなくもあるが、上品で令嬢らしい。……もっとも、その隣となりに居る真の令嬢は今日も丼飯だが。

「まぁ、確かにパンをちぎるのって結構難しいですよね」

　とは、メアリの向かいに座り、慣れた手付きでステーキを切って口に運ぶアディ。

　相変わらず彼のメニューがやたらと豪ごう華かなのは言うまでもない。が、本来なら従者の贅ぜい沢たくを咎とがめるべき主人メアリは「よく昼からそんな重いもの食べられるわね。胃が強いのかしら」とまったく違うところで感心している。

「食事のマナーは何より先に覚えることよ。ダンスで相手の足を踏ふんでも、ちょっと頰を赤くして『緊きん張ちようしてますの』とでも言えば相手は上機嫌で許してくれるけど、食事のマナーはそうもいかないわ。一度席に着けば、その瞬しゆん間かんから常に見られ品定めされるのよ」

「な、なんだか恐おそろしいですね……私も、もっと頑がん張ばらなきゃ」

「安心なさい、今の貴女あなたのマナーは品定めする価値もない、みんな顔を背そむけるわ。でも言っておくけど、食事の席では『マナーに気を付けてます』なんてオーラは見苦しいだけよ。令嬢たるもの、優ゆう雅がに、淑しとやかに、それでいて完かん璧ぺきなマナーでなければならないの」

「うぅ……私には遠い世界です……」

「当たり前でしょ、田舎いなか娘むすめが一いつ朝ちよう一いつ夕せきで出来ることじゃないわ。まぁ、私程になると微笑ほほえみながらどんなパンでもちぎってみせるけれどね」

　自じ慢まんげに笑うメアリに、アディが「あれは凄すごい」と頷く。

「あれはお見事ですよ。顔は微笑んでるのに指元がギッチギチ言ってますからね。俺、ちぎれないパンが出たときは、見つからないようにコッソリとお嬢のちぎったパンと自分の交こう換かんするくらいですし」

「……初めて知ったわ。どうりでたまにパンが復活してると思った」

「だから『見つからないように』って言ったじゃないですか」

　さも当然のように言い切るアディに、メアリが「時間がたてば元に戻るパンかと思ってた」と呟つぶやいた。




　そんなところに声を掛かけてきたのが、生徒会役員を引き連れたパトリックである。

　普ふ段だん彼等が姿を見せると途と端たんに黄色い声が上がるのだが、今朝のことがあったからか今日に限ってはシンと静まり返り、誰だれもが横目に様子を窺うかがっている。テラス席の生徒までチラチラとこちらの様子を気にし、果てには二階で食べていた者達が白々しく降りてくるのだ。

　その野や次じ馬うま根こん性じようにメアリが「この時間を指定したのは間ま違ちがいだったわ」と心の中で悔くやんだが、もちろん言い出したのは自分なのだから追い返すわけにもいかない。仕方なく「ごきげんよう、皆みな様さま」と愛想よく微笑んで軽く頭を下げた。

　その瞬間アディが立ち上がり深々と頭を下げるあたり、彼の中でも今朝のことは済んだこととして処理されているのだろう。それに対して、パトリックを見るや一いつ瞬しゆんにしてプクと頰を膨ふくらませ、豪ごう快かいにパンをちぎりだすアリシアは未だ怒いかり心しん頭とうといったところか。そんな対極的な二人にメアリは小さく苦笑を浮うかべ──なにせ対極的でありながら、二人の反応はメアリを想おもっての事なのだ。それがまた面おも白しろい──緊張状態で視線を泳がせている生徒会役員達に助け舟ぶねでも出してやろうかと声をかけた。

「今朝は失礼いたしました。私、病み上がりで少し気が立っていましたの」

「い、いや、我々の方こそ謝るべきだ。間違った情報を鵜う吞のみにして、大勢の前で君を辱はずかしめてしまった」

　許してほしい、と副会長が頭を下げれば、それを合図に他ほかの者達も続く。唯ゆい一いつ頭を上げていたパトリックも、脹ふくれっ面でパンをちぎるアリシアに気付いて慌あわてて頭を下げた。




　どうやら全すべてをメアリの仕し業わざだと思わせていた『確固たる証しよう拠こ』の真しん偽ぎが判明したらしい。となれば真相、更さらにその奥にいる犯人も気になるところではあるが、ここでは話題にするまいと堪こらえることにした。真犯人が誰なのか気になるところだが、それは事件が解決したらパトリックに聞くなり、アディに探さぐらせるなりすればいいだけの話。

　今ここで話題に出して、野次馬達にデザートまで与あたえる気はない。それに、おおかたパトリック絡がらみで嫉しつ妬とした女子生徒で間違いないだろう。今までパトリックを独どく占せんしていたメアリにも、これから独占するアリシアにも痛い目を見せられると踏んだに違いない。

　だからこそさっさと話を終わらせてしまおうと、メアリが未だ頭を下げたままの生徒会役員達に穏おだやかに声をかけた。

「私も気が立っていましたし、皆様も誤解していた。お互いの非を認め合ったことですし、それでいいじゃありませんか」

「メアリ嬢じよう……貴女にそこまで気を遣つかわせてしまうなんて、自分達の未熟さが恥はずかしい」

「あら、未熟だからこそ私達はここに通ってますのよ。……でも」

　言いかけ、ふいにメアリが声こわ色いろを落とした。眉まゆ尻じりを下げ戸と惑まどう様に視線を泳がせるその態度に、誰もがいったいどうしたのかと彼女に視線を寄せる。

　それを受け「……怖こわいわ」と小さく呟くメアリのなんと儚はかないことか。男ならば誰もが庇ひ護ご欲よくを搔かき立てられ、女でも力になりたいと思えるほどの弱さと儚さを感じさせる。──メアリの言いたいことを、むしろ演じたいものを察して、アディがそっと丼どんぶりを自分のもとへと引き寄せたのもまた功を奏している──。

「アリシアさんに酷ひどいことをなさる方がこの学園にいるなんて……なんだか、私怖くなってしまいました」

「ご安心ください。既すでに犯人は目星をつけ、我々の監かん視し下にあります。貴女にも勿もち論ろんアリシア嬢にも、二度と近付けさせません」

「それを聞いて安心しました。さすが生徒会の方々ですね。これからも学園の平へい穏おんのために頑張ってくださいね」

「は……はい、もちろんです！」

　リコールする気も無い、と暗に伝えれば、彼等が安あん堵どと共に背筋を正した。

　そうして一度深く頭を下げ、食堂を後にする。その背中は既に普段の彼等そのもので、一部からは熱っぽい溜ため息いきさえ聞こえてきた。パトリックもまた彼等同様に脹れっア面パリンちシぎり機アが多少なりとも機き嫌げんを直し、拗すねた表情ながらもパンを口に放ほうり込んでいるのを見て安心し、苦笑と共に「それじゃ」と一言残して去って行った。




　しばらくすれば食堂も再び賑にぎやかさを取り戻もどし、これで一段落ついたとメアリが深く息を吐く。

　病やみ上がりにはなかなかの重労働ではないか。それに、チラチラと向けられる周囲の視線は相変わらずで居い心地ごこちが悪い。そんなメアリの疲ひ労ろうを察したのか、アディが「大変でしたね」と労ねぎらいの声をかけてくる。それに対してメアリはニヤリと笑うと、

「あの程度の暴言も無礼も、誰かさんに比べたら可愛かわいいものよ」

　と返してやった。




　食堂のおばちゃんが、

「丼どんぶり飯めしのお嬢さん、知ち恵え熱だったんだって？」

　と嬉うれしそうに声をかけ、メアリが優雅に微笑みながらテーブルの下でアディの足を踏みつけるのは、それから数分後のことである。
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「ねぇアディ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど……良いいかしら？」

　そう、彼女らしくなく控ひかえ目に尋たずねてくるメアリに、アディが一体何だと首を傾かしげた。

　場所はアルバート家の中庭、時刻は夕食過ぎ。暗くなりつつある中庭の美しさを眺ながめながら食後のお茶を優雅に飲み雑談を交かわしているなか、ふいにメアリが顔を逸そらし先さき程ほどの一言である。

　なにかを気き遣づかうような、言い難にくそうな、それでも聞かねばならぬと覚かく悟ごを決めたかのようなその様子に、アディが「どうしました？」と返した。

「あのね……もしかして、本当にもしかして、万が一なんだけど……」

「どうしたんです？」

「あくまで可能性の話よ？　もしかして、かなり低い確率だけどそうなんじゃないかな……って……」

「だから、いったい何の話です？」

　不思議そうに促うながすアディに、メアリが小さく溜息をつき、再度「もしかしてなんだけど」と念を押した。

　そうして、

「もしかして、私あの子アリシアに好かれてるんじゃないかしら……」

　とポツリと漏もらしたメアリの言葉に、アディが目を丸くした。

「……お嬢、ようやく現実を直視する気になりましたか」

「いいえ、まだ直視は出来ない。チラ見するぐらいなの、だからオブラート過多の返答をお願い……」

　らしくなく弱気な態度を取るメアリに、見み兼かねたアディが小さく溜息をついた。それでも従者なのだから答えないわけにはいかず、「分かりました」と前置きをする。対してメアリは眉み間けんに皺しわを寄せ、真しん剣けんな表情でその返答を待った。

　そうして、アディがメアリに告げた答えといえば、

「そうですね。確かに少し仲が良く見えるかもしれませんが、俺やパトリック様という共通の知人が居るわけですし、たまたま行動が一いつ緒しよになっているだけでしょう」

　という、オブラートに包みすぎて逆に飲み込み辛づらくなっているような返答だった。

「そ、そうよね。それぐらいよね……で、参考までにオブラート抜ぬきの答えも頂ちよう戴だい」

「どう考えても大親友」

「ぐっ……」

　先程のオブラート過多どころかオブラートのみの返答から一転した直球ぶりに、メアリがショックを受けたように胸むな元もとを押さえた。どうやら大分ダメージが大きかったようだが、対してアディは言いきった達成感すら感じさせる表情でクッキーを口に放り込んだ。

　それどころか「唯ゆい一いつ無二の大親友です」と追つい撃げきをかける始末。──決してアディがメアリに対して恨うらみがあるわけではない、それ程までに傍はたから見れば彼女達は親友そのものなのだ。もっとも、メアリは相変わらず暴言を吐はくのを止やめていないが──。

　だがどうやらメアリにも言い分があるようで、多少ダメージを残しつつも「そもそも……」と顔を上げた。

「そもそも、あの子が異常なのよ……そうよ、私は悪くないわ……私は何も悪くない、ちゃんと悪役やってるわ！」

「悪くないのに悪役ってのも変な話に思えますが」

「だいたいね、私は常つね日ひ頃ごろあの子を傷付けようとしてるのよ、だから傷付かない方が悪いわ！」

　胸を張って斜ななめ上な理論を繰くり広げるメアリに、アディが「そうですねぇ」と棒読みで返しながら空になったティーカップに紅茶を注ぎいれてやった。




　確かに、メアリの言う通り彼女は常日頃アリシアを傷付けようとしている。といってもゲームのメアリのような姑こ息そくな嫌いやがらせはしないが、暴言の度合いで言えばゲームより勝まさっていると言えるだろう。

　ゲームのメアリはストーリーの合間に登場し、「田舎くさい」だの「貧相」だのと決まった言葉を吐くのみなのだ。あくまで『ドラ学』は乙女おとめゲームなのだから、悪役の暴言よりヒーローの甘い言葉に尺を割さくのは当然のこと、おまけに全ぜん年ねん齢れい向けゆえメアリの暴言にも制限がかかる。

　対してこちらのメアリはゲームのメアリ同様「田舎くさい」だの「貧相」だのと言った暴言も吐くし、それどころか一緒にいる時間が長いからそれ以上に酷い言葉も口にしている。普ふ通つうであれば傷付くか、もしくはメアリに嫌けん悪おして距きよ離りを置きそうなものなのだが……。

「この間、あの子が私のこと見つけて走ってきたのよ、だから『そんな躾しつけのなってない駄だ犬けんのようにみっともなく走ってこないでくださる？　まだ我が家の番犬の方が理知的だわ』って言ってやったの。そしたらあの子アリシアが何て言ったと思う？」

　当時を思い出しているのか、悔くやしさと虚きよ脱だつ感を綯ない交ぜにした表情のメアリに、アディが眉間に皺を寄せて返した。

　アリシアに告げたと言うメアリの言葉は暴言も良い所、普通であれば喧けん嘩かになってもおかしくない程だ。アディだって、アルバート家以外の人間に言われたら腹を立てるだろう。

　だからこそ、そんな暴言を吐いたメアリが逆にここまで弱っているのが理解できず、いったいアリシアがどう返したのかと思わず真剣な表情で先を求めてしまう。

　そんなアディの催さい促そくの視線にメアリが一度溜息をつき、ふっと顔を他所よそに向けた。遠くを見る視線は、十代とは思えない哀あい愁しゆうを感じさせる。

「あの子……『わぁ！　メアリ様の御お家うちはワンちゃんを飼ってるんですね！』って返してきたのよ……」

「そ、それは流石さすがに……！」

「何が『わぁ！』よ、こっちが逆に『わぁ』よ！」

　悔しそうにテーブルを叩たたくメアリに、アディが掛かける言葉もないと同情の視線を彼女に向けた。何と言うか、常日頃よく空回る御お方かただと思っていたがまさかここまでとは……という、労いたわりの気持ちさえ浮うかんでくる。それと同時に、アリシアのメンタルの強さにも感心してしまうのだが。

　だからといってそれを正直にそのまま伝えればいよいよをもってメアリのダメージが限界を超こえかねないと思い、アディが「でもまだ挽ばん回かいできますよ」とメアリを励はげました。心の中では「本当は手て遅おくれでしょうが」と付け足しつつ……。

「そ、そうよね……挽回できるわよね……うん、まだ頑がん張ばれる。メアリ・アルバートたるもの、一度ぐらいはあの子を傷つけなくちゃ！」

「そうですよ、お嬢じようなら出来ます！　アリシアちゃんを傷つけられます！」

「うん、出来るって思えてきた！　最終的に無理だったらもう物理でいくわ！」

「物理は駄だ目めです！」

　開き直り過ぎたのか「ドリルで突つき刺さす！」と明後日あさつてな方向で決意を新たにするメアリに、アディが慌あわてて待ったをかけた。




　そうしてなんとかメアリを宥なだめ、

「そうね、ドリルは流石に駄目ね……というかドリルじゃないし」

　というレベルにまで落ち着かせ、改めて二人が向き直った。

　メアリがコホンとわざとらしい咳せき払ばらいをするのは、改まって何か言いたいことがあるからである。あと、先程のドリル発言が恥はずかしいのか僅わずかに頰ほおが赤いが、流石にアディもそこまでは指し摘てきしてやらずに彼女の次の言葉を待つ。

「いいこと、明日あしたお昼からあの子アリシアはパトリックと市街地でデートするのよ」

「へぇ、デートですか。よくご存じで」

「ゲームのストーリーと現状を照らし合わせた結果、明日と判明したの。あと本人からの情報提供もあるわ」

「あぁ、相変わらず誘さそわれたんですね」

「……聞かないで頂戴」

　そっと視線を外すメアリに、アディが気遣って「失礼しました、お話の続きを」と従者らしく恭うやうやしく先を促した。きっと誘われたのだろう。そしてメアリの事だから暴言混じりで断ったのだろうが、今の彼女の哀あい愁しゆう漂ただよう瞳ひとみを見るに玉ぎよく砕さいしたのは言うまでもない。

「それで、デートの邪じや魔まをするんですか？」

「勿もち論ろん！　そういうわけだから、明日は八時に出発するわよ！」

　ちゃんと準備しておきなさい！　と命じるメアリに、アディが従者らしく「かしこまりました」と頭を下げ……、

「八時？」

　なんだってそんなに早く？　と首を傾かしげた。







『ドラ学』をプレイしていると『デートイベント』と呼ばれるイベントが何度か発生する。内容は至って普通の、主人公と攻こう略りやく対象者が市街地に出て散歩や買い物をし、会話を交かわして終わりという簡素なものである。立ち絵や背景も使いまわしの、規模の小さいイベントだ。

　だが時に主人公が自ら相手を誘って発生させたり、時に攻略対象者から突とつ然ぜん誘われたりと発生条件はランダムであり、現状の好感度を確かく認にんし更さらに上げるのに適したイベントでもありクリアには欠かせないものである。おまけに、時には思いもしない相手から誘われてしまい、やむなく断ったら好感度が一気に下がってしまう……という悲劇もあり、イベント内容自体は短く地味なものではあるが、多発するからこそ上手うまく立ち回る利口さも求められていた。

　そんな最後のデートイベント。

　今まで通りのデートだと思いきや……というのが今回のデートだとメアリは踏ふんでいた。時期的に見ても丁度その頃ころ合あいなのだ。




「それで、お嬢はそのデートを邪魔しに行くと」

「そういうこと。今までは好きにさせてたけど、今回がゲーム上の最後のデートイベントだとしたら、邪魔しないわけにはいかないの」

「なるほどねぇ……でもなんだってこんな時間に？」

　デートは昼からなんでしょ？　と尋たずねるアディに、メアリが真しん剣けんな表情で目の前の光景に視線を向けた。

　場所は市街地。

　その中でも洋服屋や雑貨屋が並ぶ買い物エリアであり、デートには最適な場所である。『ドラ学』においても、この場所と似た背景を何度も見たことがある。

　ちなみに時刻は九時過ぎ。殆ほとんどの店が今し方開店し始めたばかりで、それ故ゆえかまだ人の姿も少ない。ここが賑にぎわいを見せるのは昼頃ごろからだ。そんな閑かん静せいな市街地の中、まるで構えるように仁に王おう立だちして君臨するメアリと、その隣となりで暢のん気きに欠伸あくびするアディの姿は随ずい分ぶんと不ふ釣つり合いであった。

「確かに二人のデートは昼からよ。でもその前に私達はやらなきゃいけないことがあるの」

「へぇ……そりゃなんで……ふぁ。俺、喫きつ茶さ店てんで寝ねてて良いいですか？」

「……せっかくだし、お父様に何か買ってさしあげようかしら。誰だれかさんの解かい雇こ状を書くためのペンとか」

「さぁお嬢、やらなきゃいけないということを始めましょう！　俺はやる気に満ちてますから、欠伸なんてするわけがない！」

「……そうね」

　相変わらずなアディの態度に小さくため息をつき、メアリが周囲を見回した。

　花屋や喫茶店は既すでに客を入れる準備ができているようだが、一部の店はまだ開店準備が終わっていないのかクローズドの札が掛かっている店すらある。そんな店を眺ながめ、メアリがよしと意気込んだ。

「さぁアディ、買い物するわよ！」

　そう宣言するメアリに、アディが──先ほどの脅おどしの余よ韻いんが残っているのか──「はい！」と応こたえかけ……不思議そうに首を傾げた。




　デートイベントは基本的には主人公と攻略対象者が市街地に赴おもむき、幾いくつか会話を交わす……というだけの簡単なものである。時には好感度を上げるチャンスである質問──もちろん選せん択たく肢しで答える──もあるのだが、別段ストーリーを左右する程ほどのものでもない。

　だが最後のデートイベントだけは別だ。このイベントだけは現状とそして結末を知るための『とある仕し掛かけ』が組み込まれている。

　そして重要なイベントとなれば、当然メアリが邪魔しないわけがない。

　先日の断罪イベントで彼女のプライドは傷つけられ転落が始まりつつあるが、それでもたった一度の糾きゆう弾だんで悪役令れい嬢じようメアリが懲こりるわけがないのだ。彼女は主人公と攻略対象者が仲なか睦むつまじくデートしている最中に颯さつ爽そうと現れ……。

「厭いや味みったらしくアリシアを馬ば鹿かにして、目の前で相手を誘うのよ」

「なるほど、それでゲームのお嬢はこっ酷ぴどく振ふられるわけですね」

「さぁ、どうかしら」

「ん？」

　クツクツと笑えみを零こぼしながら言葉を濁にごすメアリに、アディが怪け訝げんそうな視線を向ける。だがメアリはそれに対して説明をするでもなく「それで！」と強ごう引いんに話題を変えた。

　そもそもこんな市街地のど真ん中で話し続けていることがおかしいのだ。だからこそメアリはアディの腕うでを引っ張り「まずは何を買いましょうか」と周囲の店を見回した。服に靴くつ、それに食べ物……とあちこちに視線をやるメアリに、アディが益ます々ます分からないと言いたげにメアリを呼んだ。

「お嬢、なんだって貴女あなたが買い物するんですか？」

「そりゃ、買い物に来たんだもの」

「いえ、そうじゃなくて、どうして貴女がわざわざ？」

　不思議そうにアディが首を傾げる。だが彼が疑問に思うのも仕方あるまい、なにせメアリはアルバート家の令嬢なのだ。国内一の財力を誇ほこる、貴族界のトップ。となれば欲しい物があれば財さい布ふを気にすることなくすぐに手に入るし、わざわざ本人が買いに出なくても、それこそアディを始めとした使いが主人のためにと手配するのが普ふ通つうだ。

『買いに行く』のは庶しよ民みんのすることであり、貴族の令嬢ならば『買いに行かせる』のが当然。それどころか服も靴も、似合うものを探して入手するのではなく、デザイナーが自分のために似合うものを作るのだ。

　そんなメアリがわざわざ買い物目的で市街地を訪おとずれることが理解できず、アディが首を傾げた。……といっても、そこは変わり者の令嬢メアリである、買い食いだ寄り道だと市街地に赴くことが多く、これが初めてというわけではないのだが。

「何か欲しい物があるんですか？　なら俺が手配しますけど」

「欲しい物はないわ、でも買い物するのよ」

「うん？」

　相変わらず首を傾げたままのアディが更に眉み間けんに皺しわを寄せるのを見て、メアリが「説明してあげる」とわざとらしく胸を張った。




「ゲームに出てくるメアリは、『大量の箱を抱かかえたアディ』を後ろに従えていたのよ！」




　自じ慢まん気げに言い切るメアリに、アディはしばらくポカンと口を開けたのち……、

「あっちの喫茶店で寝てるんで、アリシアちゃん達が来たら起こしてください」

　と呆あきれたように歩き出した。──もちろん、「あと、お父様に渡わたす解かい雇こ嘆たん願がん書を書くペンがほしい」というメアリの脅しでそれが叶かなわなかったことは言うまでもない。ここまでが様式美である──。




　デートイベントで邪じや魔まをしてくるメアリは、まさに『買い物中の令嬢』といった様子だった。

　市街地には些いささか場ば違ちがいな豪ごう華かなドレスに、背後に構える従者のアディは山のように箱を積み重ね、おまけに「新作を全部頂くわ」という買い物の仕方。これでもかと財力を見せびらかし、そしてアリシアを見つけるや「庶民は服一着買うのにも必死なのね」と鼻で笑うのだ。

　断罪イベントで多少は大人しくなったかと思えば直後にこの態度なのだから、よりいっそうプレイヤーがメアリを嫌けん悪おするのも当然である。

「つまり、お嬢じようはゲーム通りに俺に箱を持たせようと」

「そういうこと、身長以上に重ねられた箱が『いかにも』って感じがして箔はくがつくでしょ」

「そんなもんですかねぇ……」

　持たされる身としては堪たまったものじゃない、と言いたげにアディが溜ため息いきをつきつつ、それでもメアリの後を追って店へと入っていった。




　デートイベントでメアリの背後に構えていたアディは大量の箱を抱えていた。

　勿もち論ろんそれら全すべてがメアリの買い物であるのは言うまでもなく、歩くことすら困難なほど積まれた高さが彼女の浪ろう費ひぶりをよく表していた。もっとも、イベント全体として見ればメアリの行動と結果こそ重要ではあるがアディの荷物持ちなど些さ細さいな描びよう写しやでしかなく、言ってしまえば一枚絵スチルの背景でしかない。

　だがあのシーンのメアリは『いかにも我が儘まま令嬢』として上手く描えがかれていた。高く積まれた箱を抱えるアディに対して、メアリは何一つ荷物を持っておらず、そして気き遣づかう素そ振ぶりすら見せないのもまた令嬢らしさを表現している。それになにより、庶民のアリシアに対して、高く積まれた箱を見せつけることで格の違ちがいを明確にしていたのだ。

　だからこそ、ここで自分も大量に買い物をして箱を高く積む必要がある！　と、そう考えたのである。




「そう、考えたのよ……」




　ポツリと呟つぶやきながら紅茶を一口飲むメアリに、アディがうんうんと頷うなずいて返した。

　場所は変わらず市街地、その中の喫茶店。

　天気も良いことだしと案内されたテラス席に座り、店長おススメの季節の紅茶を味わう優ゆう雅がなティータイム……ではなく、深刻な作戦会議である。なにせ買い物を始めて二時間足らずで重大な問題にぶち当たってしまったのだ。それはもう深刻過ぎて、メアリに至っては紅茶を味わう余よ裕ゆうもなく頭を抱えている。

　その問題とは……、

「参ったわ、もう買うものが無い……」

　という、本人にとっては深刻なものである。

　ちなみに、それを聞きながら紅茶の追加注文を頼たのむアディの隣となりには、小さな箱が三箱積まれていた。言わずもがな、この二時間で買った品物である。戦利品と呼ぶには明らかに物足りない、積み重ねたところで片手で持てる程度である。

　メアリはアルバート家の令嬢なのだ。「欲しい」と一度でも口にすれば次の瞬しゆん間かんには誰だれかが手配に走り、数時間後には目の前に用意されている、それが当然の環かん境きようで育ってきた。なにより、常にドレスや靴はお抱えデザイナーのオートクチュール。市街地の服屋で売っているような凡ぼん庸ような衣服を欲しいとは思えない。

　つまり生まれたときから一級品に囲まれ、手にするもの全てが特注品であったアルバート家の令嬢にとって、どれだけ意い欲よく的に市街地を見て回っても物ぶつ欲よくが刺し激げきされないのだ。

　だがその生まれの良さこそ今直面している問題の要因なわけで、メアリが参ったと言いたげに溜息をついた。

　それでも……とチラと積まれた箱に視線をやる。

「でも三つは買ったのよね……あれ、これもしかして結構頑がん張ばった方じゃないかしら」

「お嬢、志がどんどん低くなってますよ。三つって言っても内二つは紙かみ袋ぶくろで十分な品物だし、しかも一つは俺の買い物ですし」

　あっさりと言い切り、アディが新たに注文した紅茶に口をつける。

　頷いているあたり気に入ったのだろう、近くを通った店員を呼び寄せると茶葉の購こう入にゆうを伝えた。勿論、箱に入れてくれるよう頼むのも忘れない。そうして「これで四箱目ですね」とメアリに伝えるのだが、いかんせん茶葉では箱も小さすぎる。今まで購入したものも、どれも抱えるほどの大きさではないのだ。財力を見せびらかすには物足りない。

「でも、欲しい物って無いのよねぇ……あとはペンかしら。誰かさんの今までの不ふ遜そんな態度を全て書き連ねるために大量のインクも必要ね」

「だ、駄だ目めですよお嬢、ペンなんて買ったところで小さな箱に入れられるのがオチで……」

「アディ？」

　普ふ段だん通り誤ご魔ま化かそうとしていたアディが、ふとなにかに気付いたように言こと葉ば尻じりを弱めていった。それに気付いたメアリが彼の顔を覗のぞき込む。考え込むようなその真しん剣けんな表情は、まったく普段の彼らしくない。

「アディ、貴方あなたもしかして本気にしたんじゃ……」

「お嬢、箱です！」

「え？」

　突とつ然ぜんわけの分からないことを言いだすアディに、別のことを心配していたメアリがキョトンと目を丸くした。てっきりこの不遜な従者が、ようやく自分が首の皮一枚状態であることに気付いて──首の皮一枚で十年近く経過しているが──身を案じたのかと思ったが、まったくもってそんなことは無かったようである。

　それに対してメアリが僅わずかに安あん堵どし、それと同時に「アディに自覚させるのは後にしましょう」と事態を後回しにし、改めて「箱ってどういうこと？」と彼に視線を向けた。

　確かに箱を積むための話はしていたが、かといって改めて「箱です」と言われてもピンとこない。だがアディはそんなメアリの視線に気付くと、わざとらしく「いいですか」と前口上を置いた。その姿はまるで『ドラ学』を説明するときのメアリのようだが、残念ながらそれを指し摘てきしてやれる者はいない。

「いいですか、お嬢は箱の中身に拘こだわりすぎているんです」

「そりゃ、いくら箔を付けるためとはいえ不要な物を買うわけにはいかないでしょ」

「だから買い物が進まないんです。そこで俺は考えました。何を買えば良いいのか分からないのなら……」

「分からないのなら？」

　続きを促うながすようなメアリの視線に、アディが満足気に笑い、




「買うものが無いなら、箱を買えば良いんです！」




　と、ドヤ！　と胸を張った。




　そうして数時間後。

　市街地の中央では『まさに裕ゆう福ふくな令れい嬢じよう』といった出いで立ちのメアリが、アリシアとパトリックの到とう着ちやくを今か今かと待ち構えていた。その背後には、よくぞ積んだと言わんばかりに高く積みあげられた箱を抱かかえるアディ。

　当然だがそんな二人が市街地にいれば目立つのも当然、中にはアディの持っている箱を羨うらやんでいる者さえいた。誰だって、メアリが散財したと思うだろう。アルバート家の令嬢が従者を従えて市街地で買い漁あさっているのだ、裕福な貴族の令嬢ならまだしも、同年代の庶しよ民みん出身の娘むすめたちなら羨まないはずがない。

　もっとも、積みあげられたそのほとんどが空箱なのだが、言わなければ他者には分かるまい。

「アディ、準備は整ったわね。今の私達はどこからどう見ても散財した令嬢とその従者よ」

「えぇ、まぁでも自分で言い出しておいてなんですが、箱だけ買った時の店員の冷たい視線は当分忘れられそうにありません」

「良いのよ、箱だろうが何だろうが買えば立派な客よ。それに箱なら、どんなにあっても無む駄だにはならないでしょ」

「そりゃまぁ、使い道はありますね」

「幾いくつか分けてあげるから、貴方の部屋にある隠いん蔽ぺい山ざんを片すのに使いなさい」

「片しました！　あれはもう片しました!!　というか変な名前を付けないでください！」

　人聞きの悪いことを！　と喚わめくアディに、メアリが悪戯いたずら気に笑い……見覚えのある姿を見つけてよりいっそう笑えみを強めた。

「さぁ、成果報告の始まりよ」

　そう呟かれたメアリの言葉に、アディは一いつ瞬しゆん不思議そうに彼女の顔を覗き込み、次いで何かを察して背後を振ふり返った。

　そこに居たのは仲なか睦むつまじいカップル、言わずもがなアリシアとパトリックである。







　メアリを見つけたアリシアとパトリックの表情といったらなく、アリシアに至っては嬉うれしそうに手を振って駆かけ寄ってくる程ほどだ。──勿もち論ろん、そんなアリシアに対してメアリの罵ば倒とうが飛ぶわけだが、まったく効果がないのは言うまでもない──。

「メアリ様、随ずい分ぶんとお買い物されたんですねぇ」

　アディの抱える箱を見上げ、アリシアがため息混じりに呟いた。羨ましがるどころか圧あつ倒とうされかけているようにも見えるその表情に、「そうよ、これよ！」とメアリが内心でガッツポーズを取りつつ、さも当然といった様子を装って鼻で笑う。

　勿論「これぐらい当然じゃなくて？　まぁ、洋服一枚買うのにも必死な庶民には分からないかもしれないけど」という嫌いやみも忘れない。というか、この台詞せりふのための箱である。更さらに言うのであれば、この台詞のために休日だというのに朝早く起きたのだ。

　そのかいあってか、どうやら今のメアリの姿は彼女の望む通りらしく、周囲に居た同年代の女性達がメアリの嫌みを聞いて羨せん望ぼうの眼まな差ざしを悔くやしげに変え、中には張り合うように「次の店に行くわよ！」と従者に指示を出している者さえいた。

　我が儘ままでプライドが高く、常に嫌みを忘れない、それがメアリの描えがく悪役なのだ。高く積みあげた箱を従者に持たせ、「これぐらい当然でしょ」と笑う姿はまさにである。

　現に、アリシアもメアリの言葉を受けて表情を変えていた。

　不満気な、それでいてどこか拗すねるようなその表情の変化に、正面からジッと視線を送られたメアリがいよいよをもって勝利を確信する。今この瞬間、アリシアはメアリに対して財力の違ちがいを見せつけられ、羨ましがっている、メアリの財力自じ慢まんに不満を抱いだいているのだ。

「大成功だわ！」と今にも叫さけんでアディとハイタッチしたい欲よく望ぼうを何とか抑おさえつけ、メアリが更に不敵に笑う。ここで揺ゆらいではいけない、あくまで最後まで悪役を貫つらぬかなくては……と、そう思う反面アリシアの拗ねた表情に期待が高まり表情がゆるむのだが、それをなんとか令嬢の皮肉気な笑みに変える。

「あら、なにかしらその表情。まさか庶民の出の貴女あなたが、私みたいに買い物したいと思ってるのかしら。ご自分のお財さい布ふとご相談なさったら」

　クツクツと笑いながら、メアリが追い打ちをかける。

　それに対してアリシアは益ます々ます不満そうに唇くちびるを尖とがらせ、まるで子供がいじけるような表情でメアリを怨うらめしげに睨にらみ上げた。

　そうして、ようやく彼女が口にしたのは、随分と恨うらみのこもった、

「メアリ様、お買い物が好きなのに私と一いつ緒しよに行ってくださらない……」

　というものだった。

「……は？」

「酷ひどいです、私いつもお誘さそいしてるのに断られて、きっと買い物が嫌きらいなんだと思ってたのに……」

　プク、と頰ほおを膨ふくらませてアリシアがそっぽを向く。

　分かりやすいその拗ね方に覚えのあるメアリは──なにせ自分も何度かこの手を使ったことがある──その反面いったいどうしてアリシアがこの拗ね方をしているのか分からず、頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。

　あくまでメアリの場合はだが、頰を膨らませてそっぽを向くのは「私は怒おこってます」という、それでいて本当に怒ってはいない、相手からの好意をわざと擽くすぐる時の常じよう套とう手しゆ段だんなのだ。子供が構って欲しい時にちょっかいを掛かけてくるような、そんなものである。




　それを何でアリシアが？

　ちょっと待って「今度は一緒に行きましょう」って、なんでそんなことを……。

　やめてよ、約束なんてする気はないわ……！




　なんでこんなことに？　とメアリが困こん惑わくを隠かくせずにアディを見上げるも、そこには高く積まれた箱しか見えず、彼の表情は分からない。もちろん返事もない。それでも箱が小さく揺れているあたり笑いたいのを堪こらえているのが分かり、メアリが忌いま忌いましげに足を踏ふんでやろうとし……思いとどまった。なにせこの箱が崩くずれたら、間ま違ちがいなく自分も巻き込まれるからだ。

　アリシアの勢いに押され、笑いを堪える従者に仕返しすることもできず、メアリがどうして良いのか分からず呆ぼう然ぜんとする。そんな彼女の変化にアリシアもパトリックも気付くことなく、仲睦まじいカップルは寄り添そいながら「それじゃ、また後で」と、よりにもよって再会を望むうな言葉を吐はいてその場を後にした。

　そんな二人の後ろ姿を、メアリは未いまだ呆然と眺ながめ……はたと我に返った。

　しまった、ここで見送ってはいけない。

　やらなきゃいけないことがある！

「ま、待ってパトリック……様！　パトリック様、お待ちください！」

　普ふ段だん通りに呼びかけ、慌あわてて取り繕つくろう。

　婚こん約やく者としてならまだしも──それだって、結けつ婚こん前の令嬢が異性を呼び捨てにするのはあまり好ましいことではないが──婚約破は棄きした関係である以上、公おおやけの場で呼び捨てにしあうのは周囲に勘かん違ちがいされかねない。

　今だって、婚約破棄した割にはメアリとパトリックの関係は変わらず、それどころか以前にもまして良好で、それを見た誰だれもが不思議そうに首を傾かしげているのだから。女性達の中では、婚約破棄してなおパトリックと親しげに話しているメアリに嫉しつ妬としていいやら同情していいやら、それどころか「一度は諦あきらめたと見せかけて……？」と、余計な警けい戒かいをしている者すらいる始末。──もっとも、嫉妬や警戒をしていてもなお彼女達は行動を起こさず、パトリックに熱い視線を送るだけなのだが──。

「どうしたメアリ……メアリ嬢じよう、何か用事が？」

　メアリ同様に周囲の視線を感じ、パトリックも慌てて取り繕う。

　彼も同様、婚約破棄から日々増していく熱かったり冷たかったりの好こう奇きの視線にはうんざりしていたのだ。ここでメアリを呼び捨てにすれば、まだ婚約関係が続いているのではと噂うわさされかねない。

　そんなパトリックの考えを知ってか知らずか、メアリはコホンと一度咳せき払ばらいをすると、再び戻もどってきた二人に……というよりパトリックのみに視線を送り、ニッコリと微笑ほほえんだ。なんとも愛らしさと気品を感じさせる笑みである。

「お父様が贔屓ひいきにしている仕立て屋があるの。以前、お父様が貴方あなたにパーティー用のスーツを贈おくりたいと言っていたわ。これから、二人で行きましょう」

　やたらと『二人で』の部分を強調するメアリに、パトリックが首を傾げ「二人で？」と尋たずねた。だが返ってきたのは相変わらず愛らしく微笑むメアリの「えぇ、二人で」というオウム返しのような言葉。──このやりとりに関して、メアリの発言には「パトリックを奪うばってデートの邪じや魔まをするのだから二人きりで」という意味合いが込められているのだが、一方パトリックが疑問に思ったのは「メアリがアディ抜ぬきで？」という意外性からくるものだった──。

　これにはパトリックの眉み間けんに皺しわが寄る。いったいどうしたんだ？　と言いた気にメアリの様子を窺うかがい、それでもゆっくりと首を横に振った。

「有り難がたいが、それは今度にして貰もらえないか？」

「あら、そうなの？　お父様が残念がるわ」

「日を改めて俺から伺うかがうよ。君の父上はセンスが良いから、俺も楽しみだ」

「えぇ！　旦だん那な様はセンスの良いお方ですから！　ご自身は勿論、他ほかの方に選ぶ時も本人に似合った最高の服を」

「ちょっと黙だまってて箱男」

「箱男!?」

　それは俺のことですか!?　とアディが悲鳴をあげる。が、高く積んだ箱のせいで彼の姿は見えず、声こそ聞こえるが箱しか見えない。箱男である。

　そんな箱男アデイを黙らせ、メアリがコホンと再び咳払いをした。そうして不敵に笑い、まさに悪役と言った様子で肩かたにかかった髪かみを払はらう。ここでフワッと髪が舞まえば悪役らしさと令れい嬢じようの豪ごう華かさを演出できて完かん璧ぺきなのだが、なにぶん縦ロールドリルなので効果音としては『ブン』の方が正しい。ロール単位で揺れるのだから。

「それは残念ね。お父様にちゃんと言っておくわ」

「あぁ、頼たのむよ。それじゃメアリ……メアリ嬢、また」

「メアリ様、失礼します」

　ペコリとアリシアが頭を下げ、パトリックも軽く会え釈しやくをして再び踵きびすを返して歩き出す。




　今度こそメアリはそれを見送り、満足そうにフゥと一息吐ついた。まるで一仕事終えたかのような、その結果を見届けるようなメアリの態度に、高く積んだ箱の隙すき間まからそれを眺めていたアディが不思議そうに彼女を呼んだ。

「お嬢、どういうことですか？」

「どういうって？　ご覧の通り、パトリックに振ふられたわ」

「そりゃそうなんですが、やたらと旦那様の話をしたり、なんだか……」

　邪魔をするというより、何か望んでいるようだ。そう尋ねるアディに、メアリがニヤリと笑えみをこぼした。先さき程ほどの令嬢らしい愛らしさ溢あふれる笑顔とは違う、なんとも悪戯いたずら気な笑み。だがそれこそがメアリらしい表情に思え、その反面彼女がこういった表情をする時は何か企たくらんでいるのだとアディが考え、先を促うながすように視線を送った。

「良いいわ、教えてあげる。このデートイベントはね、各エンディングに向かう分ぶん岐き点なのよ」

　そう告げてさっさと歩き出すメアリに、アディは言われた言葉の意味が何一つさっぱり分からず、それでも彼女が喫きつ茶さ店てんに向かうあたり説明をする気はあるのだろうと首を傾げたまま後を追った。




『ドラ学』の後半は物語の進みが早く、前半の平和な学園生活が一転すると言っても良い。

　なにせ主人公の正体が王女だと判明するのだ。そこから一ひと悶もん着ちやくあり、卒業式ではメアリに追い打ちをかけ、そしてエンディング……と、矢や継つぎ早に物語が進んでいく。その転機とも言えるのが、このデートイベントだ。といっても内容自体は極ごく平へい凡ぼんな恋れん愛あいイベントの一つに過ぎないが、それでもこのイベントにはプレイヤーに対しての『仕し掛かけ』が行われていた。

「仕掛け、ですか？」

　どういうことです？　と紅茶を飲みつつアディが首を傾げる。

　対してメアリは「いいこと」と前置きをしてケーキを一口含ふくみ……「あら、美味おいしい」と僅わずかに目を丸くして手元のケーキに視線を落とした。

　アディが先を促すようにコホンと咳払いをする。その意味を察して、メアリが「失礼」とハンカチで口元を軽く拭ぬぐった。

「それで、仕掛けってなんのことですか」

「このデートイベントはね、誰の、どの、エンディングに行くかの分岐点なのよ」

「そのエンディングだの分岐点だのってのは何ですか？」

　ちゃっかり店員を呼び寄せてケーキを頼みつつ、アディが首を傾げる。メアリも「私ももう一つ」とおかわりを注文しながら、アディの視線を受けて頷うなずいて返した。




　通常なにも知らずにプレイしていれば、このデートイベントも通常通りの恋愛イベントの一つと判断されるだろう。待ち合わせの描びよう写しやで攻こう略りやく対象者に私服を褒ほめられ、市街地を背景に幾いくつか会話をし、そして「楽しかった、また行こう」と微笑まれて終わる。誰のデートイベントであれ、そんな簡単なものだ。

　だがこのデートでだけは途と中ちゆうでメアリが登場し、主人公の目の前でデート相手を誘さそってしまう。何も知らずに進めていたプレイヤーもこの変化に「おや」と首を傾げるだろう。といっても今まで繰くり返されていたパターンの一つでもあり、メアリは断られ不服そうに主人公に嫌いやみを言って撤てつ退たいする……と誰もがそう考えるはずだ。

　……だがあくまで、それは問題なくゲームを進めていれば、の話。

　例えば、夜会でパトリックルートに入っていることに油断して彼の好感度上げを怠おこたったり、欲を出して他の相手とばかり親しくしていたり……と、恋愛が主しゆ軸じくのゲームでありながらあちこちふらふらとしていれば、ここで痛い目を見ることになる。攻略相手がメアリに付いていってしまうのだ。

「え!?　なんで付いていくんですか！　だって悪役令嬢メアリでしょ？　大人気なくて我が儘ままで、どこにでも湧わいて出てくるような嫌いやな令嬢じゃないですか！」

「貴方が驚おどろく理由も分かるし、確かに嫌な令嬢よ。でも流石さすがに同どう姓せい同名を前にそこまで言うことないでしょ！　罰ばつとしてケーキを半分寄よ越こしなさい！」

「お嬢と悪役令嬢メアリは別物でしょう。なにより食べ過ぎです！」

「ケーキとコロッケは別腹よ！」

　訳の分からない理論を述べてくるメアリに、アディが「食べ過ぎると夕飯が入らなくなりますよ！」と嗜たしなめる。

　傍はたから見れば仲の良い兄妹きようだいかもしくは付き合いの長い恋こい人びとにでも見えるだろう、少なくとも主人と従者には見えるまい。そんな普ふ段だんの二人らしいやりとりのあと、アディが自分のケーキを守るように手元に寄せ、「それで」と話を改めた。

「それで、どうして攻略相手が悪役令嬢に付いて行ってしまうんですか？」

「そりゃ好感度が低いからよ。たとえ一度ルートに入ったとしても、他の男にうつつを抜かせば嫌きらわれる、当然じゃない。ゲームの世界も現実も、好かれるのは楽でも好かれ続けるのは難しいものよ」

「……だからって、何も悪役令嬢に付いていくこともないじゃないですか」

「メアリに付いていった、というより『アルバート家の令嬢』に付いていったという方が、正しいわね」

　それが無ければあの女には誰だれも付いていかないわ、とあっさりと言い切り、メアリがケーキを口に含む。

　このデートイベントにおいて、メアリは誰がデート相手だろうと登場し、そして似たり寄ったりの台詞せりふで誘い出そうとする。

　その全すべてが彼女の父親を、ひいてはアルバート家を盾たてにしているのが今のメアリからしてみれば哀あわれにも思えるのだが、糾きゆう弾だんイベントを終えた彼女の立場を考えれば納なつ得とくでもある。きっと悪役令嬢メアリなりに自分の立場の危あやうさを感じ、だからこそ形なり振ふり構かまわず奪おうとしているのだろう。……もっとも、初期からそんな性格だったと言われれば、それもそうだと頷かざるを得ないのだが。

　そしてそんなメアリに対して攻略対象者達はと言えば、勿もち論ろん主人公を優先しメアリに断りを入れる……というわけでもない。




　これが所謂いわゆる分岐点。

　三つのエンディング、そこに繫つながる別れ道の一つ。




「つまり、この場で攻略対象が悪役令嬢メアリ様を選ぶのも一つのエンディングってことですか？　ん？　それだとアリシアちゃんは？」

「言っておくけど、攻略対象がメアリを選んでも二人がくっつくわけでもないわよ。攻略対象者からの好感度が低いと、相手は渋々メアリを優先してデートは中断……ってこと」

　勿論、その後はそれなりのフォローが入る。謝罪と共にプレゼントを贈おくられたり、夜中に会いに来てくれたり……と、しっかり恋愛要素も含まれている。結局のところ悪役令嬢メアリは現時点でほぼ全てのキャラクターから嫌われているのだ。対して、いくら低かろうと攻略対象者も主人公に対してそれなりに好感は抱いだいているわけなのだから、ここで一転してメアリへ心変わりというわけでもない。

　ただ、主人公よりアルバート家の令嬢を優先せざるを得なかっただけのこと。そして優先させてしまうのは、好感度を上げきれていなかったということだ。

「例えば、パトリックのルートに入っていたとしても、主人公アリシアが他の男にふらふら目移りしてると、あの後パトリックは仕方なくメアリを優先したってわけ」

「なるほど。アリシアちゃんを断って、『アルバート家の令嬢が伝える当主様の誘い』を優先するってことですか。それなら納得です」

「そこにメアリへの好意はないわ。ただ彼の立場と、主人公への好意を天てん秤びんにかけた結果よね」

　天秤の傾かたむき、攻略対象がメアリを──正確に言えばアルバート家を──優先した結果、行き着く先は『バッドエンド』だ。

　といっても『ドラ学』はあくまで全ぜん年ねん齢れい対象の乙女おとめゲーム。尚なお且かつ『ドキドキラブ学園』等と言う若じやつ干かんオツムが緩ゆるめのタイトルである。バッドエンドと言っても後ろ暗かったり鬱うつ的な展開があるわけでもなく、単なる『恋人未満』な終わり方、いわゆる『友情エンド』に近い。

　パトリックの場合で言うのなら、卒業式でメアリを没ぼつ落らくさせ王女として君臨するアリシアに対して、彼が「お互たがい国の為ために頑がん張ばっていこう」と微笑ほほえみかけて終わるのだ。

　そこに恋愛感情は無く、あくまで友情と王女に対しての忠誠心のみである。バッドエンドと呼ぶには些いささかぬるいが、それでも恋愛ゲームとしてはなかなかに辛つらい終わり方である。──中には爽さわやかに笑いかけながら「国外に留学することになったんだ、応おう援えんしてくれるよな！」とまで言ってのけるキャラクターもおり、その爽やかで迷いのない友情っぷりがある意味でプレイヤーをドン底に叩たたき落とす──。

「つまり、さっきパトリック様はアリシアちゃんを優先したってことで、ゲームで言うならバッドエンドは回かい避ひってことですか」

「そういうこと。あの子がパトリック一筋だったってことね」

「で、三つのエンディングの内、残りの二つも好感度っていうので決まるんですか？」

「それはまた後で、その時が来たら教えてあげる」

　せっかくだから私達も買い物しましょう、と立ち上がるメアリに、アディが不満そうに彼女を見上げ、残っていたケーキを慌あわてて口に含んだ。

　ニヤリと笑うメアリの表情は『自分だけが仕し掛かけを知っている』という舞ぶ台たい裏うらに立つ楽しさを微み塵じんも隠かくしきれていないのだ。大方、アディに対しての説明も勿もつ体たいぶっているのだろう。そうでなければ、もう買う物が無いメアリが「買い物しましょう」なんて言い出すわけがない。

　彼女の性格を考えれば、この後なにか無ければ直ぐに帰っていてもおかしくないのだ。

　そんなメアリに対して「なんて性格の悪い」と思いつつも従うほかなく、アディは口に詰つめ込んだケーキを無む理り矢や理りに紅茶で流し込んで後を追った。







　その後もしばらく店を見て回ったり時には休きゆう憩けいしたりと楽しんでいれば、時間などあっという間に過ぎてしまう。とりわけ、休日というのは時間の経過が早く感じられるものだ。

　気付けば既すでに日は落ち掛け、所々街灯が灯ともり始めている。

「お嬢、そろそろ帰りましょうか」

　相変わらず箱を抱かかえたアディが──その内の殆ほとんどが未いまだ空箱なのだが──そう尋たずねると、メアリが「そうねぇ」と返しつつ、それでも周囲に視線をやってニヤリと悪戯いたずら気な笑えみを浮うかべた。

　どうやらまだ帰る気はないらしく、それを察してアディがメアリの視線を追いかける。

　彼女が帰らないなにかがあるのだ。メアリの表情は、まさに「それを見つけた」と言わんばかりに楽しそうではないか。そうして、メアリの視線の先を追ったアディが「あれって……」と小さく声をあげた。




　そこに居たのは、アリシアとパトリック。

　それと、生徒会役員と顧こ問もん教師。……つまるところ『ドラ学』の攻こう略りやく対象キャラクターが勢せい揃ぞろいというわけだ。




　そんな彼等はアリシアとパトリックを囲み、なにやら話し込んでいる。

　あいにくと距きよ離りがあって話の内容こそ聞こえないが、それでも徐じよ々じよにその輪からアリシアが後退しているあたり、生徒会に関かかわる内容か身分的なものなのだろう。一生徒でしかなく、そのうえ庶しよ民みんの出であるアリシアにとって、彼等の話は別世界のようで時々ついていけなくなる……と、以前に本人が言っていた。

　だがそれが分かれど、いったいどうして彼等が市街地に揃っているのかが分からない。

　それどころか周囲にはいつの間にか若い女性まで集まりだし、夕暮れの市街地には似合わぬ賑にぎやかさを見せ始めていた。もっとも、パトリックをはじめとする生徒会役員達が集まればこうなるのは目に見えて明らかで、たまたま居合わせたのかそれとも聞きつけてきたのか、令れい嬢じようらしき装いの女性が彼等に声をかけだしているではないか。

「……お嬢、これは？」

「見ての通りよ。さぁ、高みの見物とでも洒落しやれ込こみましょうか」

　クツクツと笑いながら、メアリがベンチに腰こし掛かける。

　対してアディは意味が分からないと言いたげに首を傾かしげ、それでも「貴方あなたも座ったら？」とメアリに促うながされるままに腰こしを下ろした。




　目の前には相変わらず賑やかな集団。見み目め麗うるわしいカレリア学園生徒会役員達と、それを囲む若い女性達。大だい胆たんに話しかける者もいれば、恐おそれ多いとでも思っているのか眺ながめているだけの者までいる。そんな集団から数歩外れた場所でポツンと佇たたずむのは……アリシアだ。

　それを見つけたアディが立ち上がり掛けるが、すんでのところで「手を出すんじゃないわよ」とメアリに制止されてしまう。見れば彼女は楽しそうに笑い、それでいてこの余興を壊こわしてくれるなと言いたげな表情を浮かべている。

「……答えてください、どういうことですか」

「どうって？　目の前の光景そのままよ。パトリックは相変わらず人気者ね」

　クスクスと笑うメアリに、アディがため息をつく。

　どうやら説明よりも傍ぼう観かんを楽しみたいらしい、だからといって「そうですか」と隣となりで眺めているわけにもいかず、答えを導き出すべくアディがメアリに視線をやった。

「これが残りのエンディングへの分ぶん岐き点、ってやつですか？」

「そうよ。これもデートイベントで起こること」

「生徒会役員の方々に、他ほかの生徒も……囲まれることが最後のイベント？　囲まれたからエンディングが決まるんですか？」

「というより、この後よね。大勢に囲まれたパトリックを見て、あの子アリシアがどう出るか」

　楽しそうに眺めるメアリの言葉に、アディがおもわず「アリシアちゃんが？」と首を傾げた。てっきり今回もまた『好感度』で左右されると思っていたのだ。その場合、今までのアリシアの行動こそ関係しているが現時点で彼女に出来ることはないはず。

　それなのに、今回は『主人公アリシアの行動』がキーポイントになるらしい。

　意味が分からないと言いたげにアディが目の前の光景とメアリに交こう互ごに視線をやる。そんな彼を横目に、メアリが「仕方ないわね」と小さく肩かたを竦すくめた。




　先さき程ほどの悪役令嬢メアリによる分岐は『対象者の好感度』がポイントだった。このイベントが起こるまでに一定数に達していないとバッドエンドに向かうという、まさに恋れん愛あいゲームらしい条件である。

　対してこのイベントは『攻略対象者』ではなく、『アリシア』が要かなめになる。彼女がこの場面において、二つの行動のうちどちらを取るか、それにより進むエンディングが変わってくる。といっても選せん択たく肢しが現れるわけではなく、ここでのアリシアはプレイヤーの手から放れて行動するのだ。

「といっても、単に今までのステータスで決まるってだけなんだけどね」

「ステータス？」

「そう。あの子の成長具合」

『ドラ学』のメインは恋愛だが、日常的な生活を通してアリシア自身のステータスを上げるのもまたゲーム要素の一つであった。

　日常的な勉強は勿もち論ろん、時には補習授業や図書館に通い学力を上げ、またある時は流行情報を入手して外見やファッションセンス等のステータスも上げる。他にも運動に関するステータス等もあり、どのステータスをどれだけ上げるかは全すべてプレイヤーの手に委ゆだねられ、その後の恋愛イベントに影えい響きようしてくるのだ。攻略難易度の高いパトリックに至っては、全てのステータスをバランスよく上げる必要がある。

　つまり、恋愛ゲームだからといって恋愛にばかりかまけて自身を蔑ないがしろにしていると、結局回り回って恋愛も上手うまくいかなくなる……と、そういったバランスもこのゲームの面おも白しろさの一つだった。

　そのステータスが、このイベントの結末を決める。

「プレイヤーが恋愛にかまけて自分磨みがきを怠おこたっていると、それがそのままアリシアの行動に反映されるの」

「行動に……」

「未熟な自分はパトリックを独り占じめできない……って、そう考えてあの子はこう言うの」




『みなさんで夕飯を食べに行きませんか？』




　その発言はまるで良い子そのもの、誰だれからも愛されそうなヒロインらしく博愛的な台詞せりふである。そしてその言葉を聞いたパトリックはそれに同意し、生徒会役員達も賛同して『みんなで楽しい夕食』の後にデートは終わる。もちろん最後には帰り道の途と中ちゆうで二人きりになり恋愛イベントらしい甘い言葉をかけられるのだが、あくまでそこで終わりである。

　そうして迎むかえるのは『グッドエンド』、想おもいは通じ報むくわれはするが、それと引き替かえに何かを犠ぎ牲せいにする、手放しで幸せとは言えない一ひと癖くせあるエンドだ。

　別名『メリーバッドエンド』。

　たとえば、王女になったアリシアとの逆転した身分に駆かけ落ちをしたり、中にはアリシアが王女としての身分を捨てるエンドもある。

　パトリックの場合、想い合っていることを確かく認にんしあったうえで互たがいの身分と影響力を考え、パトリックはダイス家を継つぎアリシアは王女として国を支え、互いに夫ふう婦ふではなくパートナーとして生しよう涯がい独身を貫つらぬく……という、グッドと言えどどこか心にしこりを残すものである。悲ひ恋れんとも言えずかといって幸せとも言い切れないそのエンドは、一部のプレイヤーから絶大な支持を得ていた。ご都合主義のもう一つのエンドより深みがあるとも言われていた。

「そんな……それじゃ二人は……両思いなのに……」

「両思いだからこそ、よ。パトリックがダイス家を捨てるより、アリシアが王女の身分を捨てるより、あのストーリーの二人にとってはその結末が幸せなの」

「両思いになっても……それでも身分が邪じや魔まするんですか……？」

「そうね。それがゲームのテーマですもの。乗り越こえたはずの身分の差が逆転して再び立ちふさがる、皮肉な話よね」

　そう言い捨てるメアリの口調はどこか投げ遣やりである。

　それもそのはず、前世の記き憶おくではこの儚はかなげなエンドこそ至高としていたようだが、実際に関わる人間からしてみれば、こんな歯切れの悪い結末は「冗じよう談だんじゃない」の一言なのだ。どんなご都合主義であろうが、楽観お花畑エンドと言われようが、皆みな幸せ大団円な『トゥルーエンド』が一番に決まっている。──まぁ、どのルートでも漏もれなく悪役令嬢メアリは北の大地送りなのだが──。

　そう告げると、アディが何かを思い立ったように勢いよく立ち上がった。

「それで、そのエンドの分岐ってどういうことなんですか！　どうやったらその、なんたらエンドってのに行けるんですか！」

「と、突とつ然ぜんどうしたの……？　なんたらって……トゥルーエンドのこと？」

「そうです！」

　突然立ち上がったアディに、メアリが驚おどろいたように目を丸くした。

　それでも真しん剣けんな、それこそ普ふ段だんの誤ご魔ま化かしは効かないと言いたげな瞳ひとみに見つめられ、メアリが僅わずかに動どう揺ようしつつもコホンと咳せき払ばらいをした。どういうわけか分からないが、アディはトゥルーエンド希望のようだ。ならば説明してあげよう……。

「分岐はまさに今よ。今、あそこに立っているアリシアがどうするか。さっきも言ったでしょ、あの子が『みんなで一いつ緒しよにご飯』と言い出したらグッドエンド行き」

「それじゃ、今のアリシアちゃんが別の行動をすれば……！」

「そう。あの子が自分に自信を持てるぐらいにステータスをあげていれば、パトリックを独り占めしようとするのよ」

　さて、どうなるかしら、と、アディを見上げていたメアリが改めてアリシアに視線を向ければ……。

「メアリ様ぁー！　一人で暇ひまなんで構ってくださいメアリ様ぁー！」

　と、半泣きのアリシアがこっちに走ってくるのが見えた。

「……アリシアちゃんがこっちに来ますけど、これは？」

「……私が聞きたい」

　呆あきれたようなメアリの発言に、アディが走ってくるアリシアとメアリに交互に視線をやって肩をすくめた。







「メアリ様、もうパトリック様なんて放ほうっておいて三人でご飯食べに行きましょう」

　プクと頰ほおを膨ふくらませたアリシアに、メアリが思わず額に手を当てた。──ちなみに、もちろんだが駆け寄ってくるアリシアに対して「こっちにくるんじゃないわよ！」と牽けん制せいはしたのだが、それが微み塵じんも効果がなかったのは言うまでもない──。

　どうやらアリシアは放っておかれたことが不満らしく、未いまだ輪が崩くずれることなく、それどころか先ほどより人数が増えつつある集団に向けて、まるで子供のように小さく舌を出した。その幼い行動とカレリア学園の生徒らしからぬ態度に、メアリが思わず「やめなさい、みっともない！」と叱しつ咤たする。

「そもそも、なんで最初から四人でご飯を食べに行くことを前提にパトリックをのけ者にしてるのよ。私は家で食べるわよ」

「良いいじゃないですか。私美味おいしいコロッケのお店知ってますから、行きましょうよ」

「…………はっ！　危ない、揺ゆらぎかけた！」

「お嬢じよう、チョロすぎます」

　コロッケの単語に一いつ瞬しゆん我を忘れ頷うなずきかけるメアリに、アディが思わず溜ため息いきをついた。

　そうして改めてアリシアに向き直ると、彼女の肩かたに優やさしくふれる。

「ダメだよアリシアちゃん、ちゃんとパトリック様と話し合わなきゃ」

「……アディさん」

「あの輪に入れない気持ちは俺も分かる。でも、きちんと自分の気持ちを伝えるべきだ」

「……そう、ですね。でも私、どうやってパトリック様のもとまで行けばいいのか……」

　アディに諭さとされ、思い直したアリシアが眉まゆ尻じりを下げながら集団に視線を向けた。

　今でこそ「置いて行きましょう」と拗すねているが、彼女とて、本音はパトリックと一緒にいたいのだ。だがカレリア学園の生徒会役員に、それに彼等目的の貴族の令れい嬢じよう、たまたま買い物に来ていた一いつ般ぱん庶しよ民みんの女性……と、話している内にまた一段と増えたその集団は割って入るには勇気がいる。

　とりわけアリシアの立場と性格からしてみれば、パトリックを慕したう彼等を押しのけて自分が……とはいかないのだろう。それが分かるからこそメアリは「諦あきらめて一人で夕飯でも食べたら」と言い切り、対してアディが「協力するよ」と彼女の顔を覗のぞき込んで頷いた。

「アリシアちゃん、俺は君に幸せになってもらいたいんだ」

「アディさんが、私に？」

「あぁ、身分とかそういう柵しがらみを乗り越えてほしい。俺はそれを見てみたいんだ。だからパトリック様の所へ連れて行くよ……お嬢を使って！」

　シリアスな空気をほんの一瞬だけ感じさせつつ、直後に意い気き揚よう々ようと主人の名を出すアディに、当然だがメアリが待ったをかけた。だがここで立ち上がってしまったのはメアリにとって大失敗であり、「冗談じゃない！」と声を荒あららげるも遅おそく、いつの間にか箱を抱かかえたアディに背後に立たれてしまう。

　おまけに、背後に立った状態でアディが一歩進んできたのだ。これにはメアリも驚いて足を進めるしかない。とりわけ今のアディは箱を抱えているのだから、不用意にぶつかってしまえば箱が崩れて巻き込まれかねない。──それに、万が一に崩れて箱が開いたら中身が露ろ見けん……はせず、中身などなく単なる空箱を買ったことがバレてしまう──

「ちょっと！　なに勝手なこと言ってるのよ！」

「はいはい分かりました。それじゃ歩きましょうね」

「ふざけないで！　ちょ、うわ、押さないで……ぶつかって崩れるでしょ！」

「ですねー。ぶつかって崩れますねー、ですから歩きましょうねー」

「なにちゃっかり誘ゆう導どうしてるのよ！　あんた誰の味方なの！」

「お嬢の味方をベースにした、アリシアちゃん応おう援えんし隊の隊長です！」

「そういうのを裏切り者って言うのよ！」

　喚わめきながら、それでもアディに──正確に言うなら箱に──押されつつ、メアリが徐じよ々じよに集団に近付いていく。




　そうしてあと少し……という所で、輪の一番外側に居た人物がメアリに気付くと「あ……」と小さく声をあげ、まるでそれが感かん染せんしたかのように集団全体に広がっていった。

　誰だれもがこの場面において意外すぎる人物の登場に目を丸くしたのだ。そう、パトリックの元婚約者、メアリ・アルバートである。その姿に「どうして」と誰もが思ったのは当然だろう。アルバート家の令嬢であるメアリがこんな庶しよ民みんも通う市街地で買い物などするわけがなく、ましてや元婚こん約やく者を囲む輪に自ら顔を出すなどありえないのだ。

　だからこそ、誰もがメアリに道を譲ゆずった。

　それでも立ち去ることはせず僅かに距きよ離りを取ってチラチラと視線をやってくるのだから、これにはメアリも呆れたと言いたげに溜息をつく。次いでアディを睨にらみつけ口パクで「覚えておきなさい！」と脅おどしをかけ、改めて集団とその中央にいるパトリックに向き直った。

「ごきげんよう、皆みな様さま。パトリック様、一人で買い物なんて、私を誘さそってくだされば喜んでご一緒しましたのに」

　と、わざとらしく『一人で』を強調するメアリの言わんとしていることなど説明するまでもないだろう。察したパトリックが困ったような表情をし、メアリに失礼がないよう彼女に向き合いつつそれでも周囲に、まるで誰かを捜さがすかのように視線をめぐらせた。

　大方、姿の見えなくなったアリシアを捜しているのであろう。そうしてメアリとアディの背後にその姿を見つけ、僅かに安あん堵どの色を浮うかべた。

「アリシア、すまなかった……」

　愛いとしい恋こい人びとの姿を見つけ、パトリックがすまなさそうに謝罪し数歩近付く。

　それに対してメアリは「私と話をしているのに、失礼な方ね」と冗じよう談だん混じりに文句を言いつつ、アリシアに場を譲るように横にずれた。もちろんアディもそれに倣ならい、結果的に集団の視線は見つめ合うカップルに向けられる。

　アリシアが困こん惑わくの表情を浮かべたのは、勿もち論ろんこの場の視線が全すべて自分に注がれている居い心地ごこちの悪さからだ。生徒代表として何度も壇だん上じように立ち、ダイス家次期当主として公おおやけの場に立つことすらあるパトリックとは違ちがう。ただの庶民であるアリシアには、この視線は身を貫つらぬくほど痛いものに違いない。

　だからこそ、アリシアが自分に自信が持てなければ、相手に釣つり合うほど成長できていなければ、この場で自分の心を抑おさえつけてしまうのだ。




　ゲームは皮肉が効いていて、さも選せん択たく肢しとして選べるかのように、それでいて画面には一つの台詞せりふしか浮かばなかった。初プレイだと、誰もがシステムを理解できず首を傾かしげるシーンだ。

　選べるのはたった一つ。選択できない選択肢。




　さて、どう出るのかしら……と、メアリがニヤリと笑ってアリシアに視線を向けた。

　彼女は注がれる視線から逃にげるように俯うつむいたまま、時折弱々しくパトリックの名を呼ぶだけだ。その姿に、恋人を独どく占せんしようとする強ごう欲よくさは見られない。

「パトリック様……あの、私は」

「アリシア？」

「わ、私は……こんなに皆みなさん集まってるし……だから、皆で……皆で食事をするのが、それが良いと思うんです……」

　ポツリポツリと、それでも『皆で食事を』と言い出すアリシアに、メアリが僅わずかに目を細めた。退ひいたか、と。そう考えて隣となりを見れば、アディが「信じられない」と言いたげに二人を見ていた。ショックを隠かくし切れていないその表情は、まるで己おのれのことのようではないか。

　見かねたメアリが、グイと彼の袖そでを摑つかんだ。

「茶番は終わりよ。さ、帰りましょ」

「えぇ……あ、お嬢」

　待ってください！　とアディが歩き出そうとするメアリを制する。

　それに対していったい何だとメアリが振ふり返れば、相変わらず向き合うアリシアとパトリックの姿。先さき程ほどと変わったことと言えば、顔を赤くしたアリシアがパトリックの服の裾すそを摑んでいることだろうか。

「わ、私……皆さんで一いつ緒しよに食事をするのが…それが一番だと思ってるんです……それに……こんなことを言って、困らせてしまうのは分かってるのに……それでも……」

　泣きそうなほど弱々しく、誰もが疑ぎ問もん符ふを浮かべてしまうほどたどたどしく的を射ず、アリシアが必死に何かを訴うつたえる。そうして意を決したかのようにパッと顔を上げパトリックから注がれる視線に真っ直すぐに返した。




「私、今だけは、パトリック様を独り占じめしたい……！」




　パトリックを見つめて告げたアリシアの言葉に、その場が一瞬静まり返った。メアリでさえ、パターンとして知識にあったはずなのに目を丸くしてしまう。

　そうして次いで誰もが我にかえる頃ころには、アリシアは真っ赤になった顔を再び俯かせ、パトリックに至っては珍めずらしく甘えてきた恋人が嬉うれしいとにやけるのを堪こらえ切れずにいる。それを見たメアリが「間ま抜ぬけ面づら」と小さくぼやいてしまうくらいには、今のパトリックは彼らしくない表情をしている。クールな王子様ではなく、恋人が可愛かわいくて愛しくて堪たまらないただの男だ。

　そうして緩ゆるむ頰ほおをなんとか取り繕つくろいつつ、パトリックがアリシアの肩を抱だき、そっと自分に引き寄せた。

「すまない皆、今日は彼女のエスコートをすると決めていたんだ。話も食事も、また後日にしてくれ」

　と、そう凜り々りしさを取り繕いつつ告げるパトリックのなんと嬉しそうなことか。見み兼かねたメアリが「脳内お花畑」とぼやくも届きそうにない。おまけに、アディに至ってはまるで自分のことのように嬉しそうに二人を見つめ「男なんてそんなもんです」と笑っている。

　とんだ茶番だわ……とメアリが溜ため息いきをつけば、ほぼそれと同時に、パトリックとアリシアを囲んでいた輪がゆっくりと崩くずれ始めた。







「メアリ様、あの、申し訳ありません……」

「すまないメアリ、今夜は二人で食事をさせてもらうよ」

　と、寄り添そい謝罪してくるパトリックとアリシアに、アディが嬉しそうにうんうんと頷うなずく。

　対してメアリはと言えば、

「だからなんで四人で食べるのが前提なのよ」

　と無む駄だとは分かりつつ文句を言っていた。

　そんなメアリにアリシアが小さく笑い、そっと彼女の手を取ると鮮あざやかな飾かざり玉で作られたブレスレットをその手首に通した。

「……なにこれ」

　メアリが不思議そうに首を傾げて手首を軽く振れば、チャラと軽い音をたてて飾り玉が揺ゆれる。白みがかった銀色と錆さび色いろが光を受けて綺き麗れいに輝かがやき、メアリの白い手首によく映はえる。

「えへへ、メアリ様へのプレゼントです」

「プ、プレゼントォ？　なんで私が庶民の貴女あなたに恵めぐんで貰もらわなきゃならないわけ!?」

「私とお揃そろいだからです！」

　ドヤッ！　とまったく説明になっていないことを胸を張って宣言し、アリシアが自じ慢まん気げに片手を見せつける。そこには確かにメアリの手首に飾られているものと同じものがチャランと音を立てて揺れていた。といってもアリシアのブレスレットは金色と藍あい色いろの組み合わせである。

　それに見覚えのあるメアリが「あっ…」と小さく声を上げて目を丸くした。

「メアリ様とお揃いです。恥はずかしいけど、こういうのって嬉しいですね」

　そうはにかみつつ、アリシアがパトリックに肩かたを抱かれながら去っていく。

　去り際ぎわの「また明日あした」という、まるで友達のような挨あい拶さつに対応できたのはアディだけだ。メアリはといえば、自分の手首に飾られているブレスレットを眺ながめながら呆ぼう然ぜんとしていた。




　ちゃちな作りで、まるで子供用のような安い作り。

　それでも女子ウケを狙ねらった綺麗さで、おまけに色の種類が豊富で組み合わせ自由。

　それぞれの攻こう略りやく対象者を意識した色合いのこのブレスレットは、間ま違ちがいなく『ドラ学公式グッズ』なのだ。

「でも、ゲーム本編では出てこないはずなのに……」

　どういうこと？　と疑問符だらけのメアリには、銀色の飾り玉の隣に並ぶ錆色が誰だれのことを意味しているのか、それを考える余よ裕ゆうはなかった。




『ドラ学』は人気が高く、それゆえ公式グッズも数多く販はん売ばいされていた。

　ゲーム内の画像を使用したクリアファイルやカードホルダーに、描かき下ろしイラストのポスターやカレンダー。イラストこそ使用していないが各キャラクターの色やモチーフを扱あつかったストラップにピアス……と、まさにゲーム公式グッズといったものから一見では分かりにくいデザイン重視のものまで、幅はば広ひろく作られていた。

　その中でもこのブレスレットはデザインが一いつ般ぱん受けしやすく、人気が高かったのを覚えている。なにより、攻略キャラクター達と主人公を意味する各色の飾り玉から自分の好きな配色を選び購こう入にゆうすると言った自由性が新しん鮮せんで、大量購入と人気に拍はく車しやをかけていたのだ。

　たった一人、特定のキャラクターの色だけを選んで大量に購入する者。

　主人公アリシアを示す金色と好きなキャラクターの色を交こう互ごに組み合わせる者。

　中には全色選んで金色アリシアを囲む、いわゆる逆ハーレムを示すブレスレットを作る者さえいた。

　他ほかにも、乙女おとめゲームでありながら別の視点で楽しんでいた者は攻略キャラクター達の色を組み合わせたり、公式に貢みつぐことを惜おしまぬ者は全色一本ずつブレスレットを購入し、重々しく手首に着けて誇ほこらしげにしていた。

　デザイン重視であったため日常的に身につけることもでき、何より組み合わせを選べるという点でこのグッズは非常に人気が高く、メアリの前世も確か購入していたはずだ。といっても何色の組み合わせだったかは覚えていないし、今いま更さらそれを頑がん張ばって思い出したところで意味も興味もないのだが。

「だけどこのグッズ、メアリの色は無かったはず……」

　先ほどアリシアから手首に通されたブレスレットを掌てのひらに載のせ、メアリが訝いぶかしげに首を傾かしげた。

　このブレスレットは公式グッズの中でも一番の当たり商品で、『ドラ学』本編に続くようにファンディスクや続編のキャラクター達を示す色合いの飾り玉が販売された。果てにはイベント限定デザインやコラボまでもが発売され、最終的に全すべて揃えた者がいるのか定さだかではないほどだ。

　だがメアリを示す色、銀色だけは最後まで発売されることはなかった。

　当然と言えば当然だろう、ゲーム内のキャラクターはおろかプレイヤーにすらも嫌きらわれていた──嫌われようと描えがかれていた──メアリのグッズなど購入する者がいるわけがない。それどころか、後に公式側がファンブックで「メアリに銀色を当てたのは惜しかった」と発言している程ほどなのだ。確かに、掌で輝く銀色の飾り玉は美しく他の色と調和がとれ、この色を嫌われ者に当てたのは公式最大の失敗といえるだろう。




　……と、そこまで考え、ふとメアリが銀色と調和の取れたもう一色に視線をやった。

　銀色を食うでも食われるでもなく、隣となり合い程良く互たがいを引き立てるこの錆色は……。




「……うん？」

　おや？　とメアリが首を傾げ、ついで隣となりに立つアディに視線を向けた。

　そうして彼の髪かみ色を確かく認にんし、もう一度ブレスレットを見る。それでも足りずにもう一度交互に視線をやり、眉まゆをひそめてもう一度……と、合計三回視線を行き来させた後、最終的にはブレスレットを掲かかげて「あぁ」と納なつ得とくしたかのように頷いた。

「これ、私とアディの色だわ」

「……そこまでしないと気付きませんか」

「近くに居すぎると逆に気付けないものなのよ。でも、なんで私と貴方あなたなのかしら」

　心底不思議そうなメアリの言葉に、アディがわざとらしくコホンと咳せき払ばらいをした。

　先ほどアリシアは「お揃い」とわざわざ言いながら寄よ越こしてきたのだ。となれば色は金と藍色、アリシアとパトリックを示す色合いを選ぶはずである。

　もしくは、没ぼつ落らくを目指すメアリからしてみれば心が折れかねないものではあるが、これが仮に、もしかして、万が一に、僅わずかな可能性ではあるが、メアリとアリシアの『友情』めいたものの証あかしであるのならば、当の本人達を示す色合いが普ふ通つうだろう。

　だというのに、自分を示す銀色と並ぶのは、アリシアの金色ではなく、アディを示す錆色。

　これには流石さすがのメアリも眉をひそめ「ねぇ、これって」とアディを見上げた。残念なことに今のメアリの頭の中はブレスレットのことでいっぱいで、アディが小さく肩を震ふるわせたことも、それでいて僅かに期待を抱いだいたような表情をしていることにも気付けずにいた。

「これってやっぱり……あの子は貧相な庶しよ民みんってことよね！」

「……はい!?」

「だって、私とアディの組み合わせを選んだってことは、貴方の分を買うお金が無かったってことじゃない。だからこの色の組み合わせ一本しか買えなかったのよ！」

　そうに違ちがいない！　と胸を張るメアリに、アディが盛大に溜息をついた。それどころかあまりの展開に肩を落とし、抱かかえていた箱を落としかけてしまう。

「…………俺はもう貴女に何の期待もしません」

「失望された！　待って、今の会話のどこに失望する点があったっていうの!?」

「全部ですよ、全部！」

「まさかの全部!?　意味がわからないわ、説明してよ！」

「できるわけないでしょ！」

　半ばやけになったアディが「もうこの話はおしまいです！」と無む理り矢や理りに話を中断させ、逃にげるように歩き出す。対してメアリはわけがわからないまま疑ぎ問もん符ふを頭上に大量に飛ばし、それでも自分を置いていこうとする従者の後を慌あわてて追いかけた。

　ブレスレットを手首に着け直し……はせず、ポケットに押し込んで。

「……着けないんですか」

「メアリ・アルバートがこんな安物を身に着けられるわけないでしょ。アルバート家の名に泥どろを塗ぬるようなものよ」

「……それじゃ、要いらないってことですか。捨てますか？」

「メアリ・アルバートが庶民からの献けん上じよう物を蔑ないがしろに出来るわけないでしょ。アルバート家の評判に傷をつけるようなものよ」

「ふぅん……」

　同じような口くち振ぶりでまったく逆なことを言うメアリに、アディがニヤリと楽しげに口角を上げた。

　それを咎とがめるように睨にらみ付けるメアリの表情といったらない。責めるような拗すねるような、アルバート家の令れい嬢じようらしからぬその表情に、アディが「相変わらずなお方だ」と堪こらえ切れずにクツクツと笑えみをこぼした。

「なによ、言いたいことがあるなら言いなさいよ」

「いいえ、なんでも。今はまだポケットに入れておくぐらいが良いいかもしれませんね」

　とりあえず今は、と念を押すようなアディの発言にメアリは何一つ意味がわからず眉み間けんに皺しわを寄せ、それでもポケットの布越ごしにブレスレットに触ふれた。カチャリと飾かざり玉がぶつかる小さな音に、メアリが居い心地ごこち悪そうにムグと口元を歪ゆがませる。




　気き恥はずかしいようなむず痒がゆいような、今まで味わったことのない感覚が胸のうちから滲にじみ出て、上手うまく頭が回らない。なんとなく心のどこかで嬉うれしいような気がして、それがまた自分自身で不満でたまらないのだ。モヤモヤする気持ちを打ち明けようにも的確な言葉が見つからず、身み振ぶり手振りで唯ゆい一いつ伝わりそうなアディは今に限って楽しげに笑うだけなのは目に見えて明らかで、かと言って他に話のできる相手などメアリには居ない。

　いや、アルバート家の令嬢の相談ならば誰だって喜んで聞いてくれるだろう。それこそ普ふ段だんは嫉しつ妬との炎ほのおを燃やす同年代の令嬢だって、家の為ためにと親身に聞いてくれるはずだ。

　なにせメアリはアルバート家の令嬢、親しくなりたいと、話をする機会を得たいと思う者は山ほどいる。相談にのってアルバート家に貸しを作れるとなれば、誰だって話を聞いて的確なメアリ好みのアドバイスをくれるだろう。未知の感覚に悩なやんでいると知れば、同年代の令嬢はおろか著名な学者達でさえ動くかもしれない。

　なのにどういうわけか今回の件はそういった話ではないように思える。

　アルバート家の令嬢の相談事ではなく……ならばいったい何だというのか。

　どうすれば良いのかわからず心の内はモヤモヤが溜たまる一方で、メアリは不満そうに頰ほおを膨ふくらませてアディの持つ空箱を揺ゆらしてやった。

「うわ、ちょっと止やめてください、危ないですよ！」

「危ないから揺らしてるんじゃない！　もう、なんか今はあんたの余よ裕ゆうを感じさせる表情も腹立たしいわ！」

「なんて八つ当たりを……まぁ今のお嬢に比べたら俺は余裕ありますからね!!」

「だからその余裕顔を止めなさい！　大人しく八つ当たりされなさいよ！」

　もう！　とメアリが怒おこりながらいっそう強く箱を揺らせば、上段が大きくずれる。流石は空箱、メアリが一つ揺らすだけで全体に波は紋もんを呼び、これは不味まずいとアディがストップをかけた。

「お嬢、本当に不味いですって！　崩くずれたらお嬢まで巻き込まれますよ！」

「覚かく悟ごの上よ！」

「なんて潔いさぎよい！　って、そうじゃなくて本当に止めてください！」

　慌てるアディの姿は面おも白しろく、しばらく揺らしたメアリが多少は憂うさ晴らしになったと一息ついた。だがそれでもどこか心が晴れず、メアリは深く溜ため息いきをつくと、

「コロッケの美味おいしい店を聞き逃のがしたからだわ。きっとそうに違いない」

　と、無理やりに結論付けた。




　アルバート家の令嬢が出す結論としてはあまりにもお粗そ末まつだが、そもそもアルバート家の令嬢ではなくメアリ・アルバートが初めて得た自分の友人に戸と惑まどっているだけなのだ。多少お粗末になるのも仕方ない。

　唯一事情を、そして彼女の胸の内のモヤが何かを知るアディだけがクツクツと笑みを零こぼし、未いまだ拗ねた表情を浮うかべる主人に「美味しいコロッケを食べたら治りますよ」と冷やかし混じりに答えてやった。
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　カレリア学園は幼よう稚ち部から大学院まで設立されている、国内一の教育機関である。学校に通いつつ家業を手伝ったり若くして外に働きに出なければならない庶民用の教育機関と違い、徹てつ底ていした勉学の場を提供し、進学に関してそれなりに試験等も行われている。もっとも、貴族の通う学園だけあっていかに点数が低かろうが寄付金で何とかなるのも事実なのだが。

　そんな資金に媚こびた運営スタイルの結果、現在のカレリア学園は馬ば鹿かな貴族のボンボンから、頭脳明めい晰せき文武両道な名家跡あと継つぎまで揃そろうというまさにごった煮にの状じよう況きようであった。──学力よりも家いえ柄がらをとり、試験の点数より寄付金で争う。なによりここは彼等を通して親が繫つながりを作る社交場のミニチュア版なのだ──。




　だが流石に大学部となれば話は別。

　跡継ぎでもなければさして頭の容量も優すぐれていない者は高等部卒業と共に親元に戻もどされ、中には在学中に見つけた良家に嫁とついでいく者さえいる。とりわけ女子生徒の人数は半分近くに減り、男子生徒も一部はふるいにかけられるのが大学部進学だ。──もっとも、そのふるいも試験の結果と寄付金であり、それも比重が大分偏かたよったものなのだが──。

　だが減る一方というわけでもなく、弱小貴族や商家の子供達が入学してくるのでトータル的な人数は高等部とさして変わりはない。

　資金的な問題により全学部で通わせることこそできないが、「せめて学歴の最後くらいは箔はくを付けてやりたい」と考える弱小貴族や、娘むすめの良りよう縁えん探しに押し込む家、なかには嫁いだ先から返品された娘を持て余し、数年だけでもと学園に押し付けるパターンもあるのだ。

　勿もち論ろん、頭脳面ではあまり期待できない跡継ぎを財力で無理矢理進学……というのも少なくない。まさにカオスである。身分の差がより開くことから、高等部よりもその混こん沌とん度は高いかもしれない。

　そんな大学部の中で、財力に左右されず優れた者だけを集めたクラスがある。

『特進クラス』と呼ばれるそこは、名家の跡継ぎとして自覚と才能を持つ者、その座を狙ねらう者、学者を希望する者など、向上心に溢あふれ頭脳も優れているいわばエリート集団である。

　大学部で教わる授業はもちろん近きん隣りん諸国の歴史や作法、帝てい王おう学、果てには国外への外交も視野に入れた多種多様な言語等、他クラスとは比べるまでもなく難易度が高く、卒業までに三割が脱だつ落らくすると言われている。その反面、特進クラスを卒業するというのは貴族の中でも一種のステータス、それも金では買えない特別なステータスとされていた。




「うぅ……私、特進クラス落ちちゃいました……」

　とは、合否結果を手に弱々しくうなだれるアリシア。

　対して自己採点で既すでに合格を確信していたメアリとパトリックは合否通知を一いち瞥べつするや喜ぶでもなく誇ほこるでもなくさっさと鞄かばんにしまい、優ゆう雅がに紅茶を楽しんでいた。

「当然よ、田舎いなか娘が高等部で一年学んだからって、エリート揃ぞろいの特進クラスに行けるわけがないでしょ。あそこは未来の学者か、もしくは跡継ぎ狙いが兄弟を蹴け落おとすために進むようなところよ」

「はい……でも皆みなさん合格したんですよね。凄すごいです」

「俺はダイス家の跡継ぎだし当然だ。というかアディ、お前も合格したのか」

「えぇ、だって俺はお嬢の従者として進学させてもらうんですから、クラスが離はなれたら元も子もないですし」

「……確かにそうだな」

　なるほど、と口にしつつ歯切れの悪い返事をしたパトリックが、次いでメアリに視線を向けた。

　メアリも当然ながら特進クラスである。それもクラス選せん抜ばつとして行われた入学試験ではパトリックと同点数、学年一位どころか歴代最高の点数を叩たたきだしている。高等部では学年二位から十位をまるで遊ぶかのようにフラフラと行き来していた彼女が……と、そこまで考え、パトリックがメアリの名前を呼んだ。

「メアリ、君も特進クラスだよな」

「えぇそうよ。財力自じ慢まんより、学力自慢の方が聞いていてまだ精神的にマシだと思ったの」

「……それだけか？　もしかしてアルバート家の跡継ぎの座を狙ってるんじゃないか？」

　現状、跡継ぎは当主の嫡ちやく男なんが基本である。

　だが全すべての家の長男が優れているわけではなく、中には次男や三男の方が優れている家や、果てには娘の方が当主としての才能を備えている場合もある。

　将来的な家の繁はん栄えいを考えれば数年の年ねん齢れい差などたいしたことではなく、次男以降が長ちよう兄けいを押しのけて跡継ぎに……ということも少なくない。もちろん長兄も黙だまって押しのけられるわけにはいかず、味方を集めたり他所よそに援えん護ごを求めたりと抵てい抗こうする。内部事情だからこそ世間には知られていないが、どこの家も跡継ぎ問題は深刻でドロドロしているのだ。

　むしろ、優れた長男を持ち、また次男や三男がそれを認め協力体制にあるダイス家の平へい穏おんの方が珍めずらしいくらいだ。

　ちなみにアルバート家には息子むすこが二人、メアリより七つ年上の双ふた子ごの兄が居る。二人ともアルバート家跡継ぎとして申し分ないほど優れた人物ではあるが、それよりもメアリの方が……というのがパトリックが常に思っていたことである。メアリは女だが、それを考こう慮りよしても彼女の才能は兄二人を押しのけるほどだ。たまに奇き行こうに走るのが難点だが、それは兄二人も同じようなものである。

　だが当人はパトリックの話を聞き、冗じよう談だんじゃないと首を横に振ふった。

「何言ってるの、うちにはお兄様達がいるじゃない。私が継ぐわけないでしょ」

「いや、でも特進クラスには次男以降で跡継ぎを狙う者もいるし。俺はてっきりアディと二人で跡継ぎ争いでも起こすのかと思ってたんだが」

「まさか！　俺は旦だん那な様達のお手伝いが出来ればと思って勉強してるんです。アルバート家をどうこうしようなんて微み塵じんも思ってません！」

　考えすらしていない、と全否定する二人にパトリックが溜ため息いきをついた。それはもちろん特進クラスがいかに難関で、家を背負う者や兄弟を蹴落としその身分に成り変わろうとする者が野心を抱いだいて挑いどむクラスだと知っているからだ。

　だというのに、片や「学力自慢の方がまだマシ」と言う理由で、片や「アルバート家の手伝いをしたい」という理由で乗り込んでくる。これを勿もつ体たいないと言わずになんと言うのか。

「メアリ、君はやれば出来るんだ。君がやろうと思えばアルバート家の跡継ぎにだってなれるだろ」

「『やれば出来る』なんて言われるような奴やつは、言ったところでやらないのが常よ」

「……そうだな、君はそういう奴だ。卒業テストでケアレスミスの結果学年二位になって答辞を逃のがれたメアリ・アルバート嬢じよう」

「そういうことよ。卒業テストで満点を取って答辞を読むパトリック・ダイス様。貴方あなたが私の思っていた通り優れた方でよかったわ」

　ふふ、と上品に笑うメアリに、パトリックも見目の良い微笑ほほえみで返す。

　会話内容さえ聞こえなければ、なんともお似合いでまるで絵画のような美男美女の談だん笑しようである。……あくまで、会話さえ聞こえなければ。

　唯ゆい一いつその会話が聞こえる距きよ離りに居るアディとアリシアは、相変わらずだと言いたげに進学用の書類を読んでいた。大学が諸もろ手てをあげて、それどころか「手続きは全てこちらがやります！」と入学を歓かん迎げいするメアリとパトリックとは違ちがいアディもアリシアも庶しよ民みん出身、面めん倒どうな手続きを一つずつこなさなければならないのだ。

　そんな一見優雅な昼休きゆう憩けいを過ごしていると、アリシアがクスと小さく笑った。

「大学でもこうやって皆さんと過ごせるんですね」

「……アリシアちゃん」

　嬉うれしそうに話すアリシアにアディが何か言いたげに彼女の名を呼ぶが、すんでのところでコホンと響ひびいたメアリの咳せき払ばらいを聞き、出かけた言葉を飲み込む。メアリから向けられる視線に咎とがめるような色を感じ、アディがアリシアから顔を背そむけた。

　そうしてメアリが立ち上がり「用があるの、失礼するわ」とその場を後にすれば、アディは嬉しそうなアリシアを横目に主人を追うしかなかった。







「本当に没ぼつ落らくするんでしょうか……」

　とアディが隣となりを歩くメアリに話しかけたのは、長閑のどかな昼休憩から数時間後。

　授業も終わり、さしてやることもないから早く帰ろうと中庭──という名の自転車置き場──に向かっている最中。弱々しく響く従者の問いにメアリは足を止めることなくチラと一瞥すると、

「そうなってもらわなきゃ」

　とだけ答えた。




　順調かと聞かれれば返答に困るが、メアリの目的は最初から何一つ変わっていない。卒業式に王女として姿を現すアリシアによりアルバート家に適度な没落を引き起こすのだ。

　もっとも現状を見ればアリシアはメアリに好意を抱いているのは明白で、流石さすがのメアリも薄うす々うすそれを感じ取っていた。先日など、可愛かわいらしいバスケットに手作りのコロッケを大量に詰つめ込んだアリシアが「メアリ様ー、遊びましょ！」と元気の良い挨あい拶さつでアルバート家に襲しゆう撃げき……もとい遊びにきたほどである。

　流石にこれは感付くなという方が無理な話。アルバート家の令れい嬢じようとして生きるあまり平へい凡ぼんな友情に疎うといメアリですら、薄々察するというもの。

　これは明らかにゲームの流れとは違う。

　ゲームの記き憶おく通りであれば現段階ではアリシアはメアリに恐おそれすら抱き、メアリもまたアリシアに屈くつ辱じよく的な憎にくしみを抱いているはずである。元より対極的な二人の立場は、この段階では既に修復不可能なまでに溝みぞを作っていたはずだ。紅茶を飲みつつ楽しく進学の話を……などとありえるわけがない。

　かと言って、ゲームのストーリーから逸それたのかと聞かれれば、それもまた違う。

　メアリとアリシアの関係こそ『ドラ学』とは真逆に進んではいるが、その反面ストーリーはしっかりと『ドラ学』の筋を追っている。

　夜会ではパトリックがメアリをエスコートし、その後は彼とメアリの婚こん約やく話が上がった。それが解消されるやメアリは生徒会役員達に糾きゆう弾だんされ、おまけに先日のデートイベントではさしてアリシアと親しくもないのに生徒会役員達が市街地に現れた。

　細部を省き箇か条じよう書がきにして挙げれば、まさに『ドラ学』におけるパトリックルートである。それどころか、アリシアやパトリックの言葉は時折ゲームの台詞せりふ通りで、メアリはデジャヴのような薄うす気き味み悪わるささえ感じていた。




　この世界はそっくりそのまま『ドラ学』というわけではない。

　それでも『ドラ学』のストーリー通りに日々が進んでいる。




「それじゃ、アルバート家は……」

「ゲームのストーリー通りに進むか否いなか、ここまできたら最後の審しん判ぱんを待つだけよ。……でも、まだ仕事があるみたいね」

「仕事、ですか？」

「えぇ、最後の大おお仕じ掛かけを動かすための大切な仕事よ」

　そう告げるメアリの視線の先には、事務局の窓口で頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべるアリシアの姿があった。

「ごきげんよう、随ずい分ぶんと無様に困っているようね。落ち着きがなくてみっともないわ。身分も態度も、カレリア学園の面つら汚よごしね」

「あ、メアリ様！」

　聞き慣れた声にアリシアが振り返る。

　パッと明るくなる嬉しそうなその表情はまるで「友達が助けに来てくれた！」とでも言いたげで、渾こん身しんの皮肉を込めて声をかけたはずのメアリが思わず「ふぐぅ」と小さく呻うめき声をあげた。相変わらず強度の高いメンタルで傷一つ付いた様子はなく、これには逆にメアリの心が折れかねない。やはりもう物理でいくしかないのか……。

　そうして今回も効果のない嫌いやみを含ふくめつつ「迷めい惑わくなのを考えずに窓口を独どく占せんしてどうなさったの？」と声をかければ、アリシアは一枚の封ふう筒とうを手に眉まゆ尻じりを下げ、困こん惑わくを露あらわにメアリとアディに交こう互ごに視線をやった。

「手続きの書類を出そうと思ったんですが、封をしてくれってこれを渡わたされて……」

　そう言いながらアリシアが見せてきたのは、蠟ろう燭そくと印いん璽じ。見慣れた道具にメアリが「これが何か？」と首を傾かしげれば、アリシアは相変わらず不安そうにおろおろと周囲に視線をやり、果てには印璽を軽く振ふりだした。なんとも子供っぽくそれでいて間の抜ぬけた姿ではあるが、目を丸くしたメアリにはそれを嘲あざ笑わらう余よ裕ゆうもない。

　振ってどうするのか。

　振れば何か出るとでも思っているのか。

　振る速度を増せば何か変わると思っているのか。

　かと思えば今度は望遠鏡のように覗のぞき込む始末、見えるわけがないのに。

　相変わらず理解しがたい子ね……と、メアリが眉み間けんに皺しわを寄せつつアリシアを眺ながめていると、なにかを閃ひらめいたのかアディがポンと手を叩たたいた。

「そうか、アリシアちゃん封ふう蠟ろうの習慣がないのか」

「ふうろう……？　あぁ、そういうことなんですね！」

　ようやく気付いたのか、アリシアがパッと表情を明るくさせた。

　封蠟とはその字の通り、蠟を垂らして封をすることである。家か紋もんの彫ほり込まれた印璽を押し付けることで蠟に家紋を刻み、差出人の証明と第三者の開封を防ぐことが出来る。もっとも現状はより確かな封の仕方や情報漏ろう洩えい対策も考えられているのだが、見み栄ばえの点から封蠟を使用する者は多い。とりわけ、家いえ柄がらに拘こだわる貴族の間では見栄えがよく自己掲けい示じ欲よくを満たせる封蠟がいまだ主流とされていた。

　そんな貴族の世界で育ち手紙には封蠟が当然だと思い込んでいるメアリと、そもそも手紙など滅めつ多たに出さないアリシア。二人の間に認にん識しきのずれがあるのも仕方あるまい。

「そっか、これで封をするんですね。でも、どうやって？」

「なに、貴女あなたそんなことも知らないの、無知って恥はずかしいわ。封蠟なんてジュッとやってギュッとやってグッ、よ」

「お嬢じよう、オノマトペにも程があります」

　メアリの要領を得ないアドバイスに、更さらにアリシアの頭上に疑問符が飛ぶ。

　それを見み兼かねたアディが肩かたを竦すくめつつ、アリシアを手伝おうと彼女の持っている蠟燭と印璽に手を伸のばし……、

「折せつ角かくだから、ご自分の印璽で封蠟なさったら？」

　というメアリの言葉に手を止めた。

「……お嬢？」

「私の印璽？」

　アディとアリシアの不思議そうな視線を受け、メアリがニヤと笑えみを零こぼした。

「メアリ様、私印璽なんて持ってませんよ」

「あら、持ってるはずよ。家紋の彫り込まれた立派な印璽」

「私、元々孤こ児じですから家紋は……」

　自分の身の上を語るのは気が引けるのか、アリシアが言いよどみながらも説明する。だがメアリはそれでもはっきりと「持ってるでしょ」と念を押した。その表情には出生に対する侮ぶ蔑べつも嫌みもなく、それどころか確証を摑つかんでいるとさえ言いたげである。

　アリシアが印璽を持っていないことなど、誰だれが見ても明らかだろう。

　主に貴族やそれ相応の地位を持つものが家紋自じ慢まんがてら使う手法だし、何より道具を手て渡わたされても不思議そうに眺め、あまつさえ軽く振っていたほどなのだ。

　誰が見ても、アリシアは印璽を持っていないと判断するはず。

　だがメアリは確信していた。

　いや、知っていたのだ。




『アリシアは印璽を持っている。

　彼女の家紋……本当の彼女の家紋が彫り込まれた印璽を持っている』と。




『ドラ学』の後半、まさに物語が最終局面に入るためのイベントである。

　孤児院に預けられた時に持っていたとされている印璽で封をしたアリシアが、そこに描えがかれている家紋から王族関係者、それどころか行方ゆくえ不明になっていた王女だと判明するのだ。もっとも、ゲーム上でそれを促うながすのはメアリではないのだが、この際多少の誤差は仕方あるまい。




　要はアリシアが王族と判明すればいいだけの話。それがメアリのおかげなのだから、ゲームよりも皮肉が効いているではないか。そう確信と共に笑みを浮かべるメアリに、アリシアが不思議そうに首を傾げた。

　そうしてしばらく不思議そうにメアリと印璽に視線をやると「あ！」と何かに気付いたように声をあげ、慌あわてて鞄かばんを漁あさった。そこから取り出したのは小さな袋ふくろ。随分と古ぼけた布で出来たその袋を恥じることなく、それどころか「孤児院の先生が作ってくれたんです」と嬉うれしそうに話し、中からそっと取り出したのは……印璽だ。

「アリシアちゃん、それって……」

「私が孤こ児じ院いんに預けられた時に持っていたものなんです。お守り代わりにいつも持っていたんですが、これ印璽だったんですね」

　嬉しそうにアリシアが笑い、手の中の印璽をそっと優やさしくなでる。

　対してアディが戸と惑まどいの表情を見せるが、アリシアの正体が分かっているからこその反応だろう。彼女が王女だとすれば、あの印璽に彫り込まれているのは王家の紋もん様よう、そしてそれはアルバート家の没ぼつ落らくを引き起こす引き鉄がねになりかねない。

　現にそれを知らない、それどころか思いもしない事務局員はこちらを一いち瞥べつするだけで再び仕事に戻もどってしまった。「自分のでも学校のでも良いいから、早く封をしてくれ」とでも言いたげなその表情は、当たり前と言えば当たり前である。

「たしか、ジュッとやってグッとして……ギュッ、ですよね」

「違ちがうわよ、ジュッとやってギュッとやってグッ、よ」

「ジュッとやって、ジュッとやって……ジュ？」

「なんで蠟垂らしてばっかなのよ。だからジュッとやって」

「お嬢、そのこだわりを続けていると埒らちが明きません。アリシアちゃん、俺が教えるよ」

　メアリとアリシアのやりとりを見兼ねて、アディが二人の間に割ってはいる。

　そうしてサポートを──擬ぎ音おんにこだわらず的確にアドバイスをくれるサポートを──得たアリシアが恐おそる恐る封筒に蠟を垂らす。ジュ……と軽い音をたててゆっくりと赤い雫しずくが垂れ落ち、封を固めるように赤い山を作った。そこに狙ねらいをつけるように、そっと印璽を押し付ける。軽く押せば滑すべるように印璽が沈しずみ、引き抜くと蠟にはくっきりと紋様が刻まれていた。

　月と太陽。

　この国の者なら見み間ま違ちがうことのない、王族だけに許された紋様。

「あれ、これって……？」

　封蠟を眺め、アリシアが首を傾げる。

　だが彼女が真相に気付くより先に事務局員が窓口から顔を出した。

「終わりましたかー？」

「あ、はい！　お待たせしました！」

　先さき程ほどの疑問は事務局員の空気を読まない声で吹ふき飛んでしまったのか、アリシアが封筒から顔を上げ、まるで子供が自分の描かいた絵を見せびらかすかのように封筒を差し出した。

　月と太陽の封蠟がされた封筒。

　それを見た時の局員の顔、そして彼女が慌てて封筒を高らかに掲かかげたときの事務局中のざわつきといったらなく、一人冷静にその光景を眺めていたメアリはただポツリと、

「相変わらずの茶番だわね」

　と呟つぶやいて鼻で笑った。
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　そもそも、なぜ一国の王女であるアリシアが田舎いなか暮らしをしていたかと言えば、全すべては十数年前、メアリやアリシアが生まれる少し前に遡さかのぼる。

　当時貴族の間では占うらないが流行はやっており、高名な占い師を茶会に招いてはキャッキャとはしゃぐのが貴族界の女性たちの楽しみになっていた。といっても恋れん愛あい運の良い色を聞いてはその色でドレスを作らせ、相あい性しようのいい動物を聞いては屋や敷しきに剝はく製せいを飾かざらせる……と、金こそ注ぎ込むがだいたいがその程度であり、中にはデザイナーと裏で組んで流行を左右させるような占い師──と名乗るにもおこがましい──すら居た。

　はっきり言ってしまえば子供のお遊びである。勿もち論ろんそれは当人達も分かっており、要は茶会の話題と、あと贅ぜい沢たくをするための口実さえ作れれば信しん憑ぴよう性せいなど二の次なのだ。

　だが中には酷ひどく傾けい倒とうする者もいて、お抱かかえの占い師を屋敷に住まわせ、高貴な身分でありながら一いつ介かいの占い師を「先生、先生」と呼んで追いまわす者もいた。果てには自家の内情を隠かくすことなく全て伝え、占いの結果を基もとに跡あと継つぎを決める者すらいたのだ。

　若かりし頃ころの王おう妃ひ──言わずもがな、アリシアの実母である──もまた占いに嵌はまりはしていたが、彼女は占い師と節度ある距きよ離りを保っていた。茶会に招いて占いを聞き、それが当たると褒ほう美びを取らせる。占う案件も恋愛や健康、次回の茶会の天気等といった軽いもので、王室内の情報は一いつ切さいもらさずにいた。

　若くして王妃の座に着いたが、彼女は良識を持っていたのだ。

　だが彼女のお抱え占い師は違った。

　自分は王室のお抱え占い師だと、王家が安あん泰たいなのは自分が占ってやっているからだと、そう傲ごう慢まんな考えを抱いだき、それを恥はずかしげもなく吹ふい聴ちようしてまわっていた。そうすれば更に自分の名が売れ、貴族達がこぞって「先生、私も占ってください」と多額の金を持って占われにやってくる。一介の占い師相手に貴族がわざわざ出向いて頭を下げるのだ、これ以上面おも白しろいことはない。




　そんな矢先、占い師は王妃に対しこう告げた。

「今こ宵よいから三日三晩、王の寵ちよう愛あいを受けなさい。そうすれば御おん身みに立派な男児が宿るでしょう」と。

　もっとも、年とし頃ごろの、それも健康体の男女が三日三晩も身体からだを重ねれば子供が出来るのはある意味で自然なことである。誰だって占われなくても分かることだ。

　だが王妃はそれを聞いて喜んだ。それどころか、まだ当たってすらいないのに占い師に褒美を取らせるほどに浮うかれていた。なにせ彼女はまだ若く、そして政略結けつ婚こんと言えど心の底から夫を愛していたのだ。外交続きで顔を合わす時間のなかった夫を三日三晩独り占めできる、またとない機会。そこで子供が授さずかればこれ以上幸せなことはない。

　家臣達もそんな彼女の気持ちと、二人が本当は常に寄り添そっていたいということ、なにより文句ひとつ言わず国の為ために外交を続ける王を想おもい、三日三晩ならと二人をただの夫ふう婦ふに戻すことにした。そこで跡継ぎが生まれればこんな望ましいことは無い。

　そうして二人は三日三晩、『王の療りよう養よう』という名目で離はなれにある別べつ荘そうに移り……そして占い通り懐かい妊にんした。

　だが生まれたのは女児──今のアリシア──である。

　だからといって誰だれも落らく胆たんすることもなく、王も王妃も可愛かわいらしい娘むすめの誕生を喜び、男児を望んでいた家臣達もひとまず王妃が子供を産める身体であることが証明されたと、母親似の王女の誕生を祝っていた。

　国中が王女の誕生を喜び、国外からも祝いの品が贈おくられるほどのお祭り状態であった。

　ただ一人、件くだんの占い師を除いて……。

　といっても誰も占い師を責めなかったし、占いが外れたからといって咎とがめることもしなかった。男児という占いこそ外れたが、助言があったからこそ王女を授かることが出来たのだ。王も王妃も感謝すらしていた。

　だが当人だけはこの結末に納なつ得とくできずにいた。

　王室お抱えの占い師である自分がどうして外したのか、なんらかの理由があるとしか思えない、何かが邪じや魔まをしていたのだ……と。傲おごりを通りこした思考をこじらせ、占い師は『自分の占いが外れた原因』であるアリシアに対し恨うらみを抱き、ついには寝ねている彼女を……。




「攫さらったと、そういうことですか」

「そういうこと。これが王女失しつ踪そうの真相よ」

　メアリの説明に、アディがなるほどと頷うなずいた。

　現在地はアルバート家の調理場。その中でもメイドや従者たちがまかないを作ったり食べたりする、いわば従業員用食堂である。

　そこに雇やとい主の娘であるメアリがいるのはおかしな話なのだが、賑にぎやかさと常に人が出入りする慌あわただしさが心地ここちよく、常つね日ひ頃ごろメアリはここに入り浸びたることが多かった。なにより、この場の目まぐるしい慌ただしさとそれからくる無関心さは聞かれたくない話をするには都合が良いのだ。……ただ、たまに慌ただしいあまり「メアリ様、これの皮かわ剝むいておいてください！」と野菜を押し付けられたりもするのだが。

「でも、それならなんでアリシアちゃんが印いん璽じを持っていたんですか？」

「占い師の行動を怪あやしんでいた人がいて、攫われる時に咄とつ嗟さにベビー服に印璽を突つっ込んだのよ。お手て柄がらよね、ゲームではちゃんと一枚絵スチルも用意されてたのよ……でも……」

「お嬢じよう、どうしました？」

　言いよどむメアリに、アディが不思議そうに彼女の顔を覗のぞき込んだ。




『ドラ学』において描かれるアリシアの過去話は、雰ふん囲い気きを出すためか終始セピア調で描かれていた。

　今のアリシアと瓜うり二ふたつ──使いまわしじゃないかと言われるほどに瓜二つ──の若かりし頃の王妃と、非ひ攻こう略りやくキャラクターなことが嘆なげかれるほど見目の良い王、そして怪しさを演出するためか塗ぬりつぶされてシルエットだけの占い師。

　そうして幾いくつかのやりとりの後、画面は事件の夜の一枚絵スチルに切り替かわる。

　セピア調のため髪かみ色や瞳ひとみの色は分からないが、アリシアと思われる赤ん坊ぼうと、それを抱く一人の女性。女性の手には王家の印璽が握にぎられ、それをアリシアのベビー服に隠し入れる。次いで一枚絵スチルには新たな人物が現れる。後ろ姿で顔こそ分からないが、ドリルのように立派な縦ロールのその人物は女性から赤ん坊を奪うばうとすぐさま姿を消してしまう……。

　そんな数段階の絵の変化──いわゆる差分──で描かれる、王女失踪のあらまし。




　それを聞いたアディが、ヒク……と頰ほおを引きつらせた。

「……立派な縦ロールですか」

「えぇ、それはそれはもうドリルのような縦ロールだったわ」

「……銀色の？」

「セピア調なのよ。そこまでは分からないわ」

「な、ならそれって……」

「でも遠とお縁えんまで調べても縦ロールの占い師なんてうちの親族にはいなかったわ」

　安心なさい、と告げるメアリに、アディがほっと胸を撫なで下ろした。

『ドラ学』において縦ロールなどメアリを直じかに指しているようなものだ。と言っても当時のメアリは当然ながら赤ん坊で、王女誘ゆう拐かいなど企くわだてられるわけがない。メアリの母親は娘と同じ銀の髪色をしているが緩ゆるやかなウェーブだし、遠縁を探してみても一枚絵スチルで描えがかれていた占い師ほど──そしてメアリ程ほど──強固な縦ロールなど見当たらなかった。

　そもそも、セピア調の一枚絵スチルでは髪色が分からなかったのだから、もしかしたら銀とは程遠い色合いだったのかもしれない。それに作中において赤ん坊が攫われた直後に回想は終わっており、占い師とメアリの関連性は何一つ語られていない。

　あれはきっとメアリの悪役イメージを強めるために製作陣じんが故意に描いたか、もしくは製作陣に縦ロールの悪役フェチが居たかだ。それか、イラストレーターが縦ロールを描くのに嵌ってしまったか。

　そうメアリは結論付けていた。




　だからこそこうやって、アリシアの騒そう動どうで学園が休みになったのを良いいことにのんびりとお茶を飲んでいるのだ。

　流石さすがに、王女誘拐事件の犯人が親族にいたとなれば落ち着いてもいられなかっただろう。

　メアリが望むのはあくまで『ゲーム通りの没ぼつ落らく』なのだ。本編の結末でアルバート家は権けん威いの一部を返へん還かんこそしているが、ファンディスクで登場したメアリの両親はいまだ貴族を名乗り、アリシアに謝罪をすると共に王家への忠誠を誓ちかっていた。その際に描かかれていた両親の姿は今ほどの裕ゆう福ふくさは無いが、それでも仕立ての良い衣服を着ていたように思える。勿もち論ろん、そこにメアリの姿は無かったが。

　つまり『メアリ一人が北の大地に追いやられる』という処しよ罰ばつで済む程度が望みの没落であり、王女誘拐という大罪からくる没落はメアリの望むものではない。そもそも、そんな崖がけっぷちどころか崖下に一いつ瞬しゆんで蹴け落おとされるような没落が望みなら、チマチマとアリシアに嫌いやみを言うなどという地味な行動に出ず、潔いさぎよく王族を一発殴なぐれば済む話である。

　だからこそ匙さじ加減が難しいのよね……と、メアリが溜ため息いきをつくと、まるでタイミングを合わせたかのようにアディも溜息をついた。

「今いま頃ごろ、王宮は大変な騒さわぎになってるんでしょうね。アリシアちゃん可哀かわい想そうに……お嬢、助けに行かないんですか？」

「なんで私が行かなきゃいけないのよ。大変だろうがなんだろうが、私の知ったことじゃないわ」

　ふん、と不満そうに他所よそを向いてメアリが紅茶を一口すする。

　素そっ気ないその態度にアディは溜息をつきつつ、それでも自分もと紅茶を手に取り、カップに口をつける直前にポツリと呟つぶやいた。

「アリシアちゃんから貰もらったブレスレット、いつも持ち歩いてるくせに」

　その一言に対して紅茶を口に含ふくんでいたメアリが「ぐっ！」とくぐもった声を上げたが、すんでのところで吹ふき出さずになんとか飲み込んだ。流石はアルバート家の令れい嬢じようである。いくら自分の屋や敷しき内、それも従業員用の食堂と言えど紅茶を吹き出すような無様な姿は令嬢のプライドにかけても晒さらせないのだ。……盛大に咳せき込みはするが。

「な、なん、なんであんたがそれを知ってるのよ！」

「俺が何年お嬢にお仕えしてると思ってるんですか。ポケットに何か入れてる時の態度なんて一目で分かりますよ」

「そ、そうね……流石は私の従者だわ。それなら分かってると思うけど、誰にも言わないでちょうだいね」

「分かりました、明日からは誰にも言いません！」

「すでに手て遅おくれ！　誰に言いふらしたのよ！」

　喚わめくメアリに、アディがさも当然と言いたげにアリシアとパトリックの名を挙げた。

　勿論、その二人こそまさにメアリが『ブレスレットを持ち歩いていることを知られたくない人物』なのは言うまでもなく、騒がしい食堂内にメアリの悲鳴が響ひびく。

　捨てるのは言わずもがな、かといって家に置きっぱなしにするのも落ち着かず、身に着けるのも癪しやく……という葛かつ藤とうの末に、常にポケットに入れて隠かくすように持ち歩いていたのだ。当然だがそれをアリシアやパトリックに言えるわけがなく、話題に出さないよう見つからないようにと努めていたのだが、それが既すでに知られていたとなると……と、そう考えるとジワジワと恥はずかしさが勝まさり、メアリが熱を持ち始める自分の頰を軽く扇あおいで誤ご魔ま化かしながらアディを睨にらみつけた。

　相変わらず、主人のことを十分に理解したうえで気持ち良いくらいにそれを裏切ってくれる従者である。恨みがましく「裏切り者」とメアリが罵ののしってやれば、アディが驚おどろいたように目を丸くした。

「俺が裏切り者!?　そんな！　俺はお嬢の味方をベースにした」

「はいはい、私の味方をベースにしたあの子アリシアの応おう援えんし隊の隊長なんでしょ」

「アリシアちゃん応援し隊の大隊長です！」

「だからそれを裏切り者って……ひっ、なんか昇しよう格かくしてる!?」

　この出世頭がしら！　とメアリが明後日あさつてな罵ば倒とう文句を投げつけると、アディが満足そうにクツクツと笑えみを零こぼした。

　そうしてしばらくはそんな他愛たわいもない会話を──この裏切り行こう為いを『他愛もない』の一言で片付けてしまうのも問題な気もするが──続けていると、バタン！　と勢いよく食堂の扉とびらが開かれた。

　見ればそこには、銀色の緩やかな巻き髪を輝かがやかせた美しい女性が一人、その麗うるわしさにそぐわぬ見事な仁に王おう立だちで君臨し、誰だれかを捜すようにぐるりと食堂内を見回した。

　そうして目当ての人物を見つけるや、

「メアリ、王宮に行くわよ！　準備なさい！」

　と声を上げる。

　この騒がしい食堂において、よく通るその声は……。

「お母様!?」

「奥方様!?」

　アルバート家夫人、キャレル・アルバートである。その突とつ然ぜんすぎる登場に二人はほぼ同時に立ち上がり、かたや「なんで私が王宮に！」と文句を言い、かたや慌あわてて頭を下げ、そして揃そろってキャレルに引きずられるように食堂を後にした。







　メアリの母でありアルバート家夫人であるキャレルの急せかしようといったらなく、メアリもアディも説明を求める暇ひまもなくあれよと言う間に着き替がえさせられ、気付けば馬車の前まで連れてこられていた。

　この強ごう引いんさ、流石はアルバート家夫人。かつて山のようにいたという恋こい敵がたきが互たがいに牽けん制せいしあっているのを横目にさっさとアルバート家次期当主に迫せまり、瞬またたく間に骨ほね抜ぬきにして一人勝ちしたというあの噂うわさは事実だったのだろう。当時の話を聞けば、誰もが口を揃えて「あれは見事」と言うほどだ。アルバート家に嫁よめ入いりしてからこそ大人しく良き妻・良き母として振ふる舞まってはいるが、この強引な手しゆ腕わんを見るにまだまだ現げん役えきでいける。

　そんな母親と目の前の馬車に交こう互ごに視線をやり、メアリが窺うかがうように母の顔を覗のぞき込んだ。

「……あの、お母様、私自分の馬車で参りますわ」

「あら何を言ってるのメアリ、急いでいるのよ、早く乗って」

　ほら、と急かすように背中を押され、メアリが観念したと言いたげに馬車に乗りこんだ。

　そうして渋しぶ々しぶと腰こしを下ろしたのは、進行方向に背を向ける席。つまり下座である。

「あらメアリ、どうしてそっちに座るの？」

「お母様、急いでるんでしょ。とりあえず出発しましょう」

　早く、と今度はメアリが母を急かす。

　となればキャレルも馬車に乗らざるをえなく、不思議そうな表情をしつつそれでも本来メアリが座るべき場所に腰を下ろした。娘むすめと向かい合うことに違い和わ感かんを覚え、思わず彼女が首を傾かしげれば緩やかなウェーブがふわりと揺ゆれる。

　最後に馬車に乗り込んだのはもちろんアディである。彼は従者らしく「失礼します」と一度頭を下げると、申し訳なさそうな表情で馬車に乗り込み、キャレルの隣となりに腰を下ろした。今度こそキャレルが意味が分からないと言いたげに目を丸くする。




　メアリもアディも、上座や下座が分からないわけがない。

　だがどういうわけか二人の座る場所は逆で、メアリはそれをさも当然と言いたげな様子で窓の外を眺ながめ気持ちよさそうに風を受け、対してアディは申し訳なさそうな表情でこれまた窓の外を眺めているのだ。アディの表情が引きつり顔色が青ざめていることもキャレルには不思議でしかない。

　これはどういうことかしら……と走り出す馬車に揺られながらキャレルが二人に視線をやれば、それに気付いたメアリが「気になさらないで、お母様」と声をかけた。

「アディは馬車酔よいが酷ひどいの。逆向きに乗ると気絶するほどなのよ」

「あら、そうだったの？」

「申し訳ありません奥方様！　無礼なのは百も承知ですが、どうしても……どうしても逆側そつちだけは…………！」

　想像するのも辛つらいのか、アディが顔色を悪くしながら頭を下げ謝罪の言葉を口にし……それでもぐったりと窓にもたれかかった。どうやら馬車酔いは相当らしい。

　それでもここはアディを叱しつ咤たし娘を下座に座らせた無礼を詫わびさせるのが母の役目とは思いつつ、キャレルがメアリを見れば、彼女は気に掛かける様子もなくのんびりと逆向きに流れる景色を眺めていた。

「……メアリがそれでいいのなら構わないわ。それで、貴女あなたは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「えぇ、大丈夫よ。なんだったら、辞書を読んでも平気なくらい」

「お嬢じようの三半規管は合金ドリルで守られてますから……」

「でもそっちの方が景色が良さそうね。アディ、替かわってちょうだい」

「申し訳ございません、黙だまってますんでそれだけは勘かん弁べんしてください。なんだったら馬に、いっそ屋根でも構いませんので……」

「屋根に人が張り付いた馬車なんてこっちが嫌いやよ。ほら、喋しやべってると余計に酔よいやすいんでしょ、外でも眺めてなさいよ」

「はい……」

　まったく、と言いたげなメアリに、キャレルが目を丸くして彼女とアディに交互に視線をやった。そうして、事態を理解するとその瞳ひとみをやんわりと細めて微笑ほほえむ。

　娘たちが出かける際、決まって予定の時間より数時間早く出発し、それでいて到とう着ちやく時間に大差がないことに疑問を抱いだいていたのだ。どこに寄っていたのかと聞けば、決まってメアリは「景色を楽しんでいたの」と彼女らしくないことを言って寄よ越こす。そもそも、物ぶつ欲よくが斜ななめに向いたメアリが他ほかの令嬢と同様に自分の馬車を欲しがったことにも違和感を覚えていた。「馬車なんて一台あれば十分でしょ」と、自じ慢まんしあう同年代を横目にそう話していたくせに、なにかあると必ず自分の馬車に乗っていたのだ。

　それになにより、彼女が令嬢らしからぬ要因であるあれは……。なるほどこういうことだったのね、とキャレルが小さく笑うが、当の二人は気付かずにいた。







　そうして辿たどり着いた王宮はそれはもう大おお騒さわぎで、まさに上を下への状態だった。その酷さと言えば、アルバート家の者が訪おとずれても誰も出で迎むかえに来ない程ほどである。

　見れば普ふ段だんは滅めつ多たなことでは王宮に顔を出さない者や、果てには学者達までいるではないか。錚そう々そうたる顔触れではあるが、逆に言えばそれほどまでに大事態なのだ。

「……凄すごいですね」

「そりゃ、行方ゆくえ不明の王女が発見されたんですもの、こうなるのも仕方ないわ」

　今までにない程の混乱ぶりに、思わずメアリもアディも立ち尽つくしてしまう。そんな二人の前を慌あわただしげにメイドが一人走り抜ぬけていった。

　アルバート家夫人を前に軽く会え釈しやくで済ますなど、普段の王宮を考えればありえないことである。そんな中でもキャレルは逞たくましく周囲を見回すと手近に居たメイドを捕つかまえなにやら聞きだし、次いでメアリの手を引くと歩き出した。

「お母様、いったいどうなさったの？　用があるにしても、なぜ私まで……」

「まったく天あまの邪じや鬼くな娘ね、お友達が困ってるなら助けてあげなさい」

「友達ぃ!?　誰が！」

「そりゃアリシアちゃんのことに決まってるじゃないですか。お嬢、他に友達いませんし」

「アディ、あんた帰りの馬車で覚えてなさい！」

「ひっ！　すみませんでした！」

　八つ当たりのようにメアリがアディに吼ほえれば、流石さすがに馬車関係は負けが見えているからかアディが悲鳴をあげた。それに対してキャレルの「こら、いじめないの！」という母親らしく、それでいて貴族らしからぬ発言のなんと場ば違ちがいなことか。

　そんなおおよそアルバート家の者とは思えない賑にぎやかさと速度で、慌ただしい王宮内をこれまた慌ただしく突つき進んでいく。もっとも、今の混乱ぶりでは誰もそれを気に掛ける余よ裕ゆうすらなく、それどころか誰もメアリ達に気付いてすらいないようだ。好き勝手に話す者、苛いら立だたしげに舌打ちする者、なかには両陛下はいつ戻もどるのかとメイド達に怒ど鳴なりつけている者さえいた。




　だがこの混乱も仕方あるまい。

　なにせ第一子の不幸を嘆なげき、それ以降両陛下は子供を作っていない。決して互いへの愛を失ったわけではないが、可愛かわいい娘を失ったショックからいくら家臣が跡あと継つぎを望もうとその気になれずにいたのだ。見み兼かねた周囲は二人の子供を諦あきらめ、王族はあわよくば血けつ縁えん者である自分達がと暗あん躍やくし、王に側室をあてがおうとする者もいた。中にはこの際だからと王政を廃はい止しすべきだと声を上げる者も出てくる始末。

　王宮は平へい穏おんを装いつつ、内部は各おの々おのの欲よく望ぼうが渦うず巻まく混こん沌とんと化していた。そんな状況の中、アリシアが現れたのだ。

　正統な王族の血を引く娘。とりわけ彼女はダイス家の嫡ちやく男なんと寄り添そっているのだから、これを奇き跡せきだ良りよう縁えんだと捉とらえる者さえいた。もちろん誰だれもが手放しで喜んでいるわけでもなく、当然だが反対意見もあがる。とりわけ、次期王の椅い子すを狙ねらい暗躍していた者達にとっては寝ね耳みみに水だろう。

　おまけに両陛下は外交の為ために未いまだ戻らず、混乱は増せども決定打を下せる者もいない。

　混乱は終しゆう止し符ふの打ちようもないまま、時間が経たてば経つほどに落としどころを失っていき、誰もが胸の内に様々な物を潜ひそめ、混乱に乗じて腹の探さぐり合いをする。

　そんな混沌状態にある王宮内で、とりわけ濃のう度どが高いであろう場所。王族や宰さい相しよう、それに国内で権けん威いのある者、なにより渦か中ちゆうの人物であるアリシアがいる一室。

　議会室、と呼ばれるその部屋は重苦しい扉とびらと両側に立つ警備員が一いつ切さいの立ち入りを禁止すると言わんばかりに構え、中の様子は何一つ分からないというのに威い圧あつ感かんすら放っている。

　その扉を前に、メアリとアディは揃そろって顔を青ざめさせていた。

「お、お母様……もしかして……」

「奥方様……どうかお気をたしかに」

　と、「まさかそんな」という思いを抱きつつ、それでも扉を前に堂々と仁に王おう立だちを披ひ露ろうするキャレルの姿に額に汗あせが伝う。しかし、いかにアルバート家夫人といえども、いやアルバート家の夫人だからこそ、この部屋から漂ただよう重々しい空気に気付いているはずである。

　中に誰がいるか、どれほど重い空気が支配しているか。それを考えればメアリの胃がきしみ、目の前の扉に触ふれることさえ躊躇ためらわれる。

「お母様、ここに立っていても議会はまだ終わらないわ。どこかでお茶でもいただきましょう」

「そ、そうですよ奥方様。立ちっぱなしでは疲つかれてしまいますから、どこか部屋を借りて休まれてはいかがでしょうか」

　ね、ね、と必死に訴うつたえるメアリとアディに対し、相変わらず仁王立ちのキャレルは応こたえるどころか眉まゆ一つ動かすことなくジッと扉を睨にらみつけ……、

　ゴン、ゴン、

　と豪ごう快かいに扉をノックした。

　それも、己おのれの拳こぶしで。

「お母様が！」

「奥方様が！」

「「御ご乱らん心しん！」」

　と、メアリとアディの間ま抜ぬけな声が赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた廊ろう下かに響ひびき渡わたった。




　両陛下こそ不在ではあるが、この部屋の中に居るのは間ま違ちがいなく国の頂点に君臨する者達。いくらアルバート家の令れい嬢じようと言えど跡継ぎでもないメアリでは逆立ちしても敵かなわないような存在だ。

　そんな顔かお触ぶれが待ち構えているのだと考えれば寒気すら感じ、混乱する頭でそれでもここからどう逃にげるかを探り……、

「メ、メアリ様ぁ！」

　と、泣きながら抱き付いてきたアリシアに目を丸くした。

「メアリ様、突とつ然ぜんこんなことになって、私どうしたらいいのか……！」

　抱き付いたままえぐえぐと泣き声をあげるアリシアに、メアリもまたどうしていいか分からずにいた。

　本来なら肩かたを優やさしく擦さするなりして慰なぐさめてやるべきなのだろうが、そんな友達めいたことを出来るわけがないし、なによりこの状況なのだ、メアリとて冷静でいられるわけがない。許されるなら、今すぐにアリシアを引き剝はがしてアディと共に頭を下げて王宮を後にしたいほどだ。

「ちょ、ちょっと落ち着きなさいよ……」

「メアリ様、お願いです、どうか隣となりにいてください。私怖こわくて、孤児院の先生もまだ来られそうにないって、でも皆みなさん話を進めて、何が何だか分からないんです……！」

「わ、私がここに……？」

　冗じよう談だんじゃない、とメアリが議会室を見回した。

　両陛下こそ不在だが国を統治する者や権威者がジッとこちらを見ている。見慣れたはずの父親の姿でさえこの場では威圧感を覚え、声を掛かけるどころか視線すら合わせられない。あれは父親ではない、王家に次ぐ権威の持ち主、アルバート家現当主だ。

　更さらには著名な学者や各家の代表者たちの姿まであり、重苦しい空気と注がれる視線に、流石のメアリ・アルバートでさえ潰つぶされそうなのだ。

　そんな中、彼等と向かい合う様に数個椅子が置かれている。議会と言うより尋じん問もんに近いその配置に、自分がそこに座る姿を想像したメアリがふるりと体を震ふるわせた。

　冗談じゃない。無理だ。威い嚇かくする蛇へびの前に蛙かえるを……いや、大だい蛇じやの群れの中にオタマジャクシを放ほうり込むようなものだ。数分だって耐たえられるわけがない。

　現に、彼等と向かい合って座っているパトリックは見て分かるほどに青ざめた表情をしている。普段の凜り々りしさはどこにも見られないが、この面子メンツを前にしているのだから仕方あるまい。むしろ、よく今まで正気を保っていられたと感心してしまう。この部屋の空気の冷ややかさと重さといったら、そこいらの男ならば着座するまでもなく威圧感に負け、アリシアを見捨ててでも尋問側にまわりかねない程ほどなのだ。

　そんなパトリックも、メアリとアディの姿を見ると僅わずかに表情を緩ゆるめた。味方を得たようなその安あん堵どの色に、メアリが心の中で拒きよ絶ぜつの声を上げる。




　やめてよ、冗談じゃないわ。

　私はこんな所にいられる身分じゃないの、王族とも無関係だし、アルバート家の跡継ぎですらない。

　だからやめて、袖そでを引っ張らないで、そんなところに座ってやる義理は無いのよ！




「メ、メアリ様……私、不安で……」

「アリシアさん、私は……」

「みなさん、私が王女だって……でも、違ちがうって言ったり、私が、私が印いん璽じを盗ぬすんだって、そ、そんなこと、するわけがないのに……」

　的を射ないアリシアの訴えは、そのままこの議会の混乱状況を表しているのだろう。いくら最高議会といえども突然現れた王女の正体を探るなど出来るわけがなく、それもよりにもよって田舎いなか出身の娘むすめとなれば尚なお更さらだ。

　もちろんそこに各々の野心や願望が絡からまれば言うまでもなく、中には真しん偽ぎなどどうでもよく、この転機を上手うまいこと利用しようと企たくらんでいる者だっているかもしれない。

　だからこそ、この場に留とどまるのは御ご免めんだとメアリが退路を探そうとし……自分の服を摑つかむアリシアの手が震えていることに気付いた。

　当然だ。ただの庶しよ民みんだと思っていたところを貴族ばかりのカレリア学園に通うことになり、その生活にようやく慣れてきたと思った矢先にこの騒さわぎ。雲の上だと思っていた人物達に囲まれて──それも、揃いも揃って厳いかつい顔ときた──王女だなんだと槍やり玉だまにあげられれば年とし頃ごろの少女ならば泣きだしても仕方ない、メアリだって当事者ならば泣いていたかもしれない。

　それが分かるからこそ、メアリはアリシアを振ふり払はらえずにいた。

　ここで見捨てて逃げるほどメアリ・アルバートは人でなしではない。いくら没ぼつ落らくを目指して嫌いやみを言おうが、所しよ詮せんは年頃の少女、そのうえアルバート家令れい嬢じようとしてのプライドもある。だからといって、この場で抱だきしめ返してやるほど清い精神の持ち主でもないのだが。

　それになにより、アリシアの腕うでにはあの日のブレスレットがはめられていて、振り払おうとするたびにチャラと音がしてメアリを引き止める。ただの安い飾かざりなのに、いったいどうして、まるでこれではポケットに隠かくし持っているもう一つと共鳴しているようではないか。

「王女だなんて、私は知りません……印璽はお守りだって、孤こ児じ院いんの先生達も言ってたし……盗むなんてそんな……」

　信じてください、と震えながらアリシアがメアリを見上げて訴える。涙なみだに濡ぬれて揺ゆれる瞳ひとみは、メアリが一度でも疑いの言葉を口にすれば直すぐにでも壊こわれてしまうだろう。

　そんなアリシアの瞳を見つめ返し、メアリは頷うなずくことさえできずにいた。

　王おう妃ひ似の顔つきに、王族が受け継つぐとされる紫むらさきの瞳。攫さらわれるときに持たされた王族の印璽……すべてがゲームの通りだ。その記き憶おくを頼たよりに考えれば、彼女が王女であることに間違いないだろう。もっとも、ゲームの抑よく制せい力が働いているのか、この場においても誰だれもそれを指し摘てきすることはないのだが。それがまた更にメアリを不安にさせる。




　メアリの確証はたかがゲーム。それも『前世でプレイしたゲーム』等と、到とう底てい口に出せるものではない。なにより、そのゲームも今では『ゲーム通り』とは言えずにいた。その最たる存在が自分メアリなのだ。

　もしかしたら、ゲーム通りではないのかもしれない。

　結果的にゲームのストーリーを追うだけで、アリシアは王女ではないかもしれない……。

　例えば王族の血けつ縁えん者だとか王家に気に入られ養女になるとか、他ほかにもなにか理由があって『結果的にはゲームと同じように』アリシアが王女の地位につくだけで、彼女の正体は別にあるのかもしれない……。

　そんな不安要素がふつふつと湧わき上がり、メアリが困こん惑わくの表情で隣に立つアディを見上げた。彼もまたこの事態にどうすべきか分からずにいるのか、強こわ張ばった表情を浮うかべている。アディの身分を考えれば当然だろう。この部屋の中で──部屋の隅すみで緊きん張ちようした面おも持もちのメイド達を除けば──彼は誰よりも低い身分にあるのだ。




　どうしよう、自信がない。

　本当にゲームの通りにアリシアが王女なのか、今いま更さらながらに不安が湧き上がる。

　果たして、そこまでゲームの記憶を信じきっていいものなのか。なにより、自分自身がゲームとは真逆のイレギュラーになりつつあるのに……。




　そこまで考え、メアリがスカートに……その下に隠し持っているブレスレットに触ふれた。

『ドラ学』公式グッズではあるが、本編には出てこなかったもの。『ゲームのメアリ・アルバートがゲーム通りに』ではなく、ただ純じゆん粋すいに、メアリがアリシアから貰もらったもの。

　指先で触れればヒンヤリとした感かん触しよくが伝い、それを確かく認にんするように飾り玉を転がす。これは私のもの、ゲームも何も関係ない、私が貰った私のもの……そう自分に言い聞かせ、メアリが決意を固めたように深く息を吸った。




　そもそもメアリにとって、ゲームのメアリ・アルバートなどどうでも良かったのだ。

　自分は悪役令嬢メアリではない。成り変わる気もなければ、かといって故意に「悪役令嬢になんかならない！」と邪じや険けんにするものでもない。

　彼女の辿たどった没落に興味があるだけで、言ってしまえば前世のゲームにだって興味は無かった。もちろん、前世の自分にもだ。その記憶こそ利用させてもらってはいるが、前世の自分がゲームの誰を好きだったか、何を期待してゲームをプレイしていたか、そんなことどうでも良い。




　所詮は死んだ女と画面の中の無様な令れい嬢じよう。

　前世の自分も、ゲームのメアリも、自分が関かん与よしてやる義理はない。

　自分は自分。ブレスレットを貰ったのも、自分。

　だからこそ、今目の前にいるアリシアだって……。




　そう考え、メアリは未いまだ泣きじゃくるアリシアの肩かたを強く摑み……




「ピィピィ泣くんじゃないわよ、この田舎娘が！」




　と、普ふ段だん通りに叱しつ咤たした。

　……その瞬しゆん間かんに凍こおり付いたこの空気といったらない。

　だがここで逃にげたり誤ご魔ま化かせばメアリ・アルバートの名が廃すたると、メアリは覚かく悟ごを決めるとアリシアの肩を摑んだ手に力を入れた。

「貴女あなたが王女だろうが知ったことじゃないけど、その田舎臭くささは変わりはしないわ！　ピィピィ泣いて、この神聖な議会室に田舎臭さを振り撒まくんじゃないわよ、みっともない！」

「は、はい……！」

「それにパトリック！　貴方あなたなに縮こまってるの！　貴方が惚ほれたのは王女様じゃなくてこの田舎娘でしょ！　田舎娘の田舎臭さと人の領域に勝手に踏ふみ込んでくる無ぶ遠えん慮りよさに惚れて、家名まで捨てる覚悟だったじゃない！」

「メアリ……」

「破は棄きしたとはいえ一度はこの私の婚こん約やく者だったのよ、情けない姿を見せないでちょうだい！」

　二人を怒ど鳴なりつけ、メアリが議会室を颯さつ爽そうと歩く。

　そうして空いていた椅い子すに腰こしを下ろすと、目の前で構える重じゆう鎮ちん達に視線を向け、優ゆう雅がに一度頭を下げた。

「お見苦しいところをお見せして申し訳ございません、どうぞお話を続けてください」

　もちろんそれで議会が再開するわけもなく、重々しい妙みような空気が漂ただよう。

　だがパトリックと彼の隣となりに座りなおしたアリシアだけがどこか嬉うれしそうな表情を浮かべ、まるで決意を改めるかのように互たがいに視線を合わせて頷きあっていた。

　もっとも、当のメアリはと言えば、

「北の大地どころじゃないわ、不敬罪で処しよ刑けい場に直行便よ……」

　と、先さき程ほどの勇ましさもどこへやら見事なまでに青ざめているわけだが。

　重鎮たちの前であそこまで啖たん呵かを切ってしまったのだ、仮にアリシアが正式な王女だと判明すれば不敬罪、そうでなくとも議会の腰を折ったことになる。なにより、神聖なこの場において「田舎くさい」等と言う単語を連発してしまったのだから、いくらアルバート家の娘むすめと言えど、流石さすがにこれは許されないだろう。

「ついカッとなってやってしまったわ……」

　と、いかにも衝しよう動どう的犯罪のような台詞せりふをはくメアリに、主人のこの奇き行こうに青ざめ硬こう直ちよくしていたアディがふと何かを察し、

「失礼いたします！」

　と議会室中に響ひびく声と共に深々と頭を下げ、椅子に腰を下ろした。勿もち論ろん、メアリの隣である。

　只ただの従者が、この議会室の中で誰よりも地位の低いアディが、例え全員が着席し椅子が余っていたとしても腰を下ろすことの許されない身分だと言うのに席に着いたのだ。流石にこれには主人であるメアリも目を丸くし「アディ……？」と不思議そうに彼の名前を呼んだ。

「なに考えてるの、あなた……」

「俺はどこまでだって付いていくって、そう言ったでしょ」

「え、えぇ、そうだけど……」

「処刑台だろうと、貴女に付いていきますよ」

　そうぎこちないながらも笑うアディに、メアリが一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれたかのように目を丸くし「馬ば鹿かな男ね」と瞳を細めて笑い返した。




　そうして再び始まった議会は最初こそ誰もが様子を窺うかがうようなスローペースであったものの、しばらくすれば元の混こん沌とんさを取り戻もどしていた。そもそも、メアリ達が加わったからと言って何が解決されるわけでもないのだ。多少アリシアやパトリックが落ち着きを取り戻したとはいえ、それが決定打に繫つながるわけでもない。

　だからこそなぜ自分がここに連れてこられたのか分からず、メアリは疑問の視線を終始己の母親に向けていた。夫の隣に腰を下ろし、堂々と議会の混乱を眺ながめる彼女の姿からは何も感じられないが、それでもなにかあるからこそここまで来たのだろう。

　アルバート家夫人なのだから、この議会がどれほど神聖で、話の腰を折ることがどれほど罪深いかを知らないわけがない。

　もしかして、お母様は本当に……。

　そうメアリが不安を抱いだき始めたのは、議会の内容が印いん璽じの真しん贋がんに差し掛かかった頃ころである。そもそもなぜアリシアが王族の印璽を持っていたのか、その印璽は本当に王族のものなのか。そういった話し合いの末に、果てにはアリシアが印璽を盗ぬすみ、王女に成りすまそうとしている……などという話まで出てくるのだから驚おどろいてしまう。

　元より突とつ拍ぴよう子しのない話なのだが、この議会もそれに劣おとらず支し離り滅めつ裂れつな意見があがる。

　といっても、メアリはその話を聞きながらも何も言えずにいた。流石に「ゲームでは本物だった！」等とのたまう気はない。

　だからこそどうすることも出来ずにいると、キャレルが「よろしいかしら」と室内にその美しい声を響かせた。

　自然と誰だれもが彼女に視線を向け、メアリとアディも同様に視線を送る。凜りんとした彼女の姿は美しく、この議会室においても臆おくする様子はない。気高さすら感じられるその姿に、それでもメアリは嫌いやな予感を覚えていた。




　思い出すのはあの一枚絵スチル。

　幼いアリシアが攫さらわれたあの日を写し取った、セピア調の光景。

　もしや本当にアリシアをさらった占うらない師は血けつ縁えん者なのでは……。

　母はそれを打ち明けようとしているのでは……。




　考えれば考えるほどメアリの中で不安が募つのる。

　母が何を考えているのか分からないが、王女誘ゆう拐かいの犯人がアルバート家の者となれば、しかもそれを今日この瞬間まで隠かくしていたとなれば、アルバート家の末路は没ぼつ落らくどころではない。反逆罪で一族もろとも牢ろう屋や行きだ。

「なぜ王家の印璽を彼女が持っていたのか、それが本物なのかどうか。私がご説明いたします。なぜなら……」

「ま、待ってお母様、落ち着いて……」

「あの日、幼き王女様に印璽を持たせたのは、他ほかの誰でもなく私だからです！」

　……。

　…………。

「……え？」

　キャレルの発言に一いつ瞬しゆんにして室内がざわつく。夫であるアルバート家当主ですらこの事実を聞かされていなかったのか、彼らしくなく目を丸くし隣に座る妻を見ていた。

　だがこの反応も仕方ないだろう。なにせあまりに衝しよう撃げき的すぎるのだ。王女失しつ踪そう、そして同時に無くなった王家の印璽。全すべての真相を握にぎっていたのがよりにもよって王家に次ぐ権けん威いを持つ貴族の夫人であったのだ、これを驚くなと言う方が無理な話である。

「私は兼かねてからあの占い師を怪あやしんでいました。同じ年の娘を持つ母だからこそ、あの方の王女様へ向けられる視線に憎ぞう悪おを感じ取れたのでしょう」

「お母様……」

「そのことに気付いて以降、私は王女様に何かあったらと思い、常にあの占い師を見張っていました。そしてあの日……」

　キャレル曰いわく、長く見張っていた占い師がついに行動を起こしたという。

　そこで彼女は王女を守ろうとするも、占い師の策に嵌はまり、結果として王女を奪うばわれてしまう。言わずもがな、あの一枚絵スチルである。その際、王女の身を案じせめて何か身分を証明できるものをと考え、隠し持たせたのが印璽だ。

「王族の印璽を持たせることの危険性は十分承知しておりました。それでも、せめていつの日か親子が再会できたらと思い……」

　そう告げ、キャレルが顔を伏ふせる。

　同じ年の娘がいるからこそ王女を失う王おう妃ひの気持ちが痛い程に分かり、本来であれば躊躇ためらうはずの大だい胆たんな行動に出られたのだろう。まさに英断、母性の為なせる業わざである。

　だがいくらアルバート家夫人と言えど、彼女一人の証言で全てが決まるわけではない。

　その話を聞き数人が真偽を疑う様にざわつきだし、再び議会が混沌の中に戻ろうとした。

　まさにその瞬しゆん間かん……。

「彼女の話は本当です」

　と、勢いよく扉とびらが開かれた。

　そうして姿を現したその人物に、誰もが呆ぼう然ぜんとし、そして慌あわてて立ち上がるや頭を下げる。

　金色の柔やわらかな髪かみをなびかせ、瞳ひとみは臆することなく議会室を見回す。柔らかな物もの腰ごしの中に温かさと気高さを併あわせ持つ、美しくそれでいて愛らしい女性。王妃、その隣に立つ王もまた凜とした佇たたずまいで、静かに、それでいて威い厳げんを感じさせる声で「遅おくれて申し訳ない」と謝罪の言葉を口にした。

　言わずもがな、この国の頂点に君臨する人物である。

　誰より気高く、そして尊い存在。これにはメアリも驚くほかなく、王妃とアリシアを見比べて目を丸くした。




　似ている。そっくりだ。これ普ふ通つう気付くだろレベルで瓜うり二ふたつではないか。王妃の縮小版と言っても信じかねない。むしろ王の遺伝子はどこいった？　もう少し彼の遺伝子に活かつ躍やくの場を与あたえても良かったんじゃ……。

「……お嬢じよう、お嬢！」

「……ア、アディ？」

「どうしたんですか、ボーッとなさって」

　正気に戻すためか、目の前ではたはたと揺ゆれるアディの手にメアリが数度瞬またたきを繰くり返す。

　どうやらあまりの展開に思考が一時停止していたらしく、気付けばいつのまにか両陛下も着座していた。

「……現実逃とう避ひしていたわ」

「ズルいですよ、逃避するなら俺も連れてってください」

「えぇそうね。次はちゃんと声をかけるわ。現実逃避にだって付いてきてちょうだいね」

　と、そんな冗じよう談だんめいたことを言い合いなんとか冷静さを取り戻す。

　今はアリシアと王妃が瓜二つだということを問題視している場合ではない。むしろ瓜二つだからこそ、アリシアが王女であることの信しん憑ぴよう性せいを高めているのだ。いかに抑よく制せい力が働いていても二人が並べば気付きもするようで、今の今までアリシアを疑っていた者達が息を吞のみ顔色を青くしている。それによく見れば陛下にだって似ているではないか。目元とか、こう……ちょっとした仕草とか……遠目で見れば……いや、これはけしてお世辞とか社交辞令とかではなく。

「お嬢、また現実逃避してます？」

「え、えぇ……大だい丈じよう夫ぶよ……」

　アディに声をかけられ、再びメアリが我に返る。

　そうして慌てて眼前の問題に向き直れば、両陛下とアリシアが互たがいを見つめ合い、恐おそる恐ると言った様子で一歩ずつ近付いていた。息を吞むような彼等の表情はまさに親子のそれで、アリシアと王妃の髪がほぼ同時にふわりと揺れた瞬間……、

「お母様！　お父様！」

「あぁ、私達の可愛かわいい娘むすめ！」

　と、強く抱だきしめあった。




　その瞬間の議会室の一転しようといったらない。

　つい数分、それこそ両陛下が現れるまでアリシアに他国のスパイ疑ぎ惑わくすらかけていた者までも、一転して両陛下と王女を称たたえて感動の拍はく手しゆを送っている。重じゆう鎮ちんたちの威い圧あつ感かんからか、ギチギチと音がしそうなほどぎこちない動きでお茶を注いでいたメイド達に至っては目元を拭ぬぐって親子の再会を喜んでいる始末。

　もちろん、中には今までの行動を省かえりみて視線を泳がせている者もいるのだが、そういった者に限って声こわ高だかに「いやぁ、よかった！」だの「なんて美談だ！」と白々しいことを言うのは最も早はや定番でもある。

　そんな感動の光景を前に、メアリはしばらく茫ぼう然ぜんとしていた。

　勿もち論ろん、思考回路がこの現状に追いついていないからだ。一部のようにアリシアを疑っていたわけではないのだから掌てのひら返がえしするわけにもいかず、かといって前世の記き憶おくを疑い始めていたのだからこのお祝いムードに浸ひたることもできない。

　それでもようやく出た言葉と言えば、

「……アディ、お腹なか痛い」

　である。消え入りそうに呟つぶやかれたその声のなんと弱々しいことか。

「お嬢、ついに限界がきてしまったんですね……お可哀かわい想そうに……。今夜は美味おいしいコロッケを揚あげてもらいましょうね」

「わけが分からない、もう帰りたい……お腹痛い……」

「あと少し、あと少しで終わりますからね。帰りに美味しい物を買って帰りましょう」

　お労いたわしい……と嘆なげくアディに、メアリが呆然としたまま弱々しく頷うなずく。片手で押さえているのは腹というより胃に近い。

　だがメアリが弱るのも仕方あるまい。現状はメアリ達を抜ぬきにすればそれはもう大団円なムードで、あのパトリックまでもが「良かったな、アリシア」と感動しているのだ。彼に関してはここまで振ふり回されたと怒おこる権利もあると思うのだが。

　この場合、ゲームだの一枚絵スチルだのと余計な情報を持ち、それゆえに事前にアリシアが王女であると知っていたメアリだからこそ、あれこれ考えてしまい素す直なおにこの場の空気に馴な染じめずにいるのだろうか。それとも誰もが思おも惑わくを抱かかえたまま、ひとまず場を収めるためにこの場の空気に合わせているだけか。

　いや、それにしたってこのスタンディングオベーションはおかしい……。と、そこまで考え、ふとこれもまたゲームの抑制力なのかとメアリは考えた。今の今まで気付かなかった者達が、あっさりとアリシア達を祝う。エンディングへ向けたご都合主義の抑制力……。

　そうだ、きっとそうに決まっている。そうでなくてはこの大団円な幸せムードに納なつ得とくがいかない。数分前まで重苦しい空気に青ざめていたのがバカみたいではないか。むしろ抑制力であってほしい。もうそういうことにしておこう！

　そう判断し、メアリがため息をついた。考えれば考えるほどこの場の空気に対して気分が冷え切っていくのだ。

　つい先ほどまでは緊きん張ちようで帰りたい一心だったが、今は別の意味で帰りたい一心である。




　まったくもって茶番もいいところだ。

　そんな心情で目の前の光景を眺ながめていると、扉の向こうがにわかにざわつき始めた。どうやら先さき程ほどの親子の再会と、途と端たんに一転した空気に野や次じ馬うま達も気付いたらしい。もしくは、この拍はく手しゆ喝かつ采さいが聞こえて集まってきたか。

　それを察した両陛下がアリシアの肩かたを抱だき、嬉うれしそうに微笑ほほえみながら頷いた。「皆みなに紹しよう介かいしよう」と、そう言いたいのだろう。それを受けたアリシアが戸と惑まどいつつも嬉しそうに笑って返す。傍はたから見ればなんとも美しい親子である……巻き込まれない安全地帯から見られればの話だが。




「逃にげるわよ」とメアリがアディに告げたのは、ちょうど陛下達が扉へ向かった時だ。

　きっと扉の前には事の顚てん末まつを見届けようと大勢が待ち構えているのだろう。ただでさえこの面子メンツが揃そろっているのだ、そこでアリシアが正式な王女だと発表されれば、混乱が更さらに増すのは言うまでもない。この場の空気にうんざりどころか不調をきたし始めていたメアリからしてみれば、その混乱はまさに逃げ時である。

　そんな情けないことを堂々と宣言するメアリに、アディが同感だと頷いた。

　アルバート家の令れい嬢じようでさえ緊張し青ざめるこの状じよう況きようなのだ、一いつ介かいの庶しよ民みん、それも従者の身分であるアディが耐たえられるわけがない。今だってメアリがいるからこそ──そして彼女の心が折れかけているからこそ──冷静でいられるのだ。

「いいこと、扉を開けて両陛下がアリシアを紹介すれば一気に混乱状態よ。その隙すきに脱だつ出しゆつをはかるわ」

「了りよう解かいです」

「お母様は……仕方ないわ、諦あきらめましょう。見てよあの満面の笑えみ、あれはもう手て遅おくれよ」

「奥方様、申し訳ございません……俺は逃げます……」

　大団円ムードの中、小声で作戦を練って互いに頷きあう。

　そうして両陛下が扉を開ければ、予想通りその瞬間に更にざわつきが増した。

　当然だ、議会の終わりを今か今かと待ち構えていた中、両陛下が件くだんの少女の肩を抱きながら現れたのだ。それがどういうことか分からないわけがない、だからこそこの混乱である。

　その隙を見て、メアリとアディがそっと立ち上がった。

　逃げるなら今しかない。

　そうして二人がコッソリと気配を消しつつ移動し、あと数歩でこの混乱から脱出できる……という所まで進んだ瞬しゆん間かん、




「メアリ、アディ！　これから両陛下と食事をするんだ、君たちも一いつ緒しよにどうだ！」




　と、やたらと爽さわやかな笑みを浮うかべるパトリックに肩を摑つかまれた。

　それはもう、今の彼の笑顔の輝かがやかしさといったらなく、仮に他ほかの令嬢であったなら一瞬で心を射貫かれ気絶しかねない程である。

　だが肩を摑む手の力は優ゆう雅がな彼の笑顔に反して相当なもので、逃がすまいとしていることを察してメアリがヒクと頰ほおを引きつらせた。アディに至っては、最も早はや表情を引きつらせる余よ裕ゆうすらない。

「パトリック、私達が逃げようとしてたのを見て誘さそったわね……」

「まぁ良いいじゃないか。君達が来てくれたらアリシアも喜ぶだろう」

「ようやく茶番が終わったと思ったらこんどは両陛下と食事？　冗談じゃないわ！」

「俺は……俺はもう帰ります！　帰って夕飯を食べて寝ねます！　もう無理です！」

「ほら見なさい！　私に若じやつ干かんの余裕が出来たと思って、今度はアディが壊こわれちゃったじゃない！」

「どういう仕組みをしてるんだ君たちは」

　呆あきれたようにパトリックが溜ため息いきをつくが、その手にこめられた力が弱まる気配はない。

　メアリは女で、パトリックを振り払はらい逃げることなど出来ないし、対してアディは腕わん力りよくも体力も勝まさるだろうが身分の差がそれを良しとしない。つまり万ばん事じ休すだ。元々無いに等しかった退路が、今この瞬間パトリックによって完かん璧ぺきに断たたれたのである。

　更に、まるで追い打ちをかけるかのように両陛下に挟はさまれたアリシアが嬉しそうに二人の名を呼んでくるのだ。おまけに手まで振ってくる始末。

　これには流石さすがのメアリも観念し、盛大に溜息をつくと肩を落とした。最早パトリックを睨にらむ気力すら残っていない。







　そうしてなんとか会食を終えて馬車に乗るころにはメアリの精神も限界を迎むかえ、アルバート家の令嬢らしからず窓にグッタリともたれかかっていた。

「アルバート家の令嬢と言えど、突とつ然ぜんの両陛下との会食はくるものがあるわね……『美味しかった』という記憶こそあれど、具体的に何を食べたかは一いつ切さい思い出せないわ」

「お嬢じようはまだ良いですよ。俺なんか会食自体が人生で数える程度しかないんですから。それも両陛下と同じ席で……あ、思い出したらまた緊張が……」

　そんなことをブツブツと呟きつつ、ダイス家の馬車に揺ゆられながらアルバート家を目指す。

　行きに乗った馬車はキャレルが乗って帰ってしまったのだ。無む理り矢や理り連れ出しておいてさっさと帰るとは親としてどうかとも思うが、今のアディの状態を見るに置いて帰られて良かったのかもしれない。

　議会室での精神的疲ひ労ろうプラス両陛下との会食での度を超こえた緊張、それに馬車酔よい。これに加えて、アルバート家夫人の隣となりでその令嬢を下座に座らせる精神的負担とくれば気絶しかねない。

　その点ダイス家の馬車は同乗者がパトリックのみであり、アディにとっても多少なりとも心の余裕が生まれるようだ。今も窓辺にグッタリともたれかかりつつ、時折口を挟んでくる。

　そんな彼の隣に座り、時に背を撫なで、時に軽口を返してやるメアリを見み据すえ、パトリックが彼女の名前を呼んだ。

「メアリ、君は良い女だ」

　これにはメアリも目を丸くし、いったいどうしたのかとパトリックに視線を向けた。

　相変わらず見目の良い彼は、窓から入り込む風に髪かみを揺らしながら爽やかに微笑んでいる。

「突然どうしたの、私をふったことを後こう悔かいでもしてるのかしら」

「あぁ、今から口説いて側室に迎えようと思ってね」

「そう、田舎いなか娘むすめには飽あきたってことね」

「いやまさか、ちょっと違ちがうものを味わってみたくなっただけだ」

「あら面おも白しろいことを。田舎娘にこの私だなんて、ダイス家の長男のくせに悪あく食じきにも程があるわ」

　そんなことをクツクツと笑いながら話す二人に、アディがグッタリと窓辺にもたれかかりながら「素直じゃない」と心の中で呟つぶやいた。声に出さなかったのは、もちろんこの状況で言えば馬車から落とされかねないし、なにより、言ったところでこの二人が素直になるとは到とう底てい思えないからである。
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　うららかな日差しの中、晴れやかに男女が笑いあう。

　飾かざられた講堂の中はとりわけ賑にぎやかな声で溢あふれかえり、別れを惜おしみ涙なみだする者や変わらぬ友情を誓ちかい合う者、恩師と肩かたを並べて笑いあう者と様々である。

　中にはパトリックをはじめとする生徒会メンバーに花を渡わたさんと構えている女子生徒達もいる。人気の生徒会メンバーが卒業ということもあり、後こう輩はいや既すでに卒業した者、果てには近きん隣りんに住む者……と集まったギャラリーは例年の比ではない。

「凄すごいですね、パトリック様。元生徒会長の挨あい拶さつとそれに答辞で二回も壇だん上じように上がりますよ」

「卒業生代表で証書授じゆ与よもあるから三回よ。もうパトリックの独どく壇だん場じようよね、笑っちゃうわ」

「笑うくらいなら答辞代わってさしあげれば良いのに……って、お嬢、なに読んでるんですか？」

　式典の案内を読んでいたアディが、ふとメアリの手元に視線を向けた。

　同じものを読んでいると思っていたが、彼女の手元にあるものは色が違う。というか厚みも違うし、言ってしまえば別物である。

　それに視線を落としていたメアリは顔を上げると、さも当然のように、

「なにって、北の大地の観光案内よ」

　と、しれっと言いのけた。

　見ればメアリの手元にあるパンフレットには、これから自分が追いやられる北の大地の地名や鳥の絵が描かかれている。カレリア学園のカの字も無ければ、どこか安っぽくありきたりなそのデザインは、格調高くやたらと豪ごう華かなカレリア学園卒業式の式典案内とは雲うん泥でいの差である。

　それを一いち瞥べつし、アディが盛大に溜息をついた。

「卒業式だっていうのに……」

「あら、卒業式だからこそよ」

　これが最終ステージなんだから、とクツクツと笑うメアリに、アディが再び溜息をついた。




『ドラ学』のメアリにとって、この卒業式こそが彼女のラストステージであり最大の見せ場なのだ。

　王女として君臨したアリシアとその相手により糾きゆう弾だんされ、全すべての罪を白日の下もとに晒さらされる。糾弾イベントから転がり始めた悪役令れい嬢じようメアリがついに谷底に叩たたき落とされるのだ。といってもプレイヤーはアリシアなのだから、ここは所謂いわゆる「ざまぁ」な部分であり、メアリが追い詰つめられ糾弾され、彼女の立場がなくなればなくなるほど爽そう快かい感かんが増す。

　メアリが再びパンフレットに視線を落としながらそう説明すると、アディが不服そうに「そうですか」と返した。




　もっとも、メアリの話を聞いてもいまだアディは半信半疑であった。現状を考えたところで到底アリシアやパトリックがメアリを糾弾するとは思えないのだ。だがそれでもアリシアの正体含ふくめここまで『ドラ学』の通りとなると「もしや……」という不安も浮うかんでくる。

　全てが全てメアリの話すストーリー通りではないにしろ、かといってまったく違うかと聞かれればそうでもない。仮にアリシアからの糾弾こそなくても、まったく別の形でメアリが遠い北の大地に追いやられるかもしれない。むしろ今の彼女を見るに、何も起こらなかったら自ら北の大地に旅立ちそうではないか。

　だからこそ、アディは決意を新たにするとメアリの服の裾すそを摑つかみ「ん？」と顔をあげて見つめてくる瞳ひとみをジッと見据えた。

「北の大地だろうが渡り鳥丼どん屋だろうが、俺はお嬢じようについていきますからね」

「あら、まだ諦あきらめてなかったの？」

「当然です。貴女あなたの隣が俺の居場所ですから。それに、俺は鳥をさばけますよ」

　僅わずかに頰ほおを赤くさせ、誤ご魔ま化かすように胸をはるアディに、メアリが目を丸くさせたのち嬉うれしそうに瞳を細め「副店長にしてあげる」と笑った。







　そうして始まったカレリア学園の卒業式は順調に進み、三度目になるパトリックの挨拶では女子生徒達が黄色い声をあげ、中には涙を流し彼の名前を呼ぶ者さえいた。ちなみにメアリはと言えば、二度目のパトリックの登場で笑いそうになり、三度目に至っては顔を上げることすら出来ず顔を俯うつむかせ肩を震ふるわせていた程ほどである。

　だが次し第だいにその態度も改まり、式典の最後である学園長の話を聞くときには彼女らしい凜りんとした姿に戻もどっていた。ジッと前を見据えるその瞳は覚かく悟ごを決めた潔いさぎよささえ感じさせる。

　それは勿もち論ろん、この後に自分の糾弾が待ち構えているのを知っているからだ。

　だからこそ堂々と臆おくすることも無く、抗あらがうことも無く、その時を待っている。

「お嬢……」

「そろそろよ、アディ」

　ゲームの通りであれば、学園長の話が終わった後ドレスを纏まとったアリシアが壇上に現れる。

　水色の輝かがやかしいドレスには王族の紋もん様ようが刺し繡しゆうされ、金糸の髪に載のせられたティアラはシンプルながらに品の良いものだった。それらを着こなすアリシアは立ち絵ながらに高貴さが伝わり、田舎娘からの変わりようにプレイヤーも息を吞のんだほどだ。

　そうして誰だれもが──プレイヤーまでもが──見み惚とれる中、アリシアは自らが体験した身分の差を語り、これを悪あしき習慣として改善することを誓う。庶しよ民みんとしてカレリア学園で生活したアリシアだからこそ掲かかげられる理想、そしてその足がかりこそ「悪しき習慣」の典型であるメアリの糾弾である。

　対してゲームのメアリはと言えば、田舎娘と罵ののしっていたアリシアが王族として目の前に現れ動どう揺ようし、それでもアリシアを罵ば倒とうし、すでに掌てのひら返がえしをされているとは知らずに取り巻きを呼んだり噓うそをついたりと無様な姿を晒していた。

　もっとも、メアリとしてはそんな無様な姿を晒す気にはならず、没ぼつ落らくという同じコースこそ辿たどれど、言い訳をする気もましてや噓をつく気など微み塵じんとしてなかった。あくまで自分はメアリ・アルバートなのだ、同じ末路を望んでいても悪役令嬢メアリのような無様な女に成り下がる気はない。




　それにアリシアを田舎いなか娘むすめと罵っていたのも事実、彼女の出生を知っていてなおマナーがなっていないと嫌いやみ混じりに指し摘てきしてやったのも事実。

　テーブルマナーは勿論のこと猫ねこを被かぶれば完かん璧ぺきな令嬢を誇ほこるメアリにとって、公おおやけの場でマナーを指摘されることほど屈くつ辱じよく的なことはないのだ。無様に走るな、汚きたならしくパンの屑くずを零こぼすな、もっと優ゆう雅がに挨拶を出来ないのか、これだから田舎娘は……と、アリシアに言ってやったこと全て、仮にメアリが指摘されればその場を逃にげ出しかねない程の屈辱である。アリシアの立場であったなら、メアリは自分自身を恨うらんでいただろう。それほどまでに罵倒しマナーの不出来さを指摘してやったのだ。

　だからこそ堂々と糾弾され、堂々と結末を受け入れるのだ。

　そう決意したメアリがジッと壇上を見み据すえていると、長い話を終えた学園長が深々と一度頭を下げた。──切ないほど薄うすくなった毛もう髪はつから地じ肌はだが覗のぞき、壇上のライトを反射させる。思い返せば一年前、これとまったく同じ状じよう況きよう下かで前世の記き憶おくが蘇よみがえったのだ。これが全ての始まりだと思えば感かん慨がい深い……わけでもない──。

　プログラム通りでいけば、式典はこれで終わりである。数人の生徒達がやれやれと言いたげに座りながら体を伸のばし、中にはウトウトと船をこいでいる生徒の肩を叩いている者の姿も見える。誰もが式典は終わりだと思っているのだろう。だがメアリだけは堂々と椅い子すに座り、この後に現れる人物を待ち構えていた。

　そうして僅かな間があいた後、ゆっくりと姿を見せた人物に会場内がざわつきだした。

　主人公の登場である。




　ゲーム通りの水色のドレスに、小こ振ぶりながらもセンス良く細工の質の良さが分かるティアラ。普ふ段だんは慌あわてたり笑ったりとコロコロ忙いそがしく変わる表情も今は凜とした精せい悍かんさを感じさせ、あどけない可愛かわいらしさよりも気品や美しさといった表現が適している。

　まさに王族らしい威い圧あつ感かんすら与あたえかねないその気高さに、会場内がよりざわついた。「あの田舎娘が実は王女だった」と、その事実こそ知っていたとしても、殆ほとんどの生徒達の脳のう裏りに浮かぶのは田舎娘アリシアなのだ。パタパタと元気に走り回り朗ほがらかに笑う彼女のイメージは容易には覆くつがえせるものではなく、壇上に上がり厳おごそかに一同を見回す彼女は彼等の知る田舎娘とは程遠い。

　現にアディも同様に、事前に聞かされていたというのに啞あ然ぜんとしながら壇上を見つめていた。

「……ア、アリシアちゃん、綺き麗れいですね」

「そうね。付け焼き刃ばにしてはなかなか様になってるじゃない」

「なかなかどころか立派なもんですよ。歩き方とかお辞じ儀ぎの仕方とか、どれをとっても上品で、まるで……」

　言い掛かけ、アディがメアリに視線を向けた。

　このざわつきの中でも彼女は落ち着き払はらった態度をとり、イスに腰こし掛かけ静かにアリシアの演説を聞いている。その表情はどこか自じ虐ぎやく的で、それでいて満足気で……。

「まるで……まるでお嬢のようですね」

「あら、冗じよう談だんはやめてちょうだい。あんな田舎娘と並べないでよ」

　クスクスと笑うメアリに、アディが溜ため息いきをついて肩かたを竦すくめた。

　蹴け落おとされることを前提にして、それでいてこのプライドの高さなのだ。おまけに、「この私を蹴落とすならそれなりであってもらわなくちゃ」とまで言う始末。

　まったく捻ひねくれていると呆あきれる反面、これこそがメアリ・アルバートなのだと納なつ得とくもしてしまう。なにより、この分かりやすく天あまの邪じや鬼くな歪ゆがんだ性格もまた魅み力りよく的だと思うあたり自分も末期だと、そうアディが自虐的に小さく笑って壇だん上じように視線を戻した。




　そうして演説を終えたアリシアが、「最後に、お話をしたい方がいます」と前置きをしてメアリの名を呼んだ。驚おどろくことに、この台詞せりふまでそっくりそのままゲームの通りなのだ。事前に説明されていたアディが「もしや本当に」と表情を曇くもらせる。

　今のアリシアがメアリを蹴落とすとは到とう底てい考えられない。だが全すべてメアリの言う通りに物事が進んでいるのもまた事実。卒業式の最中にアリシアが姿を現すこと、彼女のドレスの色、ティアラの作り、それどころか話す内容までも全てがメアリの言う『ドラ学』の最終ステージそのままなのだ。

　かといって一いち概がいにゲームの通りとも言えない。本来ゲームの通りであればメアリに嫌けん悪お感かんを抱いだいていた生徒会役員達が、この式典が始まる前にメアリに対してにこやかに挨あい拶さつをしていたのもまた事実なのだ。

『ゲームから逸それた』ものと、『ゲームの通り』が混在している。ならばゲームの結末にある『没落』はどちらに分類されるのか。

　アリシアがメアリに抱く好意のようにイレギュラーな道をゆくのか、それとも『結論から見ればドラ学の通り』として、やはりアルバート家は没落し、メアリは北の大地に追いやられるのか。

　そのどちらとも判断が付かず、アディが不安げにメアリに視線を向けた。対してメアリは依い然ぜんとして態度を変えることなく、応こたえるように立ち上がる。それどころかアディの視線に気付くと、「なんて顔なの」とクスリと笑った。

「お嬢……」

「最終ステージはもう始まったのよ、止めようもないわ。……止める気もないけどね」

　皮肉気味に笑い、メアリが優雅に一度スカートを整えて壇上に向き直った。真っ直すぐにアリシアを見つめ返すその瞳に怯おびえも迷いもなく、彼女に負けない気高さを纏まとっている。

「メアリ様、私の話を聞いて……どう思いましたか？」

　アリシアの問いかけに会場内が水をうったように静まり返り、誰もがメアリとアリシアとに交こう互ごに視線をやり、続く言葉を待つ。その緊きん迫ぱくした空気に、それでもメアリは予期していたと言いたげに小さく口角をあげた。

　これもまた呆れるくらいにゲームの通りなのだ。

　そしてこの問いかけこそ、ゲームのアリシアが最後の最後でメアリに差し出した救いの手でもある。問いかけにメアリが己おのれの非を認め謝罪していたら、アリシアはメアリを許すつもりでいた。結論としてどのルートでもそんなことは起こらなかったが、アリシアはメアリこそ『悪しき習慣』であり、そして誰よりその被ひ害がい者しやであると、そしてまだやり直せると考えていたのだ。なんとも慈じ悲ひ深い話である。

　もちろん、だからといってメアリの今までの悪役令れい嬢じようとしての行こう為いは目を瞑れるものではなく、だからこそたった一度、この大勢の前で、メアリ自らが自分の過あやまちに気付き認めることを求めた。今までのメアリが我が儘ままで傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、まさに貴族の悪い部分を凝ぎよう縮しゆくしたような性格だからこそである。

　もっとも、ゲームのメアリはそんなアリシアの慈悲に気付けるわけもなく、彼女からの問いかけに対し不満げにこう答えた。




「いかにも田舎娘の考えた田舎臭くさい思想で笑えてくるわ」




　それに対してゲームのアリシアはメアリを見限り、溜息をつくとともに一いつ切さいの慈悲を捨て彼女を糾きゆう弾だんするのだ。

　だから間ま違ちがえてもけして、




「はい！　ありがとうございます！」




　なんて、嬉うれしそうな表情で返すわけがない。

「……え？」

「私らしさを失わずに、王女としてやっていこうと思っているんです。メアリ様なら分かってくださると思っていました！」

「……あの、ちょっと待って」

「こんな風に考えられるようになったのも、メアリ様のおかげです！　私の身分が変わろうとした時も、メアリ様は変わらず同じように私に接してくださいました。だからこそ、私は自分に自信がもてたんです。自分のままで良いいって、そう思えたんです」

「そ、そうなの、それは良かったわねおめでとう……で、でもちょっと待ってね……」

「はい！　私、頑がん張ばります！」

「えぇ、勝手に頑張ってちょうだい……それでね、私の話なんだけど」

「メアリ様なら、きっと私の背中を押してくれる……私、そう信じていました！　メアリ様、大好きです！」

　嬉しそうに話し、あまつ大声でメアリへの好意を告げるアリシアに、壇上の袖そでから出てきたパトリックが彼女の肩に手を添そえる。

　二人が並ぶ姿はまさに『ドラ学』の最終シーンそのものなのだが、今のメアリにはそれに気付く余よ裕ゆうはない。今までのアリシアに対する無礼を糾弾されるのだろうと身構えていたのに、どういうわけか感謝されているのだ。おまけに、壇上の恋こい人びと達はまるで同志を見るような温かな瞳ひとみで「共にこの国を支えていこう」と声をかけてくる始末。

　これにはさすがのメアリもどうすることもできず、ワッと一いつ瞬しゆんにしてわき上がった歓かん声せいに気け圧おされ、啞然とした表情のまま力が抜ぬけたかのようにストンとイスに腰こしを下ろした。

　あまりの展開に思考が追いつかず、隣となりで大だい爆ばく笑しようしているアディに文句一つ言ってやる余裕もないのだ。







　厳かに、それでいてカレリア学園始まって以来のサプライズを含ふくんだ卒業式が終わり、生徒達が会場から出てくる。

　本来ならば涙なみだする者や卒業を感かん慨がい深げに思う者で溢あふれているはずなのだが、大半は先さき程ほどの王女登場からアルバート家とダイス家の結束──アルバート家の令嬢は応えるどころか頷うなずくことすらしていないのだが、興奮した彼等にそこまで気付く余裕はない──に興奮冷めやらぬと言った様子で、中には王女と結けつ婚こんすると知っていてなおパトリックに黄色い声をあげている者さえいる始末。そんな中、話題の人物でもあるメアリはと言えば、この場の空気に同化できるわけもなく木こ陰かげに隠かくれて呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

「……ギャ、ギャフン！」

「お嬢じよう！　ギャフンって言えたじゃないですか、やりましたね！」

　目標達成ですよ！　と喜ぶアディに、メアリが怨うらめしそうに彼を睨にらみつけた。

　もっとも、その瞳が涙目になっていていくら睨み付けても鋭するどさなど無いに等しいのだが。

「なにが目標達成よ！　予想と真逆の結末じゃない！　私の渡わたり鳥丼どん屋はどうするのよ、北の大地で渡り鳥が私を待ってるのに！」

「いいや、渡り鳥はお嬢を待ってませんよ、食われますからね。というか何が嫌いやなんですか、これこそまさに大団円じゃないですか」

「大団円？」

　どういう意味、と不満げながらもメアリが首を傾かしげる。

「アリシアちゃんとパトリック様は結ばれて、晴れてこの国の継けい承しよう者問題は解決。アルバート家は王家との友好関係を築き、王族の怒いかりを買う恐おそれもなくなった。ほら、大団円じゃないですか」

「……まぁ、そうかもしれないけど。でも、私はあんなに頑張ったのに！」

　どうしてこうなるのよ！　と喚わめくメアリに、アディがクツクツと笑って返した。




　結果的にアルバート家は没ぼつ落らく……どころか、王家を支える『忠義の一族』とまで言われ始めていた。

　なにせ、夫人キャレルは大罪になることも恐れず同じ母親として王おう妃ひを想おもい、王女に印いん璽じを託たくした。娘むすめのメアリは己の身分に気付かずにいるアリシアとパトリックの仲を認め、婚こん約やくを辞退したのだ。王家も周囲もこの功績を認めないわけがない。そんな二人がいるアルバート家をいったい誰だれが没落させるというのか。

　むしろ話は徐じよ々じよに周囲好みに脚きやく色しよくされ、今では涙なしには語れない美談にまでなりつつあった。

　それこそ、同年代の令嬢達は話を聞くや「メアリ様、自らの気持ちをひた隠しにしてパトリック様との婚約から身を引いたのね…」と胸を熱くしている。当人が聞いたら卒そつ倒とうしそうなものだ。

　そうして元々王家に次ぐ権けん威いを持つアルバート家はこれを以もつて正式に『王家と並ぶ』家いえ柄がらに昇しよう格かくした。それも、王家公こう認にんの。




「な、なにそれ……」
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　アディの説明を聞いて、メアリが呆然と呟つぶやいた。

　まったくもって自分の目指していた方向とは真逆なのだ。薄うす々うす気付いてはいたが、アディから聞かされたこのうすら寒い美談は予想を超こえている。

『ドラ学』のトゥルーエンド、通つう称しよう『お花畑エンド』よりもご都合主義でお花畑過ぎではないか。

　そんな受け入れ難がたい現実に、思わずメアリの目め尻じりに涙が溜たまり始める。

　この一年間の努力──あれでも本人は真ま面じ目めに頑張っていた──を思い返せば、この長閑のどかな空に反して気分はドン底、「そんなぁ」と呟かれた情けない声が揺ゆらぐ。

「そんな……私の北の大地での生活は……」

「諦あきらめましょう！」

「私の没落のためのあの努力は……」

「没落に関して言うなら全すべて無む駄だに終わりましたね！」

「そんな……そんな……っていうかちょっとは慰なぐさめなさいよ！　なにさっきから止とどめを刺さしにきてるのよ！」

　一刀両断してくるアディに、メアリが涙ながらに怒ど鳴なりつける。が、彼はこの大団円エンドこそ満足だと言いたげで、メアリに怒鳴られようが足を踏ふまれようが「まぁまぁ」と笑え顔がおで宥なだめてくる。

　その笑顔に、メアリは普ふ段だん通り毒を抜かれ……は、せず、今回に限っては更さらに怒りと戸と惑まどいを爆ばく発はつさせた。まぁ、無理もない。

「嫌よ！　やだ！　どうするのよ、私最後だからってパトリックのお株かぶを奪うばってやろうとクラス分けテストで最高点出しちゃったじゃない！　今まで『二位から十位以内を彷徨さまよい、かつ平均するとぶれない五位』を保ってたのに！」

「そんな地味なことばっかしてるから、こういう事になるんですよ」

「こんなの認めないわ!!」

　あまりの事態に処理が追いつかないのか、わぁわぁと喚きだすメアリに、アディが宥めつつも苦く笑しようを零した。──まるで駄だ々だをこねる子供のような口調ではあるが、今まで築いていたものがまったく予想外な成果を成したのだから仕方あるまい──。

「良いいじゃないですか、大学生活でリベンジしましょうよ」

「……私の渡り鳥」

「それはまた今度。とりあえず、俺と一緒に大学に行きましょう」

　ね、とアディが同意を求めると、「一いつ緒しよに」と強調されたその言葉にメアリが僅わずかに目を丸くし、次し第だいにゆっくりと表情を緩ゆるめていった。

　そうして「そうねぇ」と呟く頃ころには、事態を飲み込めてきたのか随ずい分ぶんと落ち着きを取り戻もどしている。それどころか、小さく笑う余裕すら出来始めていた。嬉しそうなその柔やわらかく純じゆん粋すいな笑みは変わり者の令れい嬢じようらしくもアルバート家の令嬢らしくもないが、それでいてアディにとってはなによりメアリらしい笑顔である。

「どこだってついていくって、俺はそう言ったでしょ。もちろん大学だってついていきますよ」

「そうね、貴方あなたと一緒なら大学も悪くはないわ」

「それに、俺だけじゃないですよ。ほら」

　そう言ってアディが指さす先を見れば、卒業生も在校生も問わずそれどころか教師達にまで囲まれたアリシアとパトリックが、それでも人ひと混ごみの隙すき間まを縫ぬうようにしてこちらに向かってくる。

　アリシアに至っては、「メアリ様！」と嬉うれしそうに声をあげ走ってくるではないか。王家の刺し繡しゆうを施ほどこしたドレスがフワと風を受け、金糸の髪かみに載のせたティアラが揺れる。おまけに卒業生に配られる花束をブンブンと振ふり回すものだがら、彼女の周囲に花びらが散っている。

　それを見たメアリは呆あきれたように溜ため息いきをつき、スゥ……と一度深く息を吸い込むと、




「だからみっともなく走るんじゃないって何べん言わせるのよ、この田舎いなか娘が！」




　と、なんとも悪役令嬢らしくアリシアを罵ば倒とうした。
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「あれ、お嬢、髪がほどけてますよ」

　アディがふとメアリの髪を見て小さく首を傾げたのは、徐々に生徒たちが帰宅し始めた頃。

　詳くわしく言うのであれば、アリシアとパトリックに声をかけられこれからの友情を誓ちかわれ、それどころか生徒会役員達にまで挨あい拶さつをされ、果てには教師達にまで「大学での活かつ躍やくを期待しています」等といわれ、メアリが死んだ魚のような瞳ひとみで生返事を返す機械と化していた頃である。そんな中で徐々に引いていく人の波に隙すきを見つけて逃にげ出し、さて帰ろうかと自転車置き場──勿もち論ろん、式典だろうが自転車通学である──に向かっていた。

　その矢先にかけられた言葉に、メアリが眉み間けんにシワを寄せた。

「カミガホドケル？　分かる言語で喋しやべってちょうだい」

「あぁ、ありえないことに理解が追いついてない……そうじゃなくて、ほら」

　そう告げて、アディがメアリの髪先に触ふれる。

　見れば確かに、今日も今日とて美容師泣かせな強固なドリルに対し、まるでその渦うずから逃のがれたように一束の髪が垂れている。お世辞にもドリルとは言えず弱々しく、それでいて名残なごりを残すようなその緩やかなウェーブに、メアリが驚おどろいたように目を丸くした。

　自分の髪ながら、こんなに緩く垂れる髪を見たことが無かったのだ。いつだって、それこそ寝ね起おきだって、銀糸の髪はグリグリと見事なロールを見せていた。髪を濡ぬらしてもなお、徐々に躙にじり上がり巻かれる様子に絶望しかけたほどなのだ。

「お労いたわしい……ドリルが緩むほど今日のことがショックだったんですね」

「ドリルにメンタル測る機能なんてついてないわよ。……でも、どうしたのかしら」

　変なの、と指先に垂れた髪を巻きつけながら、メアリが不思議そうに首を傾かしげた。
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　カレリア学園の卒業式では、各卒業生達に花束が配られる。

　小こ振ぶりながらも色いろ鮮あざやかで調和のとれたその花束は流石さすがカレリア学園と言いたくなるほど気品すら感じられる代しろ物ものであり、聞けばこの日のために遠方から花を手配し、一流のデザイナー達が集められて一つ一つ丹たん誠せい込めて作り上げるという。

　おまけに花束を結ぶリボンにも学園のエンブレムが刻まれ、持ち手に添そえられたメッセージカードにも金きん箔ぱくが施される凝こりよう。最後の最後まで貴族の学園らしく金と権力をつぎ込んだものだ。

　もっとも、カレリア学園に通う生徒が今いま更さら花束一つで感動するわけがなく、受けとった時こそニッコリと微笑ほほえんで「まぁ綺き麗れい」と言って愛めでてはいたが、すぐさま視線を余所よそに向けてしまう。所しよ詮せんは花束、いかに金がかけられていたとしても、貴族の子息令嬢の心はそう簡単に奪えるものではない。

　……とあるジンクスに関しては別だが。




「……花束を渡わたす？」

　なんでまた、と言いたげにアディが手元の花束をみる。メアリのものと大差ない花束、違ちがうことと言えばリボンが青いところだろうか。どうやらリボンは数色用意されているようで、女子生徒がお揃そろいだなんだと騒さわいでいたのを覚えている。

「渡すって言っても、みんな貰もらってるじゃないですか」

「そうよ。だからこそ『自分の貰った花束』を渡すことに意義があるの」

　メアリが勿もつ体たいぶるように「いいこと」と口を開いた。

　もちろん彼女の手にも花束があるのだが、いったいどうして絢けん爛らん豪ごう華かな中庭をもつアルバート家の令嬢が小さな花束を有り難がたがるというのか。片手で摑つかんで、もはや荷物扱あつかいである。──それでもアディに持たせないあたり、メアリなりに『祝いに貰ったもの』と認にん識しきしているようである。案外に義ぎ理り堅がたいところがあり、貰ったものを邪じや険けんには扱えないのだ──。

　とにかく、二人とも片手に花束を持ち、かたや不思議そうに首を傾げ、かたや自じ慢まんげに胸を張った。

「カレリア学園には代々言い伝えられているジンクスがあるのよ。卒業式に貰うこの花束を大切な相手に渡すと……」

「悲ひ惨さんな死を遂とげる!?」

「やだ、怖こわい！　お祝いの品を呪のろいのアイテムにするんじゃないわよ！」

　縁えん起ぎでもない！　と喚わめくメアリに、対してアディはさらっと聞き流し「それで、どうなるんですか？」と先を促うながした。自分で脱だつ線せんさせておきながらこの態度なのだから、メアリが「呪いのアイテムだったら迷わずあんたに押しつけたわ」と恨うらめしそうに呟つぶやくのも仕方あるまい。

　そうして改めてメアリがコホンと咳せき払ばらいをし、手元にある花束に視線を向けた。

　真っ赤なバラをメインに据すえて白とピンクの小こ振ぶりな花が周囲を囲んでボリュームを持たせている。結ぶリボンも淡あわいピンクの布地に金でエンブレムが描えがかれ一目で質の良いものだと分かるが、専属の庭師が常に手入れをしている中庭を見て育ったメアリには物足りない。

　所詮は花束。

「でもね、この花束には在学中の想おもいが込められているのよ」

「想いが？」

「だからこそ、ずっと慕したっていたことを伝えるために渡すの。片思いの相手に告白するために渡す人もいれば、恋こい人びとへ変わらぬ想いの証あかしとして交こう換かんすることもある。ロマンチックよねぇ」

　うっとりとしたメアリの話を聞き、アディが周囲を見回した。

　なるほど、だからあちこちで花束の渡し合いが行われ、花束を片手に誰だれかを捜さがすようにうろついている者もいるのか。中には泣きながら手渡す者や、誇ほこらしげに複数の花束を抱かかえている者すらいる。

　とりわけ、生徒会役員たちの人気は群を抜ぬいており、卒業生からの花束はもちろん在校生や、既き卒そつ生までもが自前の花束を渡している。そんな生徒会の中でも最たる人気のパトリックに至っては、もはや囲まれすぎてそこに彼が居るのかどうかも定さだかではない。

　そんな光景となんとも学生らしいジンクスに、アディが「知らなかった」と感心するかのように頷うなずいた。それに対して、メアリはうっとりとした表情のまま小さく溜ため息いきをつき……、

「まぁでも、卒業式なんて最後の最後で勇気をだすくらいなら、在学中に押し倒たおせばいいのにね」

　とロマンチックな空気を一いつ瞬しゆんにしてぶち壊した。

「お嬢じよう……そりゃないですよ」

「正論よ。黙だまって見つめ続けても叶かなわないなら行動あるのみじゃない」

「そんな簡単なものじゃないんですよ……」

　はぁ……と盛大に溜息をついたアディが、ふと何かに気付いたように視線を余所に向けた。隣となりに立っているメアリがそれに気付き、不思議そうにアディを見上げる。

　彼は錆さび色いろの瞳でジッとどこかを見つめ、そうして「お嬢……」とゆっくりと口を開いた。

「お嬢、アリシアちゃんが凄すごい速さでこっちに向かってき」




「メアリ様ぁー！」




　向かってきます、とアディが言い終わらぬうちに背後から抱だきついてくるアリシアに、メアリが悲鳴を上げる間も叱しつ咤たする間もなく、ましてや逃げる間もなく前につんのめり、慌あわてて支えに差し出されたアディの腕うでにしがみついた。

　メアリ・アルバートたるもの、背後からの奇き襲しゆうをうけても不様に転ぶような姿は晒さらせない……かなりギリギリだったが。

「ナイスフォローですね、俺」

「なにがフォローよ……気付いてた時点で教えなさいよ！」

「日に日にアリシアちゃんの足が速くなってるな……と思って見てたら間に合いませんでした」

「田舎いなか娘むすめの成長より主人の護衛に務めなさい！　というか、さっさと離はなれなさいよみっともない！」

　怒ど鳴なりながらアリシアを引き剝はがし、さも「汚よごれがついた」と言いたげに抱きつかれた場所を手で払はらう。

　そうして冷ややかな視線と声こわ色いろで「それで、何かご用かしら？」と尋たずねる。もちろん、これでもかと『話しかけないでよオーラ』を漂ただよわせながら。

　だがそんなメアリに対してアリシアは嬉うれしそうに笑いながら、

「着替えてきました！」

　と、まるで見せつけるようにクルリとその場で回った。水色のドレスも美しかったが、やはりカレリア学園の制服の方が愛らしさがきわだつ。

「そ、そう。それならさっさとどこかに行ってちょうだい。私達も忙いそがしいの」

「あ、メアリ様の花束もピンクのリボンなんですね！　お揃いですね！」

「人の！　話を！　聞いて！」

「そうだアリシアちゃん、この花束ってジンクスがあるらしいよ」

「え、本当ですか？　アディさん教えてください！」

「ねぇ、あんた達二人とも私のこと嫌きらいなんでしょ！」

　キィキィと喚くメアリに、対してアディもアリシアも気を遣つかうことなく話を進めていく。

　そうしてぶつぶつと文句を呟くメアリを余所にアディが先さき程ほどのジンクスについて説明すると、それを聞いたアリシアが瞳ひとみを輝かがやかせながら手元の花束に視線を落とした。

　在学中の想いが詰つめられている花束。これを大切な相手に渡す……。

　身分の差を乗り越こえ大だい恋れん愛あいを果たしたアリシアにとって、その愛を後押しするように聞こえたのだろう。元々大事そうに抱えていた花束をギュッと軽く抱だきしめる。

　色味の淡いバラとそれを囲む小振りの花はなんとも可愛かわいらしく、彼女の愛らしさをよりいっそう増させる。おまけに「大切な人に……」とほんのりと頰ほおを赤くさせて呟くのだから、並の男であれば一いち撃げきで心を打たれていただろう。──もっとも、そんな愛らしいアリシアの表情に対して、アディは平然と「可愛いなぁ」と誉ほめ言葉を送り、ついで自分の隣でいまだ文句を言い続けるメアリに「これがまともな女の子の反応ですよ」と告げて盛大に足を踏ふまれていた──。

　とにかく、ジンクスを聞いたアリシアは嬉しそうに花束を眺ながめ、そしてはたと顔を上げるやメアリとアディに視線を向けた。次いで背後で花束に埋うもれつつあるパトリックを振ふり返る。

　そうして更さらに二周ほど、メアリ・アディ・パトリックと三人に視線をやり……、




　彼女の手元で、愛らしい花束がミチッと音をたてた。




「待っててください……今、三つに！」

「引きちぎった花束の残ざん骸がいを私に押しつけてごらんなさい、貴女あなたの目の前で土に埋めて、その手でひっぱたいてあげる」

「ア、アリシアちゃん！　俺はいいから、パトリック様にあげてきなよ！」

　メアリが冷ややかに拒きよ否ひし、アディが慌てて制止する。

　そんな二人に対してアリシアは引きちぎらんとしていた手の力を抜いて、「でも……」と申し訳なさそうに俯うつむいた。

　花束は一つ。渡したい人は三人。

「でも、私にとってお二人とも大事な方だし、感謝の気持ちを受け取って頂きたくて……」

「アリシアちゃん、俺はその気持ちだけで十分だから」

「私はその気持ちすらもいらない」

　キッパリと言い切るメアリの言葉は耳に届いていないのか、アリシアがチラと不安気に背後に視線をやった。そこに居るのはもちろんパトリック……と言いたいところだが、相変わらず集団に埋もれて藍あい色いろの髪かみがチラと見え隠かくれするだけだ。

　何せ凄い人だかり。人気者は大変ねぇ……とメアリが他人ひと事ごとのように呟けば、アリシアが拗すねるように唇くちびるを尖とがらせた。老ろう若にやく男なん女によ問わず慕われ大人気の生徒会長様は、アリシアにとってみれば大事な恋人なのだ。

　二人きりで卒業を祝いたいのに皆みなに取られてしまった、ということなのだろう。

「王女様の権限で散らせばいいじゃない」

「そんなことできません……それに、パトリック様いっぱいお花を貰もらってるし」

　シュンとアリシアがうなだれるのは、事実パトリックの手元──どころではなく、彼の鞄かばんやら足あし下もとやら──には既に数え切れぬほど花束があるからだ。

　その数はそのまま彼が慕われている証でもあるのだが、アリシアからしてみれば自分の花束を埋めてしまう要因。今アリシアがあの群れの中に飛び込んでなんとか渡わたすことが出来たとしても、数分後には他ほかの花束に埋うもれて見失ってしまうだろう。

　もっとも、メアリやアディからしてみればあのパトリック・ダイスがそんなへまをするとは思えないのだが、今のアリシアはそんな不安すら抱いてしまう心理状じよう況きようなのだ。

「パトリック様、お花いっぱい貰ってるし、私が一つ渡したところで……それに、もう両手が塞ふさがっていて渡せそうにありません」

「そうね、もう渡すというよりいかにパトリックに花束を載のせられるかを競きそうゲームと化しているものね」

「やめてくださいよ、お嬢。俺も挑ちよう戦せんしたくなるじゃないですか」

「コツはあえてバランスの悪いところに載せて、次の人の失敗を誘さそうのよ」

「なんて戦略が汚きたない……おっと」

　しまった、とアディが口を噤つぐんだのは、見て分かるほどにアリシアが拗ねているからだ。プクと膨ふくらんだ頰と、恨うらめしそうな瞳が「私は真しん剣けんに悩なやんでいるんです」と無言で訴うつたえている。

　それを察して慌ててアディが宥なだめるが、メアリはそんなことお構いなしにパトリックに視線を向けたまま「ふむ」と小さくもらした。

「安心なさい、私に良いい考えがあるわ」

「良い考え、ですか？」

「いいこと、確かに今パトリックは両手が塞がっているわ。でも、花束を受け取るのは何も手だけじゃない」

「鞄に入れたり、ですか？　それなら私、埋もれてもいいから直接お渡ししたいです……」

　公的な発表こそしていないが恋こい人びとなのだ、埋もれるのが怖こわくてコッソリ忍しのばせる……というのはあまりにも情けない。そう感じたのかアリシアが眉まゆ尻じりを下げ、小さく首を横に振った。

　悲痛なその表情に、メアリが宥めるように彼女の肩かたを叩たたく。

「メアリ様……」

「安心なさい、埋もれずにちゃんとパトリックに渡せる方法があるの。それも、特別な方法よ」

「本当ですか？」

　諭さとすようなメアリの表情に、切なげだったアリシアの瞳に輝きが戻もどる。

　そうしてジッと見つめたまま紫むらさき色いろの瞳で「それはどんな方法ですか？」と尋ねれば、メアリが勿もつ体たいぶるように一度柔やわらかく微笑ほほえんで頷き……、




「口よ、口に突つっ込むのよ！」




　と、まるで名言でも言い放ったようなドヤ顔で告げた。

　その発言に、隣となりに立っていたアディが心底呆あきれたと言いたげに「うわぁ……」と呟つぶやくも、アリシアはメアリの『なんとなく良いこと言っているようなオーラ』にあてられたのか、彼女の言葉を聞くや表情を明るくさせ「そうですね！」と改めて花束を抱きしめた。

　卒業後の浮うかれた空気からか、それともメアリへの好感度からか、はたまたパトリックに手が届かない寂さびしさからか、今のアリシアは明らかに正常な判断力を失っている。

「メアリ様、ありがとうございます！　私、行ってきます！」

「ア、アリシアちゃん、ちょっと落ち着いて冷静に……」

「そうだ、貴女に言っておかなきゃいけないことがあったわ」

　アディの声にわざと被かぶさるように、メアリがアリシアに話しかける。おまけに今から真剣な話をすると言いたげに正面からアリシアの両りよう肩かたに手を載せ、ジッとその瞳をのぞき込んだ。──もちろんそれが、アリシアを正常に戻そうとするアディの言葉を遮しや断だんさせるためなのは言うまでもない──。

「あのね、私とパトリックは破は棄きしたとはいえ一度は婚こん約やく関係にあったでしょ？　そんな私が貴女に助言をするなんて、周囲がどう思うか……」

「あ……そ、そうですね」

　メアリとパトリックの判断とはいえ結果的に婚約破棄の原因になってしまったと責任を感じているのか、アリシアが眉尻を下げて視線をそらす。

　それを見たメアリが小さく苦く笑しようを浮かべ、優やさしい声で彼女の名前を呼んだ。

「気にしないで、貴女が非を感じることではないわ」

「メアリ様……」

「ただ周囲がどう思うか分からないし、念のためよ。だからパトリックに何か言われたら『アディさんにこうしろって言われました』って答えなさい」




　……サァ、と心地ここちよい風が吹ふき抜ぬけ、三人の手元にある花束を揺ゆらした。




「お嬢じようぉ！　なに俺のせいにしようとしてるんですか!?」

「はい、メアリ様！　私、行ってきます！」

「アリシアちゃん待って！　冷静に考えて……速い！」

　日ひ頃ごろ──メアリの叱しつ咤たも聞かず──走り回っているからか、それとも今の会話で彼女の恋こい心ごころに火がついたのか、意気込むやいなやアリシアが驚おどろきの速さでパトリックのいる集団へと走っていく。

　止め損そこねたアディが悔くやしげにメアリを睨にらみつけた。

「俺が怒おこられたらどうするんですか」

「なによ、主人の罪を被かぶるぐらいしなさいよ」

　アリシアの背を視線で追いつつ、メアリがクツクツと笑う。

　そんな無責任な主人に対してアディは盛大に溜ため息いきをつき、それでもと不敵に笑った。

「あら、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうね」

「俺はパトリック様を信じてますよ。きっと冷静に判断して、俺がこんなこと指示しないって考えてくださるはずです」

　どうやら随分とパトリックを信用しているようで、口の中に花束を突っ込むという奇き行こうの黒幕にさせられかけているというのにアディの表情には余裕すら見られる。

　それに対して、もう少し狼狽うろたえればいいのに……とメアリが不満気にアディを一いち瞥べつし、そうして改めて集団へと視線を向けた。

　流石さすがは王女、なによりアリシアとパトリックの仲は周知のことで、誰だれもが彼女の登場に道をあけて通すと、カレリア学園が誇ほこる二人を取り込むように囲いだした。それどころか、アリシアとパトリックが並んだ姿を見たいと更さらに人が集まり出す始末。

　そんな賑にぎやかな集団が、一いつ瞬しゆん、まるで水を打ったように静まり返った。

　その後ざわつきがあがり、次いで響ひびいたのが、




「メアリ！」




　という、パトリックの怒ど声せいである。

　確かく認にんするまでもない、アリシアが実行したのだ。愛いとしい恋人の口に花束を突っ込むという、メアリ直伝の渡し方を……。

「やだ、パトリックってば迷わず私の名前を呼んだわ。酷ひどくない？」

「ほらご覧なさい、やっぱりパトリック様は分かってらっしゃる。普ふ通つうに考えて、俺があんなことを指示するわけがないんです」




「アディ！　お前もいい加減にメアリを止めろ！」




「あ、俺も怒られた」

「ごもっともな意見だわね」

　まるで他人ひと事ごととでも言いたげな口調で、メアリが片手に持った花束に視線を向ける。

　持ち手からか、それとも花が咲さき誇る前面から豪ごう快かいにいったのか、どちらにしろ想像するとなんとも楽しげなその光景に、思わずニヤリと口角があがってしまう。




　そうしてふと、アディの手元にある花束に視線を留めた。

　リボンの色や花の色づきこそ多少の違ちがいはあれど、ボリュームも大きさも似たり寄ったりな花束。

「ねぇ、貴方あなたはその花束どうするの？」

「俺ですか？　まぁ正直言うと、貰もらったところでどうするか決めてないんですよね。男の俺が部屋に花を飾かざるのもあれだし」

「そうね、そんな花束一つで隠いん蔽ぺい山ざんや本ほん棚だなの裏が浄じよう化かされるわけないものね」

「人の部屋を魔ま窟くつのように言わないでください」

「魔窟じゃないと？」

「……魔窟ですけど。それはさておき、俺はドライフラワーにでもしますよ」

「ドライフラワー？」

　貴方らしくない、と首を傾かしげてメアリが訴えれば、自分でもそう思っているのかアディが苦笑を浮かべる。聞けばメイドの中に手先の器用な者がおり、材料を渡わたせば洒落しやれた飾りに加工してくれるのだという。

　とりわけ最近はドライフラワーの飾りに凝こっているらしく、庭師の手伝いをしているときによく落ちた花を拾っている姿を見かけると話すアディに、メアリが興味深そうに「ふぅん」と返し、手元の花束に視線を落とした。

　部屋に飾ろうと思っていたが、今がまさに一番美しいと咲き誇っているこの花達の寿じゆ命みようは目に見えている。帰ってすぐ花か瓶びんにさしてやっても、もって数日、早ければ今夜にでも花びらを落としはじめるかもしれない。

　それなら……とメアリがアディを見上げ、彼に花束をさしだした。

「私のもあげる！」

「…………えっ!?」

　突とつ然ぜんのメアリの発言にアディが目を丸くさせるが、対してメアリはそんなアディの反応こそ驚きだと言いたげに首を傾げた。もちろん、花束を差し出したまま。

「部屋に飾ろうと思ってたんだけど、どうせすぐに枯かれちゃうでしょ、それなら何か細工して飾りにしてもらったほうが良いじゃない」

「で、ですが、花束は……」

　しどろもどろになるアディに、メアリがまったくもって不思議そうな表情を浮かべる。それでも半ば強ごう引いんに彼の手に花束を押し込み、受け取ったと見なして満足げに頷うなずいた。

「お嬢、良いんですか？」

「別に良いわよ」

「それなら……あの、俺のをあげます！」

　先さき程ほどのメアリと同様にアディが花束を差し出す。それに対して今度はメアリが目を丸くさせ、目の前の花束に視線を向けた。

　赤いリボンの花束は今は彼の手の中にあり、今度は青いリボンの花束……。

「……アディ？」

「俺の花束、まだ蕾つぼみが多いんです。飾ればしばらくは保もちますよ」

　ほら、とアディに促うながされるままメアリが花束を覗のぞき込む。

　確かに、今が満開と言わんばかりのメアリの花束と違い、アディの花束にはちらほらと蕾が見える。そのぶん全体的なボリュームは若じやつ干かん劣おとるが、部屋に飾るのであればこちらの方が長く愛めでられるだろう。

　なるほど、とメアリが頷き、差し出された花束を受け取った。

「それなら交こう換かんね」

「え、えぇ……そうですね。それで、その……ほ、ほかの人と交換とかしないでください」

　視線をそらし顔を赤くさせつつもアディが訴うつたえる。

　それを聞いたメアリは受け取った花束を両手で持ちつつ、不思議そうに「アディ？」と彼を見上げて首を傾げた。

「交換したらダメなの？」

「ダ、ダメです、交換したら……その……」

「悲ひ惨さんな死を遂とげるのね！」

「……はいはい、そうですよ。それにほかのを見た限りそれが一番長く保ちそうですからね」

　そう説明するアディのなんと分かりやすいことか。だが当のメアリは気付く様子も無く、それでも「大だい丈じよう夫ぶよ！」と得意げに笑った。

「誰にも渡さないわ、もう私のものだもの！」

　迷いのないメアリの言葉にアディが呆ぼう然ぜんとしたように口を開き……

「えぇそうです、貴女あなたのものですよ」

　と、苦く笑しようを浮うかべた。







　あとがき







　はじめまして、さきと申します。

『アルバート家の令れい嬢じようは没ぼつ落らくをご所しよ望もうです』、いかがでしたでしょうか？

　ラブコメを目指したもののあきらかにコメディ成分に偏かたよっているこの作品、少しでも笑って楽しんでいただけたら幸いです。




　挿さし絵えを担当して下さった双ふた葉ばはづき様、キャラクター達をあんなに可愛かわいくかっこよく描えがいていただきありがとうございました。ラフを頂いてから毎日、欠かさず眺ながめております。

　また、右も左も分からない私をここまで引っ張って下さった担当様、ありがとうございました。

　そしてなにより、この本を手に取り読んで下さった皆みな様さまに心からの感謝を。




　本当にありがとうございました。またお会いできることを願って。





さき　　


















カバー・口絵・本文イラスト／双葉はづき

デザイン／伸童舎










アルバート家けの令れい嬢じようは没ぼつ落らくをご所しよ望もうです
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